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は じ め に

平成24年度全国学力・学習状況調査は，小学校第6学年及び中学校第3学年の児童生徒を

対象に，4月17日に実施されました。

調査の目的は，義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生
徒の学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図ると
ともに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立するこ
と，また，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てること
です。

これまでは，国語と算数･数学について，調査してまいりました。今年度は，昨年3月に
まとめられた，全国的な学力調査の在り方等の検討に関する専門家会議の「検討のまとめ」
において，次代を担う科学技術人材の育成がますます重要な課題となっていること等を踏
まえ，学習指導要領（平成20年告示）において，理数教育の充実が図られたことなどを受
けて，理科を追加して実施することとなりました。

調査の内容には，教科に関する調査（国語，算数・数学及び理科）と，生活環境や学習
環境等に関する質問紙調査（児童生徒対象及び学校対象）があります。

教科に関する調査は，主として「知識」に関する問題と，主として「活用」に関する問
題の2種類からなります。

主として「知識」に関する問題は，①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に
影響を及ぼす内容や，②実生活において不可欠であり常に活用できるようになっているこ
とが望ましい知識・技能などを調査するものです。また，主として「活用」に関する問題
は，①知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，②様々な課題解決のための構
想を立て実践し評価・改善する力などに係る内容を調査するものです。

国語と算数･数学については，これまでと同様，「知識」と「活用」のそれぞれの問題ご
との調査となっています。理科については，上記専門家会議の検討のまとめに沿って，「知
識」と「活用」を一体的に問う形の調査となっています。

国立教育政策研究所教育課程研究センターにおいては，教科に関する調査に係る調査問
題の作成と調査結果の分析を担当しております。

この調査においては，児童生徒一人一人の学力や学習状況の把握はもとより，今後の指
導や学習の改善に生かしていくことが重要であるため，調査問題の作成に当たっては，学
習指導要領に示されている内容が正しく理解されるよう留意するとともに，児童生徒に身
に付けさせたい力として重視されるものについての具体的なメッセージとなるように努め
ました。

本資料は，教科に関する調査に係る調査問題について，実施後速やかに，学校における
児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることができるよう，出題の趣
旨や正答とその解説などをまとめたものです。

各学校や教育委員会において，日常の学習指導や教育施策の改善・充実に生かしていた
だければ幸いです。特に，学校においては，調査対象となる学年や教科以外の先生方を含
め，学校全体で活用していただきたいと考えております。

最後に，本調査の実施に当たり御協力いただきました皆様，調査に参加していただいた
教育委員会，学校の皆様，本資料の作成に当たり御協力いただきました皆様に心から御礼
申し上げます。

平成24年4月
国立教育政策研究所 教育課程研究センター長

神 代 浩

1



平成２４年度全国学力・学習状況調査 解説資料について

●本書の目的

本書は，平成24年度全国学力・学習状況調査の実施後速やかに，学校における児童生

徒への学習指導の改善等に役立てることができるよう，教科に関する調査に係る調査問

題についての解説などをまとめたものである。

調査問題は，設問ごとの正答率や解答の状況から学習上の課題を把握し，学習指導の

改善等につなげることができるよう作成している。

本書においては，問題ごとの出題の趣旨や正答とその解説，その問題と関連して今後

の学習指導において参考となる事柄を記述するとともに，設問ごとに予想される解答を

整理した解答類型を掲載した。

教科に関する調査については，設問ごとに出題の趣旨に即して解答として求める条件

を定め，これに基づいて採点を行っている。解答類型は，採点の際に単なる正誤のみな

らず，具体的な解答の状況を分析し，学習指導の改善等につなげることができるよう，

設問ごとに設定する条件などに即して解答を分類し整理したものである。

教育委員会及び学校等において採点や調査の結果を踏まえた学習指導の改善等を行う

に際し，本書を有効に御活用いただきたい。

●本書の内容・構成

Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって

調査問題作成の基本方針として，調査問題の出題範囲，問題作成の枠組みについて

解説した。

Ⅱ 調査問題の解説

問題ごとに，出題の趣旨，正答とその解説などについて記述した。

１ 出題の趣旨

問題ごとに把握する力，場面設定などについての解説を記述した。

２ 各設問の趣旨

各設問について出題の趣旨を記述するとともに，学習指導要領における領域・内

容及び評価の観点などを示した。なお，学習指導要領については，原則として，平

成10年告示の内容を記載した。平成20年告示の内容を記載する場合は，「学習指導

要領（平成20年告示）」と記述した。

３ 正答と解説

■正答 各設問の正答や正答例を記述した。

■解説 問題の代表的な解き方，正答の条件，予想される誤答例と考えられる原因

などを記述した。
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４ 学習指導に当たって

出題の趣旨を踏まえて，今後の学習指導において参考となる事柄を記述した。

Ⅲ 調査問題一覧表

問題の概要，出題の趣旨，学習指導要領の領域等，評価の観点，問題形式を一覧表

にまとめた。

Ⅳ 調査問題等

調査問題，解答用紙及び正答（例）を掲載した。

Ⅴ 解答類型

設問ごとの正答，予想される誤答，無解答などを最大10種類に分類し整理した。

正答については，設問の趣旨に即して解答として求める条件を定め，その条件を全

て満たしているものを ◎ で表し，設問の趣旨に即し必要な条件を満たしているもの

を ○ で表した。

なお，解答類型には次のように番号を付けた。

類型１～類型８(最大) … 正答・予想される誤答の類型

（複数の類型が正答となる問題もある）

類型９ ……………………「上記以外の解答」

（類型１から類型８までに含まれない解答）

類型０ ……………………「無解答」

（解答の記入のないもの）

Ⅵ 質問紙調査項目（教科関連部分）

質問紙調査項目のうち，中学校数学科の教科に関する項目を掲載した。

※ 本調査においては，障害のある児童生徒や日本語指導が必要な児童生徒に対して，点

字問題，拡大文字問題，総ルビ付き問題を用意した。

なお，点字問題については，問題が一部異なっており，本書ではその部分を掲載した。
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Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題の出題範囲

全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議による報告書『全国的な学力

調査の具体的な実施方法等について（報告）』（平成１８年４月，以下『報告書』という。）

では，全国的な学力調査における調査問題の出題範囲・内容について，各学校段階にお

ける各教科等の土台となる基盤的な事項に絞った上で，以下のように問題作成の基本理

念を整理することが適当であるとされている。

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活にお

いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など

（主として「知識」に関する問題）

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を

立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容（主として「活用」に関する問題）

また，具体的な調査問題の作成に当たっては，調査問題自体が学校の教員や児童生徒

に対して土台となる基盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や児

童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要であるとされている。

特に，算数・数学科では，調査問題の作成に当たって，以下のような観点を盛り込む

ことや工夫をすることが考えられるとされている。

主として「知識」に関する問題

・整数，小数，分数等の四則計算をすること

・身の回りにある量の単位と測定が分かること

・図形の性質が分かること

・数量の関係を表すこと

・変化の様子を調べること

・確率の意味を理解し確率を求めること など

主として「活用」に関する問題

・物事を数・量・図形などに着目して観察し的確にとらえること

・与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択したりすること

・筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること

・事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすること など

主として「知識」に関する問題と，主として「活用」に関する問題の内容については，

それぞれの問題を知識・技能の習得と考える力の育成の両面に関わるものとして捉える

必要がある。

２ 問題作成の枠組み

問題作成に当たっては，上記のような趣旨に基づいて，主として「知識」に関する問

題，主として「活用」に関する問題のそれぞれを，数学科の内容の領域，主たる評価の

観点，問題場面の文脈や状況との関わりで位置付けた。

なお，平成24年度の中学校第３学年の生徒は，第２学年まで学習指導要領（平成10年

告示）の内容と学習指導要領（平成20年告示）の移行措置の内容で学習しているので，

これらの内容に基づいて問題作成を行った。
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(1) 内容の領域・評価の観点との対応

中学校数学科の調査問題の構成については，次の（表１）のように内容の領域・評価

の観点との対応をまとめた。

問題作成の基本理念と具体的な観点からみて，数学科の問題としては，主として「知

識」に関する問題，及び主として「活用」に関する問題のいずれについても，「数と式」，

「図形」，「数量関係」の領域から出題した。

また，評価の観点として，主として「知識」に関する問題では，「数学的な表現・処

理」，及び「数量，図形などについての知識・理解」に関わるものを中心に出題した。

一方，主として「活用」に関する問題では，上記２つの観点に「数学的な見方や考え方」

の観点を加えたものを主たる評価の観点とした。

なお，「数学への関心・意欲・態度」に関わる学習状況は，質問紙調査を中心に調べ

ることにした。

（表１） 中学校数学科の調査問題の構成

領 域 評価の観点 調査内容（『報告書』における例示）

主として 数と式 数学的な表現・処理 ・整数，小数，分数等の四則計算をすること

「知識」 ・身の回りにある量の単位と測定が分かること

に関する 図 形 数量，図形などに ・図形の性質が分かること

問題 ついての知識・理解 ・数量の関係を表すこと

数量関係 ・変化の様子を調べること

・確率の意味を理解し確率を求めること など

主として 数学的な見方や ・物事を数・量・図形などに着目して観察し的

「活用」 数と式 考え方 確にとらえること

に関する ・与えられた情報を分類整理したり必要なもの

問題 図 形 数学的な表現・処理 を適切に選択したりすること

・筋道を立てて考えたり振り返って考えたりす

数量関係 数量，図形などに ること

ついての知識・理解 ・事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学

的に表現したりすること など

(2) 主として「知識」に関する問題の枠組み

主として「知識」に関する問題は，『報告書』で例示のある観点を基に作成した。し

たがって，「数と式」，「図形」，「数量関係」の各領域の内容からの出題を基本としなが

らも，全ての内容を網羅して出題するのではなく，各教科などの土台となる基盤的な事

項を選択して出題することとした。

なお，中学校数学科では，調査対象を中学校第３学年としていることから，中学校第

２学年までの学習内容を出題範囲とした。

次ページの（表２）のように，学習指導要領（平成10年告示）の内容と学習指導要領

（平成20年告示）の移行措置の内容と，その評価規準の具体例＊ に対応するように，各

領域から出題した。
＊
国立教育政策研究所教育課程研究センター

『評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料（中学校）』平成14年２月.

『評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料（小学校）』平成14年２月.

『評価規準の作成のための参考資料（中学校）』平成22年11月.
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（表２） 主として「知識」に関する問題作成の枠組み

学 習 指 導 要 領 の 内 容 評価規準の具体例またはその項目 問題番号

Ａ 小 (1) 整数の性質についての理解を一層深め 具体的な場面に即して，約数，倍数， □１(1)

第 る。 公約数，公倍数を求めることができる。
数 ６ （平成２０年小学校学習指導要領改訂に
と 学 伴い，小学校第５学年の内容に移行され
計 年 ている。）
算

Ａ 第 (1) 正の数と負の数について具体的な場面 正の数・負の数の必要性やよさ □１(3)(4)

１ での活動を通して理解し，その四則計算
数 学 ができるようにする。 正の数・負の数の計算 □１(2)

と 年
式 (2) 文字を用いて関係や法則を式に表現し 文字を用いて考えることの必要性やよさ

たり式の意味をよみとったりする能力を
養うとともに，文字を用いた式の計算が 文字を用いた式の計算 □２(2)(3)

できるようにする。

(3) 方程式について理解し，一元一次方程 一元一次方程式及びその解の意味
式を用いることができるようにする。

等式の性質と一元一次方程式の解き方 □３(3)

一元一次方程式の利用 □３(4)

第 (1) 事象の中に数量の関係を見いだし，そ 整式の加法・減法，単項式の乗法・除法 □２(1)

２ れを文字を用いて式に表現し活用する能
学 力を伸ばすとともに，文字を用いた式の 文字式の利用
年 四則計算ができるようにする。

目的に応じた式の変形

(2) 連立二元一次方程式について理解し， 連立二元一次方程式とその解の意味
それを用いることができるようにする。

連立二元一次方程式の解き方 □３(2)

連立二元一次方程式の利用

Ｂ 第 (1) 基本的な図形を見通しをもって作図す 平面図形の対称性
１ る能力を伸ばすとともに，平面図形につ

図 学 いての理解を深める。 基本的な作図 □４(1)

形 年
(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察 空間における直線や平面の位置関係 □５(1)

し，空間図形についての理解を深める。
また，図形の計量についての能力を伸ば 空間図形の平面図形の運動による構成 □５(2)

す。
空間図形の平面上での表現 □５(3)

基本的な図形の計量 □４(3)□５ (4)

第 (1) 観察，操作や実験を通して，基本的な 平行線と角 □６(1)

２ 平面図形の性質を見いだし，平行線の性
学 質を基にしてそれらを確かめることがで 多角形の角 □６(2)

年 きるようにする。

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件な 証明の意義と方法 □７□８
どを基にして確かめ，論理的に考察する
能力を養う。 三角形の合同条件 □６(3)

三角形や四角形の性質

円周角と中心角
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学 習 指 導 要 領 の 内 容 評価規準の具体例またはその項目 問題番号

Ｃ 第 (1) 具体的な事象の中にある二つの数量の 比例，反比例の関係 □９(2)

１ 変化や対応を調べることを通して，比例，
数 学 反比例の関係を見いだし表現し考察する 比例，反比例の特徴 □９(1)

量 年 能力を伸ばす。 □10 (1)(2)
関 □11 (1)
係

比例，反比例の見方や考え方の活用

第 (1) 具体的な事象の中から二つの数量を取 一次関数の関係 □11 (2)
２ り出し，それらの変化や対応を調べるこ
学 とを通して，一次関数について理解する 一次関数の特徴
年 とともに,関数関係を見いだし表現し考

察する能力を養う。 一次関数の利用 □12

方程式とグラフ □13

(2) 具体的な事象についての観察や実験を 場合の数
通して，確率について理解する。

確率の意味と簡単な場合について確率 □14 (1)(2)
を求めること

学習指導要領（平成20年告示）の移行措置の内容

学 習 指 導 要 領 の 内 容 評価規準の設定例の項目 問題番号

Ａ 第 (2) 文字を用いて数量の関係や法則などを 式を用いて表したり読み取ったりする □２(4)

１ 式に表現したり式の意味を読み取ったり こと
数 学 する能力を培うとともに，文字を用いた
と 年 式の計算ができるようにする。
式

(3) 方程式について理解し，一元一次方程 一元一次方程式の活用 □３(1)

式を用いて考察することができるように
する。

Ｂ 第 (1) 観察，操作や実験などの活動を通して， 平行移動，対称移動及び回転移動 □４(2)

１ 見通しをもって作図したり図形の関係に
図 学 ついて調べたりして平面図形についての
形 年 理解を深めるとともに，論理的に考察し

表現する能力を培う。

Ｄ 第 (1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュ ヒストグラムや代表値の必要性と意味 □15 (2)
１ ータを用いたりするなどして表やグラフ

資 学 に整理し，代表値や資料の散らばりに着 資料の傾向をとらえ説明すること □15 (1)
料 年 目してその資料の傾向を読み取ることが
の できるようにする。
活
用
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(3) 主として「活用」に関する問題の枠組み

主として「活用」に関する問題は，『報告書』で例示された４つの観点など（（表１）

の「調査内容」参照）を基に作成した。作成に当たっては，中学校数学科の指導の狙い

からみて，どのような場面で，どのような数学的な知識・技能などが用いられるか，ま

た，それぞれの場面で生徒のどのような力を評価しようとするかを明確にした。

そのために，主として「活用」に関する問題の枠組みでは，

①当該の数学的な知識・技能などが活用される文脈や状況

②活用される数学科の内容（領域）

③用いられる数学的なプロセス

の３つの視点から（表３）のように整理することとした。

そして，（表３）の「数学的なプロセス」であるα，β，γの内容を出題の趣旨とし

て問題の作成に当たった。

（表３） 主として「活用」に関する問題作成の枠組み

活用の文 主たる評 活用され
活用する力 る数学科 数 学 的 な プ ロ セ ス

脈や状況 価の観点 の内容

α： α1：日常的な事象等を数学化すること

知識・技能 α1(1)ものごとを数・量・図形等に着目して観察

などを実生 すること

活の様々な 数学的な α1(2)ものごとの特徴を的確にとらえること

場面で活用 実生活や 見方や考 α1(3)理想化，単純化すること

する力 身の回り え方 α2：情報を活用すること

の事象で 数と式 α2(1)与えられた情報を分類整理すること

の考察 α2(2)必要な情報を適切に選択し判断すること

α3：数学的に解釈することや表現すること

α3(1)数学的な結果を事象に即して解釈すること

数学的な α3(2)解決の結果を数学的に表現すること

表現・処

β： 他教科な 理 図 形 β1：問題解決のための構想を立て実践すること

様々な課題 どの学習 β1(1)筋道を立てて考えること

解決のため β1(2)解決の方針を立てること

の構想を立 β1(3)方針に基づいて解決すること

て実践し評 β2：結果を評価し改善すること

価・改善す 数量，図 β2(1)結果を振り返って考えること

る力 算数・数 形などに 数量関係 β2(2)結果を改善すること

学の世界 ついての β2(3)発展的に考えること

での考察 知識・理

γ： 解 γ1：他の事象との関係をとらえること

上記α，β γ2：複数の事象を統合すること

の両方にか γ3：多面的にものを見ること

かわる力
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(4) 問題形式

今回の調査では，以下のような問題形式で出題した。

○選択式 ……複数の選択肢から正しいものを選択する。

○短答式 ……数値や用語など主として単語で答える。

○記述式 ……事柄について文などで説明する。

なお，『報告書』では「記述式の問題を一定割合で導入する。」とされていることから，問

題の位置付けを明確にするために，記述式の問題のタイプを次の(5)のように整理した。

(5) 記述式の問題

①記述式の問題の位置付け

『報告書』では「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的な

事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学習改善・学習意

欲の向上などに役立つとの視点が重要である。」との指摘がある。この意味で，特に記

述式の問題の出題において評価する記述内容は，今後の数学科の指導で求められる方向

を示すものにつながる。つまり，個々の記述式の問題について，どのような記述内容を

求めるかは，その問題に取り組み正答を導く生徒の「あるべき姿」を示すことになる。

②記述式の問題のタイプ

今回の調査では，記述式の問題として，以下の(a)～(c)の３つのタイプを考えた。

(a) 見いだした事柄や事実を説明する問題

……「連続する自然数の和・２(2)」

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題

……「「塵劫記」・５(3)」

(c) 事柄が成り立つ理由を説明する問題

（c-1）明示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式

……「連続する自然数の和・２(1)」

「作図と図形の対称性・４(2)」

（c-2）説明すべき事柄を判断し，その根拠を記述する形式

……「ＩＳＳとひまわり７号・１(2)」

「スキージャンプ・３(2)」

「正多角形の外角・６(3)」

これらの問題のタイプについて，問題で求める記述内容とそれに対応して構成される

解答類型を，次のように整理した。

(a) 見いだした事柄や事実を説明する問題

数学科の学習指導では，数量や図形などの考察対象について，あるいは問題場面につ

いて，成り立つ数学的な事実を見いだし，見いだした事柄を証明したり，その反例をあ

げたりすることによって検証する活動が行われる。この活動の中では，見いだした事柄

を的確に捉え直し，数学的に正しく表現することが大切である。そこで，記述式の問題

のタイプとして「見いだした事柄や事実を説明する問題」を出題し，このような場面で

の数学的な表現力をみることにした。
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一般に，ある事柄を数学的に説明する場合，前提あるいは根拠（○○）とそれによっ

て説明される結論（△△）の両方を含む命題の形で記述することが求められる。したが

って，「見いだした事柄や事実を説明する問題」では，前提あるいは根拠の指摘と，そ

れによって説明される結論の両方を指摘できることが大切である。そこで，「○○は，

△△である。」の形で記述することを解答として求めた。

例えば，「連続する自然数の和・２(2)」の問題（p.８０）では，「『～は，……にな

る。』という形で書きなさい。」と明示することで，「連続する３つの偶数の和」につい

て，「６の倍数になる」ことを見いだし，それを「連続する３つの偶数の和は，６の倍

数になる。」と記述することを求めた。

このように，見いだした事柄や事実を説明する内容としては，数や図形の性質や，問

題場面における要素間の関係などが考えられる。

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題

数学を活用する場面で，問題を解決する方法や手順を的確に説明できるようにするこ

とは大切である。また，主として「活用」に関する問題作成の基本理念に，様々な課題

解決のための構想を立て実践し評価・改善する力をみることが挙げられている。このこ

とから，事象について数学的に解釈する場面でのアプローチの仕方や手順の説明を求め

る問題によって，構想を立てたり，それを評価・改善したりする力をみることにした。

事柄を調べる方法や手順を説明する場合，問題にアプローチする方法を考える上で，

「用いるもの（○○）」（例えば，グラフ，表，式などの用いるもの）と，「用い方（△

△）」（例えば，との関係式にある値を代入して求めることや，２点を結ぶ直線から

グラフ上のの値に対応するの値を求めるなどの用い方）の両方を指摘できることが

大切である。そこで，「○○を用いて，△△をする。」の形で記述することを解答として

求めた。

例えば，「「塵劫記」・５(3)」の問題（p.９４）では，「二等辺三角形の性質」（用いる

もの）と，「ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換える。」（用い方）の両方の記述を求めた。

また，解答類型の作成においても，「用いるもの」とその「用い方」を視点として解答

を分類した。図形の問題場面では，図形の性質を「用いるもの」とし，その性質を場面

でどのように用いるかを「用い方」として，事柄を調べる方法を説明することが考えら

れる。

(c) 事柄が成り立つ理由を説明する問題

数学を活用する場面で，ある事柄が成り立つ根拠を説明できるようにすることが大切

である。主として「活用」に関する問題の調査内容には，筋道を立てて考えたり，振り

返って考えたりすることが例示されている。このことから，説明すべき事柄についてそ

の根拠を示して理由を説明する問題を出題し，論理的な思考力や表現力をみることにし

た。

ある事柄が成り立つ理由の説明を求める問題では，説明の対象となる事柄の根拠を示

すこと，その根拠に基づいて事柄が成り立つことの両方を指摘できることが大切である。

そこで，「○○であるから，△△である。」の形で表現される前半部分と後半部分の両方

を記述することを解答として求めた。

理由の説明を求める問題においては，明示された説明すべき事柄の根拠を記述する形

式と，説明すべき事柄を複数の選択肢から選択して，その根拠を記述する形式が考えら

れる。今回の調査では，前者の形式と後者の形式でそれぞれ出題した。
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明示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式では，説明すべき事柄と根拠の両方

の記述を解答として求めた。例えば，「連続する自然数の和・２(1)」の問題（p.８０）

では，連続する３つの自然数の和について，計算結果である「３(＋１）」について，

「＋１は自然数だから，３(＋１）は３の倍数である。」のように根拠と説明すべき

事柄の記述を求めた。

また，説明すべき事柄を複数の選択肢から選択して，その根拠を記述する形式では，

適切な選択肢の選択とその根拠を解答として求めた。例えば，「正多角形の外角・６(3)」

の問題（p.９８）では，正しい選択肢「イ」を選択した上で，正多角形の頂点の数と

３６０
その正多角形の１つの外角の大きさの間にある関係「＝ 」と，この関係が



a
反比例であることの根拠「＝ の形で表される」の記述を求めた。
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Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説

Ａ 主として「知識」に関する問題
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１ 最小公倍数・正の数と負の数とその計算

１ 出題の趣旨

２つの自然数の最小公倍数を求めることができるかどうかをみる。

正の数と負の数の減法の計算ができるかどうかをみる。

数直線上に示された負の整数を読み取ることができるかどうかをみる。

正の数と負の数を用いて日常的な事象を処理することができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，２つの自然数の最小公倍数を求めることができるかどうかをみ

るものである。

公倍数を求めることは，中学校数学科において，分数を含む文字式を計算し

たり，連立二元一次方程式を加減法で解いたりする際に必要である。

設問(2) この問題は，正の数と負の数の減法の計算ができるかどうかをみるものであ

る。

数の範囲を正の数と負の数にまで拡張し，計算のきまりにしたがって正しく

計算できることは，中学校数学科の学習全般において必要である。
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設問(3) この問題は，数直線上に示された負の整数を読み取ることができるかどうか

をみるものである。ここでは，数直線の一目盛りの大きさと点の位置を基にし

て数を読み取ることが求められる。

このことは，数の大小関係を考えたり，座標やグラフを学習したりする際に

必要である。

なお，平成２１年度全国学力・学習状況調査(以下，「平成２１年度調査」と

いう)※１【小学校】においては，p.１８のような問題を出題している。

設問(4) この問題は，正の数と負の数を用いて日常的な事象を処理することができる

かどうかをみるものである。

日常的な事象に正の数と負の数を用いることは，様々な事象における変化や

状況を分かりやすく表したり，能率的に処理したりする際に必要である。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 小学校第６学年 Ａ 数と計算 ※２

(1) 整数の性質についての理解を一層深める。

ア 約数，倍数について知ること。

設問(2) 第１学年 Ａ 数と式

(1) 正の数と負の数について具体的な場面での活動を通して理解し，その

四則計算ができるようにする。

イ 正の数と負の数の四則計算の意味を理解し，簡単な計算ができるこ

と。

設問(3)・設問(4)

第１学年 Ａ 数と式

(1) 正の数と負の数について具体的な場面での活動を通して理解し，その

四則計算ができるようにする。

ア 負の数の必要性を知り，正の数と負の数の意味を理解すること。

■評価の観点

設問(1) 数量や図形についての表現・処理(小学校)※３

設問(2)・設問(3)・設問(4)

数学的な表現・処理

※１ 同様に，平成１９年度全国学力・学習状況調査を「平成１９年度調査」，

平成２０年度全国学力・学習状況調査を「平成２０年度調査」，

平成２２年度全国学力・学習状況調査を「平成２２年度調査」という。

※２ 平成２０年小学校学習指導要領改訂に伴い，小学校第５学年の内容に移行されている。

※３ 平成２０年小学校学習指導要領改訂に伴い，「数量や図形についての技能」に位置付いている。
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３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ２４

■解説 ８の倍数は，８，１６，２４，３２，… である。

１２の倍数は，１２，２４，３６，４８，… である。

したがって，８と１２の最小公倍数は２４になる。

設問(2) ■正答 １３

■解説 ６－(－７)＝６＋７

＝１３

設問(3) ■正答 －９７０

■解説 数直線の目盛りが－１１００から－１０００までの１００を１０等分して

いるので，この数直線の一目盛りの大きさは１０である。点Ａは－１０００

から右に３つ目の目盛りに対応していることから，－１０００より３０

大きい数を表していることになる。したがって，点Ａが表す数は

－９７０になる。

[誤答例] －１０３０……数の大小関係を絶対値の大小関係と混同している。

設問(4) ■正答 １１（℃）

■解説 Ａ市の最高気温と最低気温の差を求める式を基に，Ｂ市の最高気温

と最低気温の差を求めると，

９－(－２)＝９＋２

＝１１

である。したがって，Ｂ市の最高気温と最低気温の差は１１℃になる。

[誤答例] ７（℃）……９－(－２)を９－２と計算している。

最低気温 最高気温
１１大きい

－２ ９０
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４ 学習指導に当たって

数の範囲を正の数と負の数にまで拡張した場面で，数の大小関係，計算の意味や計算の

方法を理解することが大切である。また，正の数と負の数の意味に基づいて，日常的な事

象を処理できることが大切である。

① 正の数と負の数の範囲で，数直線から数を読み取ることができるようにする

正の数と負の数の範囲で，数直線の一目盛りの大きさ，点の位置，数直線上での数の

大小関係を基に，数直線上に示された数を読み取れることが大切である。

指導に当たっては，正の数と負の数の範囲で，一目盛りの大きさが１０や１００，１０００

などの数直線上の点に対応する数を読み取ったり，逆に数に対応する点を示したりする

活動を取り入れることが考えられる。例えば，設問(3)のように，数直線上に示された

点から数を読み取るために，示されている数値（－１１００と－１０００）の間が１０等分さ

れていることから一目盛りが１０であることを読み取り，示されている点が－１０００か

ら右に３つ目の目盛りに対応していることから－１０００よりも３０大きい数であること

を読み取る活動を取り入れることが考えられる。また，－１０３０や－１０７０に対応する

点を数直線上に示す活動を取り入れることも考えられる。

② 正の数と負の数の意味に基づいて，日常的な事象を処理することができるようにする

正の数と負の数の意味に基づいて，反対の方向や性質をもつ量を数で表すことができ，

日常的な事象を正の数と負の数を用いて能率的に処理できることが大切である。

指導に当たっては，実生活の様々な場面における変化や状況を正の数と負の数で表し，

それらを式，数直線などを用いて考察する場面を設定することが考えられる。

例えば，設問(4)では，Ａ市の最高気温と最低気温の差を最高気温から最低気温をひ

いて求めていることから，Ｂ市の最高気温と最低気温の差を求める式は ９－(－２）と

なることを確認することが考えられる。その上で，Ｂ市の最高気温と最低気温の差が数

直線上の２点間の距離に当たることを理解し，９－(－２) を９＋２と計算してよいと

判断できるようにすることが大切である。
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（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(2) 平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査（１学年） 82.3％

（参考）平成21年度調査【小学校】との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(3) H21Ａ２(1) 数直線上に示された１万より大きい数を読み取る 64.3％
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２ 文字式の計算とその利用

１ 出題の趣旨

文字式の計算ができるかどうかをみる。

文字に数を代入して式の値を求めることができるかどうかをみる。

文字式の値について考察できるかどうかをみる。

数量の大小関係を不等式に表すことができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，整式の加法と減法の計算ができるかどうかをみるものである。

整式の加法や減法は，方程式を解いたり，文字を使って数や図形の性質を説

明したりする際に必要である。

なお，平成１９年度調査，平成２０年度調査，平成２３年度調査として実施予

定であった調査問題においても，同趣旨の問題を出題した。
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設問(2) この問題は，指数を含む文字式で文字に数を代入して式の値を求めることが

できるかどうかをみるものである。

文字に数を代入して式の値を求めることは，変数としての文字の理解を深め

たり，方程式の解を吟味したり，関数を利用したりする際などに必要である。

なお，平成１９年度調査，平成２０年度調査，平成２２年度調査においても，

同趣旨の問題を出題した。

設問(3) この問題は，文字の値が整数のときに，式の値について考察することができ

るかどうかをみるものである。

文字の値が整数であることを基に式の値を捉え，その値について考察するこ

とは，数の範囲や変数としての文字についての理解を深めたり，文字を使って

数の性質を説明したりする際に必要である。

なお，平成２１年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

また，平成２１年度調査【小学校】においては，p.２５のような問題を出題

している。

設問(4) この問題は，数量の大小関係を不等式に表すことができるかどうかをみるも

のである。

このことは，関数の変域を考えたり，事象における数量やその関係を把握し

たりする際に必要である。また，高等学校における不等式の学習の際にも必要

である。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第２学年 Ａ 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算ができるこ

と。

設問(2) 第１学年 Ａ 数と式

(2) 文字を用いて関係や法則を式に表現したり式の意味をよみとったりす

る能力を養うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。

イ 文字を用いた式における乗法，除法の表し方を知ること。

設問(3) 第１学年 Ａ 数と式

(2) 文字を用いて関係や法則を式に表現したり式の意味をよみとったりす

る能力を養うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。

設問(4) 第１学年 Ａ 数と式 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み

取ったりする能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるよう

にする。

エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを

理解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。
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■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数学的な表現・処理

設問(3) 数量，図形などについての知識・理解

設問(4) 数学的な技能 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ２＋３

■解説 (７＋５)－(５＋２)＝７＋５－５－２

＝２＋３

[誤答例] ２＋７……－(５＋２)を－５＋２と計算している。

設問(2) ■正答 －９

■解説 －２＝－(×)

に３を代入すると， －３２＝－(３×３)

＝－９

[誤答例１] ９……－２を (－)×(－) とし，に３を代入して計算

している。

[誤答例２] －６……－２を －×２ とし，に３を代入して計算している。

設問(3) ■正答 ０，７８，１００

■解説 与えられた数が式 ２a で表せるとすると，それぞれ０＝２×０，

１ ３５
１＝２× ，３５＝２× ，７８＝２×３９，１００＝２×５０

２ ２

である。a は整数なので，a の値として適しているものは０，３９，

５０である。したがって，０，１，３５，７８，１００のうち，a が整数

のとき，式 ２a で表すことができるのは０，７８，１００になる。

[誤答例] ７８，１００…… aを整数とするときを，自然数とするときと混同

している。
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設問(4) ■正答 イ

■解説 「１個 a円の品物を２個買った代金」は ２a (円)と表すことがで

きる。これが１０００円より安いことから，２a は１０００より小さく，

イになる。

[誤答例] ア……「１０００円より安い」を「１０００円以下」と混同している。

４ 学習指導に当たって

文字式の学習では，いくつかの文字を含む式の計算ができることが大切である。さらに，

事象における数量の関係を見いだし，それを式に表現したり，式の意味を読み取ったりす

ることなどの学習を通して，文字式を利用することのよさを実感することも大切である。

① 文字式の計算結果を確かめる方法を知り，それを用いることができるようにする

文字式の計算では，計算過程において分配法則を適用するなどして，正確に計算する

ことが大切である。さらに，計算過程を見直すだけでなく，計算結果を確かめる方法を

理解することが大切である。

指導に当たっては，与えられた式と計算した後の式に数を代入し，式の値が一致する

かどうかを基に，計算過程や計算結果を見直す場面を設定することが考えられる。例え

ば，設問(1)では，２＋７ と誤って計算した例を取り上げ，与えられた式と計算結

果である ２＋７ のとに具体的な数を代入して，それぞれの式の値が一致しない

ことから，計算過程のどこに誤りがあるのかを見いだし，正しい計算方法を確認する活

動を取り入れることが考えられる。このような活動を通して，計算結果を確かめる方法

を知り，それを用いることができるようにすることが大切である。

② 式の意味を読み取り，式の値を求めることができるようにする

いろいろな数を文字に代入して式の値を求めることは，文字を変数として捉えたり，

文字式の意味を理解したりするために大切である。また，方程式の解を吟味したり，関

数を利用して事象を考察したりするためにも大切である。

指導に当たっては，式の意味を読み取り，その意味に基づいて式の値を求めることが

できるようにすることが必要である。例えば，設問(2)では，－２＝－(×）と指数

を含む文字式の意味を読み取り，その意味に基づいて，＝３のとき－３２＝－（３×３）

となることから，式の値－９を求めることができるようにすることが大切である。その

際，（－３)×(－３）や －３×２ などと式の意味を誤って読み取っている例を取り上

げ，式の意味について確認し合う場面を設定することも考えられる。

＜式の意味を誤って読み取っている例＞

式 －２ は（－)×(－）だから，

＝３ のとき（－３)×(－３)＝９ となる。
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③ 数の範囲に基づいて式の値について考察できるようにする

文字のとり得る値の範囲を基に式の値を調べたり，式の値がとる範囲と文字の値との

関係を検討したりして，数の範囲に基づいて式の値について考察することが大切である。

このことは，関数のグラフの特徴について考察したり，変域を理解したりする際に必要

である。

指導に当たっては，例えば，設問(3)では，０は２×０というように２×(整数）の形

で表すことができるので，０は a を整数とするとき式２ a で表すことのできる数である

ことを確かめたり，いろいろな整数を a に代入すると式２ a の値がどれも２でわりきれ

る数になるが１は２でわりきれないことを確かめたりする場面を設定することが考えら

れる。その際，１が式２a で表すことのできる数であるとすると a が となり a が整
１
｜
２

数という条件に適していないことを確認する活動を取り入れることが考えられる。

④ 数量の大小関係を不等式に表したり，不等式から数量の大小関係を読み取ったりする

ことができるようにする

事象における数量の大小関係を不等式に表したり，不等式から数量の大小関係を事象

に即して読み取ったりすることが大切である。

指導に当たっては，事象において比べようとする数量に着目し，それらを数や文字を

用いた式で表し，不等号を用いて数量の大小関係を適切に表すことができるようにする

ことが大切である。また，不等式から数量の大小関係を事象に即して読み取るために，

不等式の左辺と右辺がその事象においてどのような数量を表しているのか，左辺と右辺

を不等号で結ぶことによってどのような大小関係が表されているのかを理解できるよう

にすることが大切である。

例えば，数量の大小関係を不等式に表すことについて，設問(4)では，「１個 a 円の品

物を２個買ったときの代金」と「１０００円」に着目し，代金を２ a（円）と表し，数量

関係「代金は１０００円より安い。」から２a は１０００より小さいと捉え，このことを不等

号を用いて「２a＜１０００」と表す場面を設定することが考えられる。

また，不等式から数量の大小関係を読み取ることについては，例えば，不等式

「１０００－２ a ＞０」を取り上げ，左辺が「１０００円から１個 a 円の品物を２個買った

ときの代金をひいた差」を表し，右辺が「０円」を表すことと（左辺)＞(右辺）である

ことから，「１０００円から１個 a 円の品物を２個買ったときの代金をひいた差は０円よ

り大きい」ことを読み取ることが考えられる。また，このことが「１個 a円の品物を２

個買ったときの代金は１０００円より安い。」と同じであるので，不等式「１０００－２a＞０」

と表してもよいことを理解する場面を設定することが考えられる。

数量の大小関係を不等式に表す

１個 a円の品物を２個買った ２aは１０００より
２a＜１０００

ときの代金は１０００円より安い。 小さい。

１０００円から１個 a円の品物
１０００－２aは０より

を２個買ったときの代金をひ
大きい。

１０００－２a＞０

いた差は０円より大きい。

不等式から数量の大小関係を読み取る

同じ数量の大小関係
同じ数量の大小関係
を表す不等式
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（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H19Ａ２(1) （２＋７)－２(－３）を計算する 73.5％

設問(1)

H20Ａ２(1) （５－８)－２(－３）を計算する 82.9％

H19Ａ２(2) a＝５，b＝－４のときの式３a＋５bの値を求める 83.8％

設問(2)
H20Ａ２(2) a＝４，b＝－３のときの式 a bの値を求める 71.7％

１２
H22Ａ２(3) ＝３のときの式 の値を求める 90.9％



設問(3) H21Ａ２(2) が負の整数のとき，最も大きな数になる式を選ぶ 67.2％

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(2) 昭和31年度全国学力調査(３学年) 21.1％
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（参考）平成21年度調査【小学校】との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(3) H21Ａ２(4) 整数の中から偶数を選ぶ 77.5％

（参考）平成23年度調査として実施予定であった調査問題との関連

問題番号 問題の概要

設問(1) H23Ａ２(1) （４a－６)－２(a－３）を計算する
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３ 方程式の解き方とその利用
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１ 出題の趣旨

比例式を解くことができるかどうかをみる。

連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる。

方程式を解く際に用いられている等式の性質を理解しているかどうかをみる。

方程式を活用して問題を解決する手順を理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，簡単な比例式を解くことができるかどうかをみるものである。

このことは，円と扇形の関係や相似な図形について考察したり，標本調査を

行い母集団の傾向を捉えたりする際に必要である。

設問(2) この問題は，簡単な連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる

ものである。

連立二元一次方程式を解くことは，一次関数のグラフの交点を求めたり，二

次方程式を解いたりする際に必要である。

なお，平成１９年度調査から平成２２年度調査，平成２３年度調査として実施

予定であった調査問題の全ての調査問題においても，同趣旨の問題を出題した。

設問(3) この問題は，方程式を解く際に用いられている等式の性質を理解しているか

どうかをみるものである。

等式の性質を理解することは，関係を表す式の変形や，方程式を解く際に必

要である。

なお，平成１９年度調査，平成２１年度調査では，等式の性質と移項の関係

を理解しているかどうかをみる問題を出題した。

設問(4) この問題は，方程式を活用して問題を解決する手順のうち，求めた解がはじ

めの問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べることについて理解し

ているかどうかをみるものである。

このことは，求めた解が，方程式をつくるときに用いられていない問題の条

件を満たしているかどうかを検討することであり，方程式を活用して問題を解

決する際に必要である。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ａ 数と式 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができ

るようにする。

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用す

ること。
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設問(2) 第２学年 Ａ 数と式

(2) 連立二元一次方程式について理解し，それを用いることができるよう

にする。

イ 連立二元一次方程式とその解の意味を理解し，簡単な連立二元一次

方程式を解くことができ，それを利用できること。

設問(3) 第１学年 Ａ 数と式

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いることができるように

する。

イ 等式の性質を見いだし，方程式がそれに基づいて解けることを知る

こと。

設問(4) 第１学年 Ａ 数と式

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いることができるように

する。

ウ 簡単な一元一次方程式を解くことができ，それを利用できること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な技能 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

設問(2) 数学的な表現・処理

設問(3)・設問(4)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 （ ＝ ）９

■解説 ６：８＝：１２

比例式の性質より， ８×＝６×１２

８＝７２

＝９

設問(2) ■正答 （ a＝ ）３，（ b＝ ）５

■解説 a＋ b＝８ ……①

２a＋ b＝１１ ……②

②－①より，

a＝３

a＝３を①に代入すると，

３＋ b＝８

b＝５
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設問(3) ■正答 エ

■解説 ３＝６

３÷３＝６÷３

＝２

となり，両辺を３でわっているから，エになる。

設問(4) ■正答 ウ

■解説 問題の の②の部分では，求めた方程式の解 ＝７ を基に，

兄が出発してから７分後までに二人が進んだ道のり１５４０ｍと家から

駅までの道のり１８００ｍを比べ，解 ＝７を問題の答えとしてよい

かどうかを調べている。したがって，ウになる。

[誤答例] イ……方程式の解を問題の答えとしてよいかどうかを，方程式から

得られた値が解であるかどうかと混同している。

４ 学習指導に当たって

方程式をつくったり，方程式を解いたりすることについて，単に手続きを学習するので

はなく，その意味や根拠を明確にして，理解を深めることが大切である。

① 比の意味を理解し，比例式を満たす値を求めることができるようにする

実生活や数学において，比を基にして数量を求めるような問題場面で，比例式をつく

りその性質に基づいて方程式に変形して，その比例式を満たす値を求められることが大

切である。また，比例式の性質は，比の値が等しいことに基づいていることを理解する

ことが大切である。

指導に当たっては，与えられた比例式を解くだけでなく，例えば，酢とサラダ油でド

レッシングを作る場面で比例式をつくり，比例式の性質を用いて必要な酢やサラダ油の

量を求められるようにすることが考えられる。

② 連立二元一次方程式を解くための考え方を理解できるようにする

連立二元一次方程式を解く際には，「２つの文字のうち一方の文字を消去し，既に知

っている一元一次方程式に帰着して解く」という考え方を理解することが大切である。

指導に当たっては，ある連立二元一次方程式を加減法と代入法でそれぞれ解いた後，

加減法では等式の性質を用いて一方の文字の係数をそろえていること，代入法では一方

の文字を他方の文字を含む式に置き換えていることを確認することが必要である。その

上で，どちらの方法でも２つの文字のうち一方の文字を消去し，一元一次方程式に帰着

するという考え方が用いられていることを理解できるようにすることが考えられる。
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③ 方程式を解く際，等式の性質を根拠にして式変形していることを理解できるようにする

方程式を解く際に，移項などの手続きを形式的に行うだけでなく，等式の性質がその

根拠になっていることを理解することが大切である。

指導に当たっては，例えば，設問(3)では，３＝６を＝ の形に変形するために，

の係数３を１にすることが必要であり，３ が ３× であることから等式の性質を

用いて両辺を３でわればよい，あるいは両辺に をかければよいことを確認すること
１
｜
３

が大切である。その上で，次のような誤って変形した例を示し，「どこが間違っている

か。」，「それはなぜか。」，「正しくはどう変形すればよいか。」と問うことで，方程式を

解くための根拠について理解を深める場面を設定することが考えられる。また，連立二

元一次方程式を解く際に，両辺に同じ数をかけたり，両辺を同じ数でわったりして係数

をそろえる場面などで等式の性質が根拠になっていることを理解し，説明できるように

することが大切である。

＜誤って変形した例＞

３＝６ ８＝２

＝６－３ ＝８÷２

＝３ ＝４

④ 方程式の解が問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べる必要性と方法を理

解できるようにする

問題解決の場面で方程式を利用する場合，方程式の解が問題の答えとして適切なもの

であるかどうかを調べる必要があるのはなぜか，それをどのように調べればよいかを理

解することが大切である。

指導に当たっては，方程式をつくるときに用いられていない問題の条件に着目するこ

とによって，解が問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べる必要性を理解し，

解を問題の答えとするとその答えが条件を満たしているかどうかを問題文と照らし合わ

せて判断できるようにすることが大切である。

例えば，設問(4)では，方程式の解 ＝７ をそのまま問題の場面に当てはめると兄

が妹に追いつくのは兄が出発してから７分後であることになる。このことについて，「７

分後に妹が駅に着くまでに兄は妹に追いつくことができるだろうか。」などと問いかけ，

条件「家から駅までの道のり（１８００ｍ）」が用いられていないことを理解できるよう

にすることが大切である。その上で，７分後までに兄と妹が進む道のり（１５４０ｍ）を

兄と妹の分速などから求め，この道のりが家から駅までの道のり１８００ｍより短いこと

を基に，解 ＝７ から問題の答えを「７分後」としてよいと判断できるようにするこ

とが大切である。さらに，家から駅までの道のりを１５００ｍにするなど，問題の条件を

変えると方程式の解が問題の答えとして適切ではない場合があることを取り上げ，その

解が問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べる必要性を実感できるようにす

ることが必要である。
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（参考）平成19・20・21・22度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

５＋７＝３
H19Ａ３(4) 連立方程式 を解く 72.7％

２＋３＝１

＝３－１
H20Ａ３(4) 連立方程式 を解く 77.4％

３＋２＝１６

設問(2)

２－３＝１
H21Ａ３(4) 連立方程式 を解く 73.5％

３＋２＝８

３＋２＝９
H22Ａ３(3) 連立方程式 を解く 79.6％

＋＝４

H19Ａ３(1)
一次方程式７＝５＋６を解くとき，移項の意味

61.7％
を選ぶ

設問(3)

H21Ａ３(1)
一次方程式４＋７＝１５を解くとき，移項の意味

69.1％
を選ぶ

（参考）平成23年度調査として実施予定であった調査問題との関連

問題番号 問題の概要

＝２－１
設問(2) H23Ａ３(3) 連立方程式 を解く

＝＋３
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４ 角の二等分線の作図・対称移動・扇形の面積
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１ 出題の趣旨

基本的な作図の方法について理解しているかどうかをみる。

図形を平行移動，対称移動及び回転移動することができるかどうかをみる。

扇形の中心角と弧の長さや面積との関係について理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，角の二等分線の作図の方法について理解しているかどうかをみ

るものである。

角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの作図の方法について考えた

り，それを利用したりすることは，図形の性質を見いだしたり，筋道立てて説

明したりする際に必要である。

設問(2) この問題は，対称移動した図形をかくことができるかどうかをみるものである。

図形の移動において，移動前と移動後の２つの図形の関係に着目することは，

図形の性質を見いだしたり，図形の見方を豊かにしたりする上で必要である。

設問(3) この問題は，扇形の面積がその中心角の大きさに比例することを理解してい

るかどうかをみるものである。

扇形の弧の長さや面積が中心角の大きさに比例することを理解することは，

円錐の側面積を求めたり，円周角とそれに対する弧の長さの関係を考察したり

する際に必要である。

なお，平成２１年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

イ 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方

法を理解し，それを利用することができること。

設問(2) 第１学年 Ｂ 図形 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図

形の関係について調べたりして平面図形についての理解を深めるととも

に，論理的に考察し表現する能力を培う。

イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関

係について調べること。

設問(3) 第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

ウ 扇形の弧の長さと面積及び基本的な柱体，錐体の表面積と体積を求

めることができること。
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■評価の観点

設問(1)・設問(3)

数量，図形などについての知識・理解

設問(2) 数学的な技能 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 この作図は，直線ＡＰを作図するときに，２辺でつくられる角を

二等分する方法を用いているとみることができる。具体的には，

∠ＣＡＢの二等分線ＡＰを作図しているので，エになる。

設問(2) ■正答

■解説 下の図のように，「対応する点を結ぶ線分は，対称の軸によって垂

直に二等分される」という対称移動の性質を用いることで，対称移動

した図をかくことができる。したがって，上の図のようになる。

設問(3) ■正答 イ

■解説 同じ半径の扇形の面積は，その中心角の大きさに比例するので，イ

になる。

[誤答例] エ……扇形と円の関係を扇形と半円の関係と混同している。

ℓ

ℓ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ
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４ 学習指導に当たって

平面図形の学習では，図をかいたり紙を折ったりする活動を通して，図形の性質を捉え

ることが大切である。また，観察，操作や実験を通して，図形の移動の意味を理解するこ

とも大切である。

① 作図の方法に基づいて，作図された図形の特徴を捉えることができるようにする

基本的な作図では，手順に沿って作図できるだけでなく，作図の方法に基づいて作図

された図形の特徴を捉え，何が作図できたのかを理解することも大切である。そのため

には，個々の手順によってできる点や線分の特徴を図形の性質と関連付けて理解するこ

とが必要である。

指導に当たっては，作図の方法や手順を見直す活動を通して，作図された図形の特徴

を理解し，その特徴を基に見通しをもって作図できるようにすることが大切である。例

えば，右の図のように，設問(1)では，①

の手順からＡＤ＝ＡＥとなり，②の手順か

らＤＰ＝ＥＰとなっている。このことから，

四角形ＡＤＰＥが線対称な図形であること

に着目し，直線ＡＰは対称の軸であること

を根拠として，この直線によって∠ＣＡＢ

が二等分されていることを捉えられるよ

うにすることが考えられる。これらの活

動を通して，実際に様々な場面で角の二等分線を見通しをもって作図できるようにする

ことが大切である。また，設問(1)の△ＡＢＣで，下の図のような，頂点Ａから辺ＢＣへ

の垂線や辺ＢＣの中点を通る直線の作図を示し，それが垂線であることや中点を通る直

線であることを図形の性質を根拠として指摘できるようにすることが考えられる。

頂点Ａから辺ＢＣへの垂線 辺ＢＣの中点を通る直線

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｐ

Ａ

ＣＢ

Ｐ

ＥＤ

Ａ

ＣＢ

Ｅ

Ｄ

Ｐ
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② 移動前と移動後の２つの図形の関係を調べることができるようにする

図形の移動の学習では，平行移動，対称移動及び回転移動について，ある図形をそれ

ぞれのきまりにしたがって移動できることが大切である。また，移動前と移動後の２つ

の図形の関係を捉えることも大切である。

指導に当たっては，ある図形を紙で作って実際に移動させたりコンピュータを利用し

て移動させたりするなどして，図形の移動を視覚的に理解できるようにすることが考え

られる。その上で，平面上にかかれたある図形を，きまりにしたがって移動できるよう

にすることが必要である。例えば，下の図のように，三角形の頂点や三角形の内部の点

が対称移動のきまりにしたがって移動していることを理解できるようにすることが大切

である。

また，移動前と移動後の２つの図形の関係を考察することで，対称移動の性質を見い

だすことができるようにすることも大切である。例えば，ある図形とそれを対称移動し

た図形を示し，対称の軸を見いだす活動が考えられる。ここでは，１つの頂点とそれに

対応する頂点とを結んだ線分の垂直二等分線が対称の軸であることを見いだすことを通

して，対称移動の性質を理解できるようにすることが大切である。さらに，このような

内容を，作図に関する内容と相互に密接に関連させながら取り扱うことで，平面図形に

ついての理解を一層深められるようにすることも大切である。

ℓ

ℓ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｐ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｐ

Ｂ'

Ｃ'

Ａ'

Ｐ'
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③ 扇形の弧の長さや面積がその中心角の大きさに比例することを用いて，それらを求め

ることができるようにする

円や扇形の学習では，扇形を円の一部として捉え，弧の長さや面積がその中心角の大

きさに比例することに基づいて理解することが大切である。

指導に当たっては，円を紙で作って折ったり切ったりする活動において，観察，操作

や実験を通して，円と扇形を関連付け，扇形の弧の長さや面積とその中心角の大きさの

関係を捉える場面を設定することが考えられる。例えば，ピザやケーキを切り分けるよ

うな実生活の場面と結び付けて理解を深められるようにすることが考えられる。また，

実際に弧の長さや面積を求める際に，比例式を用いて求める場面を設定することによっ

て，弧の長さや面積が中心角の大きさに比例することについての理解を深められるよう

にすることも大切である。

なお，比例式を解くことは，平成２０年告示の学習指導要領で新たに示された内容で

ある。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(3) H21Ａ５(4)
中心角６０°の扇形の面積について正しいものを選

57.5％
ぶ
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５ 空間図形
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１ 出題の趣旨

空間における直線や平面の位置関係を理解しているかどうかをみる。

平面図形の運動による空間図形の構成について理解しているかどうかをみる。

平面上での空間図形の表現について理解しているかどうかをみる。

柱体，錐体や球の表面積と体積の求め方を理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨
設問(1) この問題は，直方体における辺と面に含まれる直線との位置関係を理解して

いるかどうかをみるものである。

直線や平面の位置関係を理解することは，空間図形について考察したり，そ

れを実生活で利用したりする際に必要である。

設問(2) この問題は，回転体がどのように構成されるかを理解しているかどうかをみ

るものである。

平面図形の運動による空間図形の構成について理解することは，空間図形に

ついて考察したり，それを実生活で利用したりする際に必要である。

設問(3) この問題は，三角柱の展開図について理解しているかどうかをみるものであ

る。

空間図形の見取図，展開図や投影図について理解することは，空間図形につ

いて考察したり，それを実生活で利用したりする際に必要である。

設問(4) この問題は，正四角錐の体積の求め方を理解しているかどうかをみるもので

ある。

柱体，錐体や球の体積を求めることは，空間図形について考察したり，それ

を実生活で利用したりする際に必要である。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。

設問(2)・設問(3)

第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものとと

らえたり空間図形を平面上に表現したりすることができること。
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設問(4) 第１学年 Ｂ 図形

(2) 図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を

深める。また，図形の計量についての能力を伸ばす。

ウ 扇形の弧の長さと面積及び基本的な柱体，錐体の表面積と体積を求

めることができること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)・設問(4)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説
設問(1) ■正答 ウ

■解説 ＥＧは長方形ＥＦＧＨの対角線であり，長方形ＥＦＧＨと辺ＡＥは

垂直であるので，ＡＥとＥＧは，垂直であることが分かる。したがっ

て，∠ＡＥＧの大きさは９０°なので，ウになる。

設問(2) ■正答 エ

■解説 問題の図の円柱は，下の図のように長方形をその１辺を軸として

１回転させてできる立体とみることができるので，エになる。

設問(3) ■正答 エ

■解説 側面が長方形で，底面が三角形であることから，見取図が表してい

る空間図形は，三角柱である。この三角柱を表している展開図は，エ

になる。

設問(4) ■正答 ウ

■解説 正四角錐の体積は（底面積）×（高さ）× で求めることができ
１
｜
３

るので，１０×１０×１２× となる。したがって，ウになる。
１
｜
３
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４ 学習指導に当たって

空間図形の学習では，身の回りにあるものや模型などを用いた観察，操作や実験を通し

て，空間図形に対する直観的な見方や考え方を深めることが大切である。

① 空間における直線や平面の位置関係を理解できるようにする

空間図形の学習では，空間における直線や平面の位置関係を理解することが大切であ

る。例えば，直線が平面に垂直である場合については，その意味と調べ方を理解するこ

とが必要である。すなわち，「直線が平面に垂直である」とは，「直線が，平面との交

点を通るその平面上のすべての直線と垂直である」こと，及び直線が平面に垂直である

ことを調べるためには「直線が，平面との交点を通るその平面上の２直線と垂直である」

ことを確認すればよいことを理解することが必要である。

指導に当たっては，空間図形について，見取図を見て考えるだけでなく，身近な立体

に触れ，様々な視点から観察できるようにすることが大切である。例えば，直線が平面

に垂直であることを，実感を伴って理解できるようにするために，教室を直方体に見立

て，床，天井，壁を面と，柱を直線と捉え，部屋のかど（図１）やドアの開閉（図２）

の様子を観察する場面を設定することが考えられる。

図１ 部屋のかどに三角定規をあてて動かしている様子

図２ ドアを開閉している様子

① ② ③

① ② ③
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② 平面図形の運動によって空間図形が構成されているとみることができるようにする

空間図形を考察するには，空間図形が直線や多角形，円などの平面図形の運動によっ

て構成されているとみることが大切である。

指導に当たっては，実際に長方形や直角三角形などの平面図形の１辺を軸として回転

するなどの観察，操作や実験を通して，空間図形の理解を深めることが考えられる。ま

た，コンピュータなどを利用することによって，面や線の運動について視覚的に捉える

ことが考えられる。

③ 見取図や展開図の特徴とそれらの関係について理解できるようにする

空間図形の性質を調べるには，見取図や展開図の特徴とそれらの関係について理解す

ることが大切である。例えば，面の形とその数，組み立てたときに重なる辺などに着目

し，展開図とそれを組み立てた立体との関係について理解することが大切である。

指導に当たっては，立体と展開図と見取図の関係を確認する活動を取り入れることが

考えられる。その際，身の回りにあるいろいろな形をした箱を切り開いたり，工作用紙

にかいた展開図を実際に組み立てたりすることや，見取図をかいたり，見取図から立体

の性質を考えたりすることが考えられる。

④ 錐体の体積の求め方を理解できるようにする

錐体の体積は（底面積）×（高さ）× で求められることを理解し，底面と高さを
１
｜
３

適切に捉えることが大切である。特に， をかけることについては，知識として身に
１
｜
３

付けるだけではなく，底面が合同で高さが等しい柱体の体積と関連付け，実験や実測を

通して，実感を伴って理解することが大切である。

指導に当たっては，例えば，錐体の体積と柱体の体積の関係を予想し，その予想が正

しいかどうかを，錐体の容器に入った水を柱体の容器に移したり，逆に柱体の容器に入

った水を錐体の容器に移したりする実験を通して確かめる場面を設定することが考えら

れる。また，四角錐を３つ組み合せて立方体を作るなど，実際に模型を用いて作業する

場面を設定することも考えられる。

（参考）過去の調査における正答率

調査の名称（実施学年） 正答率

設問(3) 国際数学・理科教育動向調査〔TIMSS2003〕（２学年） 96.8％
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６ 平面図形の基本的な性質
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１ 出題の趣旨

２直線が平行になるための条件について理解しているかどうかをみる。

多角形の内角の和を求める公式の意味を理解しているかどうかをみる。

三角形の合同条件を理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，同位角が等しければ２直線は平行であることを理解しているか

どうかをみるものである。

平行線の性質や２直線が平行になるための条件を理解することは，三角形や

四角形などの図形の性質を考察したり，作図や証明の根拠として利用したりす

る際に必要である。

設問(2) この問題は， 角形の内角の和を求める式１８０°×(－２）における

（－２）の意味を理解しているかどうかをみるものである。

多角形の内角や外角の和について理解することは，図形の性質を考察したり，

証明したりする際に必要である。

なお，平成２０年度調査においても，同一の問題を出題した。

また，平成２１年度調査【小学校】においては，p.４７のような問題を出題

している。

設問(3) この問題は,「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」という三角形の

合同条件を理解しているかどうかをみるものである。

三角形の合同条件を理解することは，三角形や四角形などの図形の性質を考

察したり，作図や証明の根拠として利用したりする際に必要である。

なお，平成２０年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第２学年 Ｂ 図形

（1) 観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめる

ことができること。

設問(2) 第２学年 Ｂ 図形

（1) 観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角

についての性質を見いだせることを知ること。
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設問(3) 第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に

考察する能力を養う。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の

性質を論理的に確かめることができること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ア

■解説 ２直線に他の直線が交わってできる同位角が等しければ，この２直

線は平行であるので，アになる。

設問(2) ■正答 オ

■解説 角形は，１つの頂点からひいた対角線によって（－２）個の

三角形に分けられるので，１８０°×(－２）で内角の和を求めること

ができる。したがって，オになる。

設問(3) ■正答 ア

■解説 ３２°と１０８°の間の辺の長さが４ｃｍの三角形であれば１組の辺と

その両端の角がそれぞれ等しく，合同であるので，アになる。

[誤答例] イ……三角形の合同条件における辺と角の位置関係についての理解

が十分でない。
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４ 学習指導に当たって

平行線の性質，平行線になるための条件や，多角形の内角や外角の性質，図形の合同な

どの基本的な性質を，図形の性質を考察する際に活用することが大切である。

① 平行線と角についての性質を具体的な場面で捉えられるようにする

ある２つの直線が平行であるかどうかを調べたり確かめたりするときに，見た目で判

断するのではなく，２直線が平行になるための条件を根拠として用いることが大切であ

る。

指導に当たっては，例えば，２枚の三角定規を

使って平行線をひく場面で，直線 ℓ に対し直線 m
が平行であることの根拠として，平行線になるた

めの条件「２直線に他の直線が交わってできる同

位角が等しければ，この２直線は平行である。」

が用いられていることを理解できるようにするこ

とが大切である。ここでは，三角定規の１つの角に

着目し，動かす前と後の位置がそれぞれ三角定規

を使ってひいた２直線の同位角であることを見いだせるようにすることが必要である。

また，平行になることの根拠として，平行線の性質「平行な２直線に他の直線が交わ

ったときにできる同位角は等しい。」を用いる生徒がいると考えられるので，平行線の

性質と平行線になるための条件を適切に用いることができるようにすることも大切であ

る。同様なことは平行四辺形の性質と平行四辺形になるための条件など他の図形につい

てもいえるので，図形の性質を考察する際には，図形について成り立つ性質と図形にな

るための条件を適切に用いることができるようにすることが大切である。

② 多角形の内角の和を表す式の意味を理解できるようにする

多角形の内角の和を表す式が，多角形を三角形に分割することによって導き出される

ことを理解することが大切である。

指導に当たっては，多角形の内角の和を表す式を導く際に，分割してできる三角形の

個数を，もとの多角形の辺や頂点の数などと対応させて数え上げることが考えられる。

また，多角形の内角の和を表す式を導くときだけでなく，使うときにも，式の意味を確

認する活動を取り入れることも考えられる。

なお，同様の問題場面での実践事例が，「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の

ための参考資料【中学校 数学】」の「数学科 事例３」で紹介されている。

③ ２つの三角形が合同であることを，合同条件を根拠として判断できるようにする

２つの三角形が合同であるかどうかを調べたり確かめたりするときに，見た目で判断

するのではなく，三角形の合同条件を用いることが大切である。

指導に当たっては，２つの三角形が合同であることを判断するために，既に分かって

いる辺や角の相等関係を記号や印を使って表すことが考えられる。また，相等関係が２

つ分かっているときに，合同になるために必要な残りの１つの相等関係を指摘するよう

な活動を取り入れることが考えられる。

ℓ

m

定規（い）

定規（あ）
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（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(2) H20Ａ６(2)
角形の内角の和を求める式で，（－２）が表す

46.7％
ものを選ぶ（同一）

設問(3) H20Ａ６(3) 与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ 65.4％

（参考）平成21年度調査【小学校】との関連

問題番号 問題の概要 正答率

四角形を１本の対角線で２つの三角形に分けたと

設問(2) H21Ａ５(1) きの，四角形の４つの角の大きさの和を求める式 68.1％

を書く
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７ 命題の仮定と結論

１ 出題の趣旨

命題の仮定と結論を区別して，もとの命題の逆をつくることができるかどうかをみる。

この問題は，具体的な命題について，仮定と結論を区別して，もとの命題の逆をつくる

ことができるかどうかをみるものである。

命題の逆について考えることは，三角形や四角形などの図形の性質を考察したり，証明

したりすることを通して，証明の必要性と意味についての理解を深める際に必要である。

また，「円周角の定理」や「三平方の定理」などの学習において，その逆をつくり考察す

る際にも必要である。

■学習指導要領における内容・領域

第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察する能

力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

■評価の観点

数学的な表現・処理
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２ 正答と解説
■正答 ① △ＡＢＣ＝△ＤＢＣ ② ＡＤ∥ＢＣ

■解説 命題「四角形ＡＢＣＤで，ＡＤ∥ＢＣ ならば △ＡＢＣ＝△ＤＢＣ」の仮定は

ＡＤ∥ＢＣ であり，結論は△ＡＢＣ＝△ＤＢＣ であるので，命題の逆は，「四

角形ＡＢＣＤで，△ＡＢＣ＝△ＤＢＣ ならば ＡＤ∥ＢＣ」となる。したがって，

①は「△ＡＢＣ＝△ＤＢＣ」になり，②は「ＡＤ∥ＢＣ」になる。

３ 学習指導に当たって
① 命題とその逆について理解できるようにする

図形の性質の証明などの学習においては，命題とその逆について理解することが大切

である。そのためには，仮定と結論を区別し，それらを入れかえ，もとの命題の逆をつ

くることが必要である。また，もとの命題が正しくてもその逆が正しいとは限らないこ

とや，２つの命題について一方が他方の逆になっていることを確かめ，理解することが

大切である。

指導に当たっては，本問題のように場面に即して記述された命題「四角形ＡＢＣＤで，

ＡＤ∥ＢＣならば△ＡＢＣ＝△ＤＢＣ」について，その仮定と結論を入れかえて命題の逆

をつくる場面を設定することが考えられる。また，一般的な命題，例えば「合同な２つ

の三角形の面積は等しい。」の仮定と結論を入れかえて命題の逆をつくる場面を設定す

ることも考えられる。仮定と結論を区別するためには，この命題を「２つの三角形が合

同であるならば，その２つの三角形の面積は等しい。」と読みかえる必要がある。その

上で，仮定と結論を入れかえ，この命題の逆「２つの三角形の面積が等しいならば，そ

の２つの三角形は合同である。」をつくる場面を設定することも考えられる。

また，上の命題「合同な２つの三角形の面積は等しい。」やその逆について，真偽を

確かめる活動を通して，もとの命題が正しくてもその逆が正しいとは限らないことを，

反例をあげるなどして確かめ，理解できるようにすることも大切である。

さらに，平行四辺形の性質を基に平行四辺形になるための条件について考察する際に，

一方が他方の逆になっていることを理解する場面を設定することも大切である。
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８ 証明の意義

１ 出題の趣旨

証明の意義を理解しているかどうかをみる。

この問題は，証明をするためにかかれた図は，すべての代表として示されている図であ

ることを理解しているかどうかをみるものである。

証明の意義を理解することは，数学的な推論の意味を理解し，数や図形の性質を考察し

たり，証明したりする際に必要である。また，実生活において事柄を筋道立てて考えたり

説明したりする際にも必要である。

なお，平成２０年度調査においても，「証明をするためにかかれた図は，すべての代表

として示されている図であること」に焦点を当てた問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察する能

力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の性質を論理

的に確かめることができること。
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■評価の観点

数量，図形などについての知識・理解

２ 正答と解説

■正答 ア

■解説 図１において，平行四辺形の性質を基に，正しく証明がなされており，図２に

おいても，仮定が満たされていることから，アになる。

[誤答例] イ……証明で用いられている図が考察対象の図形の代表であることについての

理解が十分でない。

３ 学習指導に当たって

① 証明の必要性と意味についての理解を深められるようにする

証明の学習を通して，証明の必要性と意味についての理解を深められることが大切で

ある。そのためには，ある図形について証明された命題は，その仮定を満たすすべての

図形について例外なく成り立つことを理解することが必要である。

指導に当たっては，本問題のように，点Ｐの位置を変えても命題の仮定となる条件が

変わらないことや，点Ｐの位置はそのままにして平行四辺形ＡＢＣＤの大きさや形を変

えても仮定となる条件が変わらないことなどを確認して，改めて証明する必要はないこ

とを理解できるようにすることが考えられる。また，はじめは図を示さずに，問題の条

件を満たす図を一人ひとりの生徒がかき，それらの図を互いに発表し話し合うことを通

して，証明をするためにかかれた図は，すべての代表として示されている図であること

を理解できるようにすることが考えられる。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H20Ａ８
証明で用いられている図が考察対象の図形の代表で

58.3％
あることについての正しい記述を選ぶ
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９ 比例定数の意味・グラフ上の点

１ 出題の趣旨

比例定数の意味を理解しているかどうかをみる。

比例のグラフ上にある点の座標と座標の値の組が，その比例の式を満たしている

ことを理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，がに比例するとき，，の値の商 が一定で，比例定

｜


数と等しくなることを理解しているかどうかをみるものである。

比例定数の意味について理解し，比例の関係を表す式から変化や対応の特徴

を捉えることは，反比例，一次関数，関数 ＝ a２ などの関数の学習に必要

である。

なお，平成２１年度調査では，比例の式 ＝３ を提示し，平成２２年度調

査では，反比例の式 ＝ を提示して，同趣旨の問題を出題した。
３
｜
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設問(2) この問題は，与えられた比例の式に座標と座標の値をそれぞれ代入し，

式を満たす点を正しく指摘できるかどうかをみるものである。

グラフ上にある点の座標と座標の値の組が，関数の式を満たしているこ

とを理解することは，一次関数の切片や傾きを求めたり，連立方程式の解とグ

ラフの交点の関係について考えたりするなど，式やグラフを用いて関数の特徴

を考察する際に必要である。また，高等学校での学習において，いろいろな関

数の特徴を考える際にも必要である。

なお，平成２２年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通

して，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ア 比例，反比例の意味を理解すること。

設問(2) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通

して，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ウ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解す

ること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 がに比例するとき，との関係は，一般に a を比例定数とし

て，＝ a または ＝ a という式で表される。これはの値が０

｜


でないとき，の値をの値でわった商が，比例定数 aの値になるこ

とを表している。したがって，エになる。

設問(2) ■正答 オ

■解説 それぞれの点について，座標と座標の値を比例 ＝２ の式

に代入したときに，この等式を満たすのは，点（１，２）であるので，

オになる。
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４ 学習指導に当たって

関数の学習では，比例定数の意味を理解し，表，式，グラフによる表現を相互に関連付

けながら比例や反比例の意味の理解を深めることが大切である。

① 比例定数の意味を理解できるようにする

関数の学習では，変数と定数の違いを明らかにし，比例定数の意味を理解することが

大切である。

指導に当たっては，比例，反比例などの関係を下の表のように表し，の値が０や負

の数の場合も含め，との対応関係を捉え，比例定数の意味を理解できるようにする

ことが大切である。その際，２つの数量の和，差，積，商のうちどれが一定の値になる

かを見いだし，その一定の値が比例定数であることを理解できるようにすることが考え

られる。また，の値が整数でないときや，１００や１０００などの大きな数のときも，比

例定数を利用することで対応するの値を簡単に求めることができるなど，比例定数の

よさを実感できるようにすることが大切である。

＝３ の場合

 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …

 … －９ －６ －３ ０ ３ ６ ９ …

… ３ ３ ３ ３ ３ ３ …

｜


の値が一定で，３になる。この値が比例定数である。

｜


＝ の場合
３
｜


 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …

 … －１ － －３ ３ １ …
３
｜
２

３
｜
２

 … ３ ３ ３ ３ ３ ３ …

の値が一定で，３になる。この値が比例定数である。
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② 関数のグラフの意味を理解できるようにする

関数のグラフは，関数関係を満たす，の値の組を座標とする点の集合を座標平面

上に表したものである。比例の学習においても，表，式，グラフを相互に関連付けて学

習を進めることで，関数のグラフの意味を理解することが大切である。

指導に当たっては，比例の式からグラフをかいた後に，グラフ上にある点の座標と

座標の値の組がその比例の式を満たすことを確認する場面を設定することが考えられ

る。また，グラフ上にない点について，座標と座標の値の組がその比例の式を満た

さないことも確認できるようにすることが大切である。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H21Ａ９(1) ＝３ について，正しい記述を選ぶ 54.9％

設問(1)

H22Ａ10(1) ＝ について，正しい記述を選ぶ 51.0％
３
｜


設問(2) H22Ａ９(2) ＝－２ 上の点を選ぶ 43.1％
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10 反比例の表とグラフ

１ 出題の趣旨

反比例の関係を表す表の特徴を捉えて，の値に対応するの値を求めることができ

るかどうかをみる。

反比例のグラフについて理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，反比例の関係を表す表から変化や対応の特徴を捉え，の値に

対応するの値を求めることができるかどうかをみるものである。

数量の関係を表す表から変化や対応の様子を捉えることは，比例や反比例，

一次関数，関数 ＝ a２ などの関数の特徴を理解する際に必要である。また，

具体的な事象の数量関係を考察する際にも必要である。

なお，平成１９年度調査においても，同一の問題を出題した。
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設問(2) この問題は，反比例のグラフが軸，軸に限りなく近付く２つのなめらか

な曲線であることや，比例定数が正の場合のグラフが第１象限と第３象限にあ

ることを理解しているかどうかをみるものである。

関数の式から，そのグラフがどのような形になるかを理解したり，比例定数

の値によってどのようにグラフが変わるかを理解したりすることは，一次関数

や関数 ＝ a ２,高等学校におけるいろいろな関数のグラフの特徴を考える際

に必要である。

なお，平成１９年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1)・設問(2)

第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

ウ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解す

ること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な表現・処理

設問(2) 数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ４

■解説 がに反比例することから，表中のとの値から比例定数を求

め，の値である３で比例定数をわる。

（比例定数)… ２×６＝１２

＝１２÷３

＝４

［誤答例１］３……表から１，２，３との値が１ずつ増加するのに伴って，

１２，６， との値が半分になっていると考えて，

６÷２＝３ としている。（H19Ａ10(1) 21.8％）

［誤答例２］０……表から１，２，３との値が１ずつ増加するのに伴って，

１２，６， との値が６ずつ減少していると考えて，

６－６＝０ としている。（H19Ａ10(1) 15.8％）

設問(2) ■正答 ア

■解説 反比例のグラフは原点を通らず，軸，軸と交わらない２つの曲

線である。与えられた式の比例定数は６で正の数であるので，アにな

る。
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４ 学習指導に当たって

反比例の学習では，比例と対比するなどして意味や性質を理解し，表，式，グラフによ

る表現を相互に関連付けて特徴を理解することが大切である。

① 比例と対比して反比例の意味を理解できるようにする

反比例の特徴を表で観察する際，「対応する，の値の積が一定になる｣こと，また，

「の値を２倍，３倍，…にすると，それに対応するの値は 倍， 倍，…になる」
１
｜
２

１
｜
３

ことを読み取ることが大切である。このような特徴について，式による表現やグラフによる

表現と相互に関連付けて理解することが大切である。

指導に当たっては，反比例の意味や性質の理解を確かなものにするために，比例と対

比する活動を取り入れることが考えられる。例えば，比例と反比例の表を比べ，変化と

対応の両方の特徴から関係を捉えるなど，それぞれの変化の様子について，下のように

共通点と相違点をまとめる場面を設定することが考えられる。特に，反比例については，

，の値の対応から関係を捉え，，の値の積が一定であることに着目できるよう

にすることが大切である。

比例と反比例の変化と対応の特徴

比例 反比例

・の値が２倍，３倍，…になると， ・の値が２倍，３倍，…になると，

対応するの値も２倍，３倍，… 対応するの値は 倍， 倍，…
１
｜
２

１
｜
３

になる。 になる。

表

・の値を a倍すると,の値になる。 ・aをの値でわると，の値になる。

・の値をの値でわった商は一定 ・との値の積は一定である。

である。

a
式 ・＝ a ・＝



グラフ ・原点を通る直線 ・双曲線

変
化
の
特
徴

対
応
の
特
徴
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② 反比例のグラフの特徴を理解できるようにする

反比例のグラフが原点を通らない２本の曲線となることや，比例定数 aの値によって

どのようにグラフが変わるかを理解することが大切である。

指導に当たっては，与えられた式について，，の値が整数になる座標の点だけを

調べるのではなく，，が整数でない場合についても調べるような活動を取り入れる

ことが考えられる。例えば，の値について，０．１刻みなど細かくグラフの通る点を調

べる活動を通して，グラフがなめらかな曲線になることを実感を伴って理解できるよう

にすることが大切である。また，比例定数 aの値が正の場合には第１，第３象限に，負

の場合には第２，第４象限にグラフがあることや，グラフが軸，軸に限りなく近付

くが交わらないことを理解できるようにすることが大切である。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(1) H19Ａ10(1) 反比例の表を完成する（同一） 47.7％

設問(2) H19Ａ10(2) 反比例のグラフを選ぶ 68.8％
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11 座標・一次関数の式

１ 出題の趣旨

座標平面上に点の位置を示すことができるかどうかをみる。

一次関数のグラフから，との関係を式で表すことができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，座標平面上に点の位置を示すことができるかどうかをみるもの

である。

座標平面上に点の位置を示すことは，比例や反比例，一次関数，

関数 ＝ a２ などの学習において，式からグラフをかいたり，グラフを式に

表したりする際に必要である。

なお，平成２１年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。
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設問(2) この問題は，与えられたグラフから，傾きと切片の値を読み取り，一次関数

＝ a＋ b の式を指摘できるかどうかをみるものである。

グラフから２つの数量の関係を式に表すことは，比例や反比例，関数 ＝ a２

などの学習や，具体的な事象の考察において必要である。

なお，平成２２年度調査では，一次関数 ＝３＋１ のグラフを提示し，

との関係を式で表す問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

イ 座標の意味を理解すること。

設問(2) 第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を

調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を

見いだし表現し考察する能力を養う。

イ 一次関数のとる値の変化の割合とグラフの特徴を理解するととも

に，一次関数を利用できること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答

■解説 与えられた点の座標が－１，座標が－４であることから，上の

グラフのようになる。

Ｏ ５

５

－５

－５
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［誤答例］

……座標と座標の位置を混同して

いる｡

設問(2) ■正答 ア

■解説 このグラフは，の増加量が１のとき，の増加量は２だから，直

線の傾きは２である。また，このグラフと軸との交点から切片は１

である。したがって，アになる。

４ 学習指導に当たって

一次関数の式の意味を理解し，グラフから式を求めたり，具体的な事象における２つの

数量の関係を式に表したりすることが大切である。

① 座標平面上に点の位置を示すことができるようにする

座標の意味として，原点Ｏで直交した２本の数直線を軸として，平面上の点が一意的

に表されることを理解することが大切である。

指導に当たっては，まず，座席表や地図などの身近なものと関連付けながら座標の意

味や表し方を理解できるようにすることが大切である。さらに，（－１，－４）と

（－４，－１）のように座標と座標の数を入れかえた点や，（－１，－４）と

（１，－４），（－１，－４）と（－１，４），（－１，－４）と（１，４）のように符号

を替えた点を座標平面上にとり，その位置を比べる場面を設定することが考えられる。

Ｏ ５

５

－５

－５
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② 一次関数のグラフから式を求めることができるようにする

一次関数のグラフから式を求めるには，一次関数 ＝ a＋ b のグラフは直線であ

り，aは直線の傾き，bは切片を表すことを理解することが大切である。

指導に当たっては，直線の傾き a の値はの値が１増加したとき，対応するの値が

どれだけ増加するかを表していることや，切片 bの値は ＝０ のときのの値であり，

それはグラフと軸との交点の座標であることをグラフ上で確認できるようにするこ

とが考えられる。その際，傾きを ＝１ のときのの値と誤っている例を取り上げ，

傾きについて理解を深める場面を設定することが考えられる。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設問(1) H21Ａ９(2) 点（２，３）の位置を座標平面上に示す 77.7％

設問(2) H22Ａ11(2) 一次関数のグラフから式を求める 56.8％

＝ a＋ b





Ｏ

１b

a
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12 一次関数の意味

１ 出題の趣旨

具体的な事象における２つの数量の関係には，一次関数として捉えられるものがある

ことを理解しているかどうかをみる。

この問題は，取り出した２つの数量の関係を式に表し，それが一次関数であるかどうか

を判断することができるかどうかをみるものである。

具体的な事象で，２つの数量の関係が一次関数であることを理解することは，関数関係

を用いて具体的な事象や場面を考察したり，予測したりする際に必要である。

なお，平成１９年度調査においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること

を通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察す

る能力を養う。

ア 事象の中には一次関数を用いてとらえられるものがあることを知ること。

■評価の観点

数量，図形などについての知識・理解
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２ 正答と解説

■正答 イ

■解説 問題文よりとの関係を式で表すと，＝１５００－ となる。したがって，

イになる。

［誤答例１］ウ……２つの数量の関係が関数ではないものを関数と捉えている。

［誤答例２］アまたはエ……一次関数を反比例と混同している。

３ 学習指導に当たって

① 具体的な事象の中から一次関数を見いだすことができるようにする

具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応の様子を調べるこ

とを通して，２つの数量の関係が一次関数であるかどうかを判断することが大切である。

指導に当たっては，２つの数量の関係について，一方の値を決めれば他方の値がただ

１つ決まるかどうかを調べる活動を通して，その２つの数量が関数関係にあるかどうか

を確認する場面を設定することが考えられる。さらに，それらの数量の関係を式に表す

と，＝ a＋ b の形になることから一次関数であることを判断すればよいことを理解

できるようにすることが大切である。また，式に表すことが困難な生徒に対しては，数

量の関係を言葉の式や線分図などで表したり，具体的な数値で表をつくったりする活動

を取り入れ，問題場面の理解を深められるようにすることが考えられる。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H19Ａ11(1) 一次関数を表した事象を選ぶ 64.5％
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13 二元一次方程式の解とグラフ

１ 出題の趣旨

二元一次方程式のグラフはその方程式を満たす，の値の組を座標とする点の集合

で表されることを理解しているかどうかをみる。

この問題は，二元一次方程式のグラフは直線として表されることから，解を座標とする

点は無数にあり，その，の値は整数であるとは限らないということを理解しているか

どうかをみるものである。

方程式のグラフと解の関係について理解することは，連立二元一次方程式の解が２直

線の交点の座標と一致することなど，方程式と関数を相互に関連付けて捉える際に必要で

ある。また，高等学校における二次関数や円の方程式の学習の際にも必要である。

なお，平成２０年度調査では，二元一次方程式の解の意味を理解しているかどうかを，

平成２１年度調査では，二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，直線として表され

ることを理解しているかどうかをみる問題を出題した。

66



■学習指導要領における内容・領域

第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること

を通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察す

る能力を養う。

ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみることができること。

■評価の観点

数量，図形などについての知識・理解

２ 正答と解説

■正答 オ

■解説 二元一次方程式 ２＋＝６ の解は，この等式を成り立たせる文字，の

値の組である。，の値は整数だけでなく，有理数でもよいので，この等式を

成り立たせる，の値の組は無数にあり，オになる。

３ 学習指導に当たって

二元一次方程式の解を座標とする点の集合が，一次関数のグラフと一致して直線になる

ことの理解を通して，方程式と関数を相互に関連付けて考察することが大切である。

① 二元一次方程式の解を座標とする点の集合が直線になることを理解できるようにする

二元一次方程式 a＋ b＝ c（b ≠０)では，の値を１つ決めれば，それに対応す

るの値がただ１つ決まることから，この式が，の関数関係を表す式であることを

理解することが大切である。このとき，この式を満たす，の値は整数以外の場合も

含めて無数にあり，解を座標とする点の集合が直線になるということを理解することが

大切である。

指導に当たっては，二元一次方程式 ２＋＝６ の解について，いくつかのの値

に対応するの値を求めさせ，それを座標とする点を座標平面上に表す活動を取り入れ

ることが考えられる。その際，やの値が整数でない場合も扱い，格子点上にない座

標があることを確かめる場面を設定することが考えられる。

② 二元一次方程式と一次関数を相互に関連付けて捉えることができるようにする

二元一次方程式が関数関係を表す式であると捉え，方程式と関数を相互に関連付けて

捉えることが大切である。

指導に当たっては，例えば，二元一次方程式 ２＋＝６ とそのグラフを提示し，

そのグラフから読み取れる傾きと切片が，その二元一次方程式をについて解いて得ら

れた一次関数の式 ＝－２＋６ の傾きと切片と一致することを確かめる場面を設定

することが考えられる。
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（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H20Ａ３(3) －＝１ の解の個数を選ぶ 59.1％

H21Ａ12
２＋＝６ の解を座標とする点の集合がどのよ

36.7％
うになるかを選ぶ
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14 確率の意味と求め方

１ 出題の趣旨

確率の意味について理解しているかどうかをみる。

簡単な場合について確率を求めることができるかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，同じ試行を繰り返し行う場面において，「同様に確からしい」

ことの意味や，前の試行が次の試行に影響しないことを理解しているかどうか

をみるものである。

確率の意味について理解することは，計算で確率を求めたり，実生活での不

確定な事象を考察したりする際に必要である。また，高等学校における確率の

学習の際にも必要である。
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設問(2) この問題は，起こり得る場合を樹形図などを利用して整理し，正しく数え上

げることができるかどうかをみるものである。

同様に確からしいことを基にして簡単な確率を求めることは，実生活での不

確定な事象を考察する際に必要である。また，高等学校における確率の学習の

際にも必要である。

なお，平成２０年度調査，平成２１年度調査，平成２３年度調査として実施予

定であった調査問題においても，同趣旨の問題を出題した。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1)・設問(2)

第２学年 Ｃ 数量関係

(2) 具体的な事象についての観察や実験を通して，確率について理解する。

イ 不確定な事象が起こり得る程度を表す確率の意味を理解し，簡単な

場合について確率を求めることができること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2) 数学的な表現・処理

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ウ

■解説 硬貨の表と裏の出方は同様に確からしいので，４回目の表の出る確

率と裏の出る確率は等しい。したがって，ウになる。

設問(2) ■正答
１
｜
３

■解説 ３枚のカードから２枚のカードを同時にひくとき，カードの数字の

出方は，（１，２），（１，３），（２，１），（２，３），（３，１），

（３，２）の６通りであり，そのうち２枚とも奇数になるのは

（１，３）と（３，１）の２通りである。したがって，確率は に
１
｜
３

なる。
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４ 学習指導に当たって

① 「同様に確からしい」ことの意味を理解し，確率を求めることができるようにする

確率を求める場合，起こり得るどの場合も同様に期待されるという「同様に確からし

い」ことの意味を理解し，場合の数を正しく数え上げることが大切である。

指導に当たっては，起こり得るどの場合も同様に期待されるとき，「同様に確からし

い」ということを理解し，「同様に確からしい」ときには，起こり得る場合の数を数え

上げることによって，確率を求めることを理解できるようにすることが大切である。例

えば，設問(1)では，起こり得る場合に表と裏があり，それぞれの場合が同様に確から

しいことから，３回目までに表と裏がどのように出ても，４回目に表の出る確率と裏の

出る確率は等しいことを理解できるようにすることが大切である。

（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H20Ａ15(2)
赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り出すと

75.2％
き，その玉が赤玉である確率を求める

設問(2)

H21Ａ13(2)
大小２つのさいころを同時に投げるとき，和が７

57.9％
になる確率を求める

（参考）平成23年度調査として実施予定であった調査問題との関連

問題番号 問題の概要

設問(2) H23Ａ13(1) ２枚の硬貨を同時に投げるとき，２枚とも表の出る確率を求める

71



15 相対度数の意味・最頻値の意味

１ 出題の趣旨

相対度数の意味を理解しているかどうかをみる。

最頻値の意味を理解しているかどうかをみる。

２ 各設問の趣旨

設問(1) この問題は，総度数の異なる２つの資料の傾向を比較する場合，各階級の度

数では単純に比べることはできないことや，相対度数を用いると比較が可能に

なることを理解しているかどうかをみるものである。

相対度数の意味を理解することは，実生活において総度数の異なる２つ以上

の資料の傾向を階級ごとに比較する際に必要である。また，確率や標本調査の

学習，及び高等学校におけるデータの分析の学習の際にも必要である。

なお，本問題と関連して，算数Ｂ５(3)では，p.７４のような，合計人数の

異なる２つの集団で，それぞれの集団の合計人数に対する一輪車に乗れる人数

の割合を比べる問題を出題している。そこでは，問題解決に必要な数値を選択

し，割合が等しくなる理由を表現することができるかどうかをみている。
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設問(2) この問題は，資料を整理した図から最頻値を読み取ることができるかどうか

をみるものである。

最頻値などの代表値の意味を理解することは，実生活において資料の特徴を

代表値を用いて簡潔に表したり，代表値から資料の特徴を把握したりする際に

必要である。また，高等学校におけるデータの分析の学習の際にも必要である。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1)・設問(2)

第１学年 Ｄ 資料の活用 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表

やグラフに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向

を読み取ることができるようにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数量，図形などについての知識・理解

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 イ

■解説 合計人数の異なる２つの中学校の通学時間について，通学時間が３０

分に満たない人の割合を調べるので，通学時間が３０分未満の階級の

相対度数の合計を比較することから，イになる。

[誤答例] ア……相対度数の必要性と意味についての理解が十分でない。

設問(2) ■正答 ４

■解説 最頻値は，資料の中で最も多く現れる値である。したがって，ボー

ルの入った回数の最頻値は４になる。

[誤答例] １２……最も人数の多い回数に着目し，その人数を答えている。
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４ 学習指導に当たって

目的に応じて資料を活用するためには，相対度数や代表値の必要性と意味を理解し，資

料の散らばりなどにも着目してその資料の傾向を読み取ることが大切である。

① 相対度数の必要性と意味について理解できるようにする

総度数の異なる２つ以上の資料について，それらの傾向を階級に着目して比較するた

めに，相対度数が必要であることを理解することが大切である。

指導に当たっては，生徒にとって身近な問題で，階級の度数をそのまま比較すること

が適切でないような事例を扱うことで，相対度数の必要性と意味について理解できるよ

うにすることが考えられる。例えば，設問(1)の資料では，通学時間が５０分以上６０分

未満の階級の度数をそのまま比較するとＡ中学校の方が大きいが，その階級の度数の総

度数に対する割合（相対度数）を比較するとＢ中学校の方が大きいことが分かる。この

ような場面で資料の傾向を比較する場合には，相対度数を用いることが適切であること

を理解できるようにすることが大切である。

② 代表値やヒストグラムなどを用いて資料の傾向を読み取ることができるようにする

資料を活用して問題を解決するためには，代表値の意味，範囲の求め方，度数分布表

やヒストグラムのかき方を理解するだけでなく，それらを用いて資料の傾向を読み取る

ことが大切である。

指導に当たっては，代表値の意味に基づいて，資料や度数分布表から代表値を求め，

それらを活用する場面を設定することが考えられる。例えば，本調査Ｂ３（p.８５）の

資料を使って，最頻値や平均値，中央値などを求め，これらを適切に使って二人の記録

を比較し，資料の特徴に基づいてより遠くへ飛びそうな選手を選ぶことが考えられる。

その際，最頻値の求め方については，階級が設定されている場合に最大度数の階級値を

最頻値とすることもあり，階級の幅の設定の仕方によって値が変わることに注意が必要

である。また，ヒストグラムから最頻値を求める際，最大度数の階級の度数を誤って最

頻値としている例を取り上げ，最頻値の意味について理解を深める場面を設定すること

が考えられる。

（参考）平成24年度調査【小学校】との関連（算数Ｂ５）
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調 査 問 題 の 解 説

Ｂ 主として「活用」に関する問題
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１ 数学的な結果の事象に即した解釈（ＩＳＳとひまわり７号）

１ 出題の趣旨

与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。

・必要な情報を適切に選択すること

・数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて

説明すること

国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）とひまわり７号の情報からそれぞれの高度を読み取り，

高度の比や軌道の長さの差について考える問題である。この問題では，与えられた数値を

用いて，ＩＳＳとひまわり７号の高度の比を考え，ＩＳＳの高度を１ｃｍとしたときのひま

わり７号の高度を求めることが必要である。また，軌道の長さの差を求める過程を振り返

って分かることを選択し，その理由を説明することが必要である。

76



２ 各設問の趣旨

設問(1) ＩＳＳの高度を１ｃｍとしたときのひまわり７号の高度を求める問題である。

ここでは，与えられた情報から必要な情報を適切に選択し，処理することが求

められる。ＩＳＳとひまわり７号の情報からそれぞれの高度を読み取り,ＩＳＳ

の高度(約４００ｋｍ)とひまわり７号の高度(約３５８００ｋｍ)との比が１ｃｍと求

めたい長さとの比に等しいことから，その長さを求めることができるかどうか

をみるものである。

設問(2) ＩＳＳとひまわり７号の軌道の長さの差を求める計算から分かることを判断

し，その理由を説明する問題である。ここでは，数学的な結果を事象に即して

解釈することを通して，成り立つ事柄を判断し，その理由を数学的な表現を用

いて説明することが求められる。ＩＳＳとひまわり７号の軌道の長さの差を求

める計算を基に，軌道の長さの差が地球の半径の値に関係なく決まることの理

由を説明できるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ａ 数と式 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができ

るようにする。

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用す

ること。

設問(2) 第２学年 Ａ 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

イ 数量及び数量の関係をとらえるために文字式を利用できることを理

解すること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 エ

■解説 ＩＳＳの高度(約４００ｋｍ)とひまわり７号の高度(約３５８００ｋｍ)と

の比が１ｃｍと求めたい長さ()との比に等しいことから，

４００：３５８００＝１：

４００×＝３５８００×１

＝３５８００÷４００

＝８９．５

と求められる。したがって，エになる。
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設問(2) ■正答 イを選択し，次のような説明を記述しているもの。

(例) 軌道の長さの差を計算する過程で， r の項がなくなるので，軌道の

長さの差は，地球の半径の値に関係なく決まる。

■解説

①イを選択し，次の(a)，(b)のいずれかについて記述しているものを正答

（◎）とする。

(a) 軌道の長さの差を求める計算過程で， r（地球の半径）の項が消去さ

れること。

(b) 軌道の長さの差を表す式７０８００πに， r（地球の半径）が含まれて

いないこと。

②(a)について，計算過程に着目していることについての記述が十分でなく，

r の項が消去されることについて記述しているものを正答（○）とする。

③(b)について，計算結果に着目していることについての記述が十分でなく，

r が含まれていないことについて記述しているものを正答（○）とする。
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４ 学習指導に当たって

実生活の場面では，数学的な結果を事象に即して解釈する際に，目的に応じて情報を適

切に選択し，数学を活用することが求められることがある。このような場面では，数学的

な表現を用いて事柄が成り立つ理由などを的確に説明することが大切である。

① 目的に応じて情報を適切に選択し，数学を活用できるようにする

表やグラフで与えられる様々な情報から，目的に応じて必要な情報を適切に選択し，

数学を活用することが大切である。

指導に当たっては，実生活の場面での問題を解決する機会を設定することが大切であ

る。例えば，設問(1)のように，地球儀を地球に見立てたときの衛星の高さを考えるた

めに，２つの人工衛星についての情報の表から，高度に着目して比例式をつくり，ひま

わり７号の地球儀の表面からの高さを求める活動を取り入れることが考えられる。

② 数学的な結果を事象に即して解釈できるようにする

日常的な事象の考察において，表，式，グラフなどから得られた数学的な結果を事象

に即して解釈することが大切である。

指導に当たっては，例えば，設問(2)のように，２つの人工衛星の軌道の長さの差を

文字式を用いて求めた後で，計算の過程を振り返る場面を設定することが考えられる。

その際，計算の過程で地球の半径を表す文字 r がなくなることに着目し，その意味を
もとの事象に即して考え，「軌道の長さの差は，地球の半径の値に関係なく決まる。」と

解釈する活動を取り入れることが考えられる。

なお，本調査Ｂ６のように，多角形の外角の大きさについて考察する場面においても，

「 角形の外角の和は３６０°である。」という数学的な結果を導く過程で文字 がなく

なることに着目し，その結果を事象に即して「 角形の外角の和は，頂点の数に関係な

く決まる。」と解釈することが考えられる。

③ 事柄が成り立つ理由を，数学的な表現を用いて的確に説明できるようにする

ある事柄が成り立つことを説明する際には，説明すべき事柄とその根拠の両方を示し，

数学的な表現を用いて簡潔に分かりやすく説明することが大切である。

指導に当たっては，例えば，設問(2)では，「計算の結果として導かれた軌道の長さの

差を表す式７０８００πに， r が含まれていない」（Ａ）ことを根拠にして，「２つの人工衛
星の軌道の長さの差は，地球の半径 r に関係なく決まる」（Ｂ）ことを説明できるように
することが大切である。その際，説明する事柄（Ｂ）とその根拠（Ａ）を明確に区別し，

「（Ａ）だから（Ｂ）である」のように的確に説明できるようにすることが大切である。

このような活動を通して，ある事柄が成り立つ理由を，数学的な表現を用いて的確に

説明できることを実感できるようにすることが大切である。

５ 出典

「国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）」の写真はＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構），「気象

衛星ひまわり７号」の写真は気象庁，三菱電機株式会社による。
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２ 発展的に考え，予想すること（連続する自然数の和）

１ 出題の趣旨

連続する３つの自然数の和について予想された事柄を読み，次のことができるかど

うかをみる。

・事柄が成り立つ理由を，方針に基づいて説明すること

・発展的に考え，予想した事柄を説明すること

連続する３つの自然数の和について，予想された事柄が成り立つ理由を説明し，さらに

発展的に考え，新たに予想した事柄を説明する問題である。この問題では，文字式を用い

て理由を説明したり，いくつかの例から新たな性質を予想し，予想した事柄を「～は，

……になる。」の形で表現したりすることが必要である。

なお，平成２０年度調査では，２けたの自然数と，その数の十の位の数と一の位の数を

入れかえた数の和と差について同趣旨の問題を，平成１９年度調査，平成２３年度調査と

して実施予定であった調査問題では，連続する自然数の和について説明を振り返り，発展

的に考察する問題を出題した。
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２ 各設問の趣旨

設問(1) 連続する３つの自然数の和について，予想された事柄が成り立つ理由を説明

する問題である。ここでは，その理由を，示された方針に基づいて説明するこ

とが求められる。「連続する３つの自然数の和は，３の倍数になる」ことを，

文字式を用いて説明することができるかどうかをみるものである。

設問(2) 連続する３つの自然数の和について，問題の条件を「３つの自然数の和」か

ら「３つの偶数の和」に変えたときに，新たに予想した事柄を説明する問題で

ある。ここでは，発展的に考え，予想した事柄を説明することが求められる。

連続する３つの偶数の和についての性質を予想できるかどうか，そして，その

予想した事柄を「～は，……になる。」という形で表現することができるか

どうかをみるものである。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1)・設問(2)

第２学年 Ａ 数と式

(1) 事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現し活

用する能力を伸ばすとともに，文字を用いた式の四則計算ができるよう

にする。

イ 数量及び数量の関係をとらえるために文字式を利用できることを理

解すること。

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形できること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 （例）３（＋１）

＋１は自然数だから，３（＋１）は３の倍数である。

したがって，連続する３つの自然数の和は，３の倍数である。
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■解説

①３（＋１）と計算して，次の(a），(b)の両方を記述しているものを正答

（◎）とする。

（a）＋１は自然数だから，

（b）３（＋１）は３の倍数である。

②３＋３と計算して，次の（c），(d）の両方を記述しているものを正答（◎）

とする。

（c）３，３が３の倍数で，３の倍数の和は３の倍数だから，

（d）３＋３は３の倍数である。

③３（＋１）と計算して，(a），(b)のどちらか一方を記述しているもの，

または(a），(b)の両方を記述していないもののうち共通因数の３を見いだ

し，３の倍数であることを示していると判断できるものを正答（○）とす

る。

④３＋３と計算して，(c)，(d)のどちらか一方を記述し，計算結果を基に

して３の倍数であることを示していると判断できるものを正答（○）とす

る。

設問(2) ■正答 （例）連続する３つの偶数の和は，６の倍数になる。

■解説

①「○○は，◇◇になる。」という形で，次の(a)，(b)または(a)，(c)の条

件を満たし，成り立つ事柄を記述しているものを正答（◎）とする。

（a）○○が，「連続する３つの偶数の和」である。

（b）◇◇が，「６の倍数」である。

（c）◇◇が，次のいずれかである。

・３の倍数

・２の倍数（偶数でも可。）

・中央の偶数の３倍

②(a)の「連続する３つの偶数の和」に関する記述が十分でなく，(b)または

(c)の条件を満たして記述しているものを正答（○）とする。

③(a)の条件を満たし，(b)，(c)以外に成り立つ事柄を記述しているものを

正答（○）とする。

４ 学習指導に当たって

文字式の学習では，数や図形について成り立ちそうな事柄を予想し，予想した事柄を明

確に表現し，文字式を活用して事柄が成り立つ理由を説明するという一連の活動を体験す

ることが大切である。さらに，説明した事柄とその説明を振り返り，もとの問題の条件を

変えて発展的に考えることが大切である。

82



① 事柄を予想することを大切にする

数や図形に関する性質を考察する場面では，成り立ちそうな事柄を，生徒自らが予想

することが大切である。その際，成り立ちそうな事柄を帰納的に見いだす活動や類推す

る活動などにおいて，予想を立てること，予想を明確に表現すること，予想を確かめる

ことが大切である。

指導に当たっては，生徒がいくつかの具体的な場合について成り立ちそうな事柄を調

べ自分なりに予想を立て，数学的な表現を用いて表し，その予想が成り立つことを他の

場合で確かめる活動を取り入れることが大切である。例えば，本問題を使って授業を行

う際には，事柄を予想する次のような活動が考えられる。はじめに，連続する３つの自

然数についていくつかの場合を調べ「３の倍数になりそうだ。」という予想を立てる。

次に，立てた予想を「連続する３つの自然数の和は，３の倍数になる。」という命題の

形で明確に表現する。その上で，立てた予想が他の場合でも成り立つかどうかを確かめ

る。このような一連の活動を通して，予想の誤りに気づき予想を見直したり，より確か

な予想にしたりすることが大切である。

② 事柄が成り立つ理由を説明するための見通しをもつことができるようにする

整数の性質などが成り立つ理由を説明するためには，説明の見通しをもつことが大切

である。

指導に当たっては，説明の見通しをもつことができるようにするために，結論を導く

上で何を明らかにすればよいかについて考察する活動を取り入れることが必要である。

例えば，本問題を使って授業を行う際には，「連続する３つの自然数の和は，３の倍数

になる」ことについて，３の倍数とそうでないものの比較を通して「３の倍数であるこ

とを説明するためには，式を変形して，その式が３×(自然数）を表していることを示

せばよい。」などの見通しをもてるようにすることが考えられる。

③ 問題の条件を変えるなどして発展的に考え，見いだした事柄を数学的に表現できるよ

うにする

数や図形についての新たな事柄を見いだす方法の１つとして，問題の条件を変えるな

どして発展的に考えることが大切である。その際，発展的に考えて，見いだした事柄の

前提に当たる部分（主部）と，それによって説明される結論（述部）を「～は，……

になる（である）。」という命題の形で表現することで，考察の対象が明確になり真偽

の判定がしやすくなることを理解することも大切である。

指導に当たっては，問題の条件を変えるなどして，発展的に考えるための視点を示し，

生徒自らが新たな事柄を見いだすことができるようにすることが大切である。例えば，

本問題において，「連続する３つの自然数の和は，３の倍数になる。」という命題につ

いて，その前提に含まれる「３つ」，「自然数」，「和」などに着目し，これらを「５つ」，

「偶数」，「積」などに変えると結論がどのように変わるかを考察する活動を取り入れ

ることが考えられる。その際，この活動によって見いだされた事柄について，その主部

と述部を命題の形で「連続する３つの偶数の和は，６の倍数になる。」などと表現し，

それが正しいかどうかを確かめられるようにすることも大切である。
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（参考）平成19・20・21・22年度調査との関連

問題番号 問題の概要 正答率

H19Ｂ２(2) 連続する５つの自然数の和が５の倍数になること 42.5％
を説明する

設問(1)

H20Ｂ２(2)
２けたの自然数と,その数の十の位と一の位を入れ

39.7％
かえた数の和が１１の倍数になる説明を完成する

設問(2) H20Ｂ２(3)
２けたの自然数と，その数の十の位と一の位を入

49.2％
れかえた数の差について予想した事柄を表現する

（参考）平成23年度調査として実施予定であった調査問題との関連

問題番号 問題の概要

設問(1) H23Ｂ２(3)
連続する５つの自然数の和が中央の自然数の５倍になることを説明す

る
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３ 情報の適切な選択と判断（スキージャンプ）

１ 出題の趣旨

資料に基づいて不確定な事象を考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。

・必要な情報を適切に選択すること

・事象を数学的に判断し，その理由を数学的な表現を用いて説明すること

ヒストグラムから情報を適切に読み取ったり，情報を基にした判断の理由を説明したり

する問題である。この問題では，二人の飛んだ距離の記録をまとめたヒストグラムから情

報を適切に読み取ったり，ヒストグラムから読み取れることを根拠にした判断の理由を説

明したりすることが必要である。

２ 各設問の趣旨

設問(1) 二人の飛んだ距離の記録をまとめたヒストグラムから，飛んだ回数を求める

問題である。ここでは，与えられたヒストグラムから必要な情報を適切に選択

し，処理することが求められる。飛んだ回数が総度数であることを理解し，ヒ

ストグラムから各階級の度数を読み取り，飛んだ回数を求めることができるか

どうかをみるものである。
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設問(2) 二人のヒストグラムを比較して，そこから分かる特徴を基に，次の１回でど

ちらの選手がより遠くへ飛びそうかを判断し，その理由を説明する問題である。

ここでは，資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明

することが求められる。二人のヒストグラムから読み取れる分布の違いや代表

値などを根拠として，選んだ選手が次の１回でより遠くへ飛びそうであること

の理由を説明できるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1)・設問(2)

第１学年 Ｄ 資料の活用 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表

やグラフに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向

を読み取ることができるようにする。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な技能 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

設問(2) 数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ２０（回）

■解説 飛んだ回数は総度数であるので，例えば原田選手の場合では，

１＋１＋１＋１＋３＋３＋３＋４＋１＋２＝２０ と求められる。

設問(2) ■正答 この問題は，選んだ理由が適切であるかどうかをみるものであり，

どちらの選手を選んでもかまわない。

「ア 原田選手」を選択し，次のような説明を記述しているもの。

(例) 原田選手の記録の方が船木選手の記録より１３０ｍ以上の階級の累積

度数が大きいので，原田選手の方が次の１回でより遠くへ飛びそうな選

手である。だから，原田選手を選ぶ。

「イ 船木選手」を選択し，次のような説明を記述しているもの。

(例) 船木選手の記録の方が原田選手の記録より範囲が小さく，階級の中

央の値の大きいところに記録が集まっているので，船木選手の方が次

の１回でより遠くへ飛びそうな選手である。だから，船木選手を選ぶ。
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■解説

二人のヒストグラムを比較して，次のことについて記述しているもの。

①アを選択し，次の(a)，(b)のいずれかについて記述しているものを正答

（◎）とする。

(a) 原田選手の１３０ｍ以上（または１３５ｍ以上）の階級の累積度数が大

きいこと。

(b) 原田選手の最大値を含む階級の中央の値が大きいことなど，原田選

手が選ばれる根拠となるヒストグラムの特徴。

②イを選択し，次の(c)，(d)のいずれかについて記述しているものを正答

（◎）とする。

(c) 船木選手の１０５ｍ以上（または１１０ｍ以上，または１１５ｍ以上）の

階級の累積度数が大きいこと。または，船木選手の１１５ｍ未満（また

は１１０ｍ未満）の階級の累積度数が小さいこと。

(d) 船木選手の最小値を含む階級の中央の値が大きいことなど，船木選

手が選ばれる根拠となるヒストグラムの特徴。

③アを選択し，二人のヒストグラムを比較する記述が十分でなく，(a)，(b)
のいずれかについて記述しているものを正答（○）とする。

④イを選択し，二人のヒストグラムを比較する記述が十分でなく，(c)，(d)
のいずれかについて記述しているものを正答（○）とする。

４ 学習指導に当たって

実生活の場面において，不確定な事象を捉え，問題解決を行うために，目的に応じて資

料を収集して整理し，必要な情報を適切に選択したり，資料の傾向を読み取ったりして，

資料に基づいて的確に判断しなければならない場合がある。その際，問題解決のための構

想を立て，資料の特徴を基に判断したり，判断の理由を数学的な表現を用いて説明したり

することが大切である。

① 資料を整理して情報を読み取り，それを基に判断できるようにする

収集した資料を度数分布表やヒストグラムに表し分布の様子を捉え，資料の特徴を表

す代表値としてふさわしいものを平均値，中央値，最頻値などの中から選択し，それを

基に適切に判断できることが大切である。

指導に当たっては，平均値や最頻値について，分布によってはその資料の特徴を表す

代表値としてふさわしくない場合があることを理解できるようにすることが大切であ

る。そのために，形状が異なる２つのヒストグラムを取り上げて比較し，平均値や最頻

値が代表値としてふさわしいかどうかを話し合う場面を設定することが考えられる。そ

の際，分布の形状が非対称であったり，極端にかけ離れた値（はずれ値）があったりす

ると，平均値はそれらに強く影響を受けるので，代表値としてふさわしくない場合があ

ることを理解できるようにすることが必要である。また，度数の飛び抜けた階級が存在

しない分布などのように，最頻値は代表値としてふさわしくない場合があることを理解

できるようにすることも必要である。
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② 判断の理由を数学的な表現を用いて的確に説明できるようにする

ある事柄についての判断の理由を説明する場合には，説明すべき事柄とその根拠の両

方を示す必要がある。特に，資料を基にして判断をする場合には，目的に応じて統計的

に処理して資料の傾向を読み取り，数学的な表現を用いて的確に説明することが大切で

ある。

指導に当たっては，例えば，設問(2)で，原田選手を選択し，「原田選手の記録の方が

船木選手の記録より１３０ｍ以上の階級の累積度数が大きい」（Ａ）ことを根拠にして「原

田選手を選ぶ」（Ｂ）ことを説明できるようにすることが大切である。その際，説明する

事柄(Ｂ）とその根拠(Ａ)を明確に区別し，「（Ａ）だから（Ｂ）である」のように的確

に説明できるようにすることが大切である。

また，生徒の説明には，日常的な表現が多くみられるので，これらを数学的に表現す

ることで，より的確な説明に洗練する場面を設定することが考えられる。例えば，「船

木選手を選ぶ」ことの根拠として，「船木選手の方が安定しているから。」という生徒

の表現を取り上げ，「安定している」ことについて話し合う場面を設定し，「範囲が小

さい」や「最小値が大きい」など統計的な指標を適切に用いて表現できることを確認し，

「船木選手の記録の方が範囲が小さく，最小値が大きい。」のように表現できるように

することが考えられる。

なお，この問題では，どちらの選手を選んでも，その選手を選んだ理由が適切であれ

ば正答としており，自分が選んだ選手についてその選手を選んだ理由を記述できるよう

にすることが必要である。
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③ 不確定な事象について，目的に応じて資料を収集して整理し，資料の傾向を読み取っ

て問題を解決できるようにする

不確定な事象について，目的に応じて資料を収集して整理し，資料の傾向を読み取っ

たり，必要に応じて資料を分類整理し直したり，新たな目的に応じて資料の傾向を捉え

直したりすることによって問題を解決することが大切である。

指導に当たっては，本問題の基になっている二人の飛んだ距離の記録（表）からヒス

トグラムを生徒自らが作成し，資料の傾向を読み取って問題を解決する場面を設定する

ことが考えられる。その際，ヒストグラムの階級の設定の仕方を変えることによって分

布の様子が変わることに気づき，資料の傾向を捉え直す活動を取り入れることが大切で

ある。

さらに，図書の貸出冊数の比較に基づく読書習慣の定着，スポーツテストの記録に基

づく選手の選出などのように，生徒にとって身近な問題を解決する場面を設定すること

が考えられる。その際，資料を生徒自らが収集し，度数分布表やヒストグラムを作成し

たり代表値を求めたりするなどして，分布の異なる複数の資料を比較し，それぞれの資

料の傾向を読み取って問題解決に生かすことができるようにすることが大切である。

なお，２つの分布を比較する際にヒストグラムを用いた実践事例が，「評価規準の作

成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校 数学】」の「数学科 事例２」で

紹介されている。

表 ヒストグラムの作成に当たって用いた，二人の飛んだ距離の記録

原田選手(ｍ) 船木選手(ｍ) 原田選手(ｍ) 船木選手(ｍ) 原田選手(ｍ) 船木選手(ｍ)

１１７．０ １１１．０ １０８．５ １１６．０ １０２．０ １２１．５

１１９．５ １１３．５ １１３．０ １１７．０ ６６．０ １２２．５

１２０．０ １１９．０ １１４．０ １１９．０ １２０．０ １２６．０

１２６．０ １２１．０ １２２．０ １１６．０ １３６．０ １３２．５

８９．５ １０９．５ １１３．０ １０８．５ ７９．５ １１８．５

１１７．５ １０８．０ １０８．０ １１３．０ １３７．０ １２５．０

１２３．５ １１６．５ １０７．０ １２０．０

５ 出典

問題中のヒストグラムは，FIS International Ski Federation（http://www.fis-ski.com/）
の SKI JUMPING の Results を基に，国立教育政策研究所で作成したものである。

写真は，株式会社フォート・キシモトによる。
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４ 複数の事象の統合（作図と図形の対称性）

１ 出題の趣旨

基本的な作図についての説明を読み，次のことができるかどうかをみる。

・図形の特徴を的確に捉えること

・筋道を立てて考え，証明すること

・複数の事象を統合的に捉えること

垂線の作図の手順を読み，そこで用いられている図形の性質について考える問題である。

この問題では，与えられた垂線の作図において，作図された直線が与えられた直線に垂直

であることを，三角形の合同を利用して証明することが必要である。また，与えられた垂

線の作図と条件の異なる垂線の作図のどちらの場合においても，作図の手順によって決ま

る点を順に結んでできる図形に共通している性質を見いだし，作図の方法を統合的に捉え

ることが必要である。
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２ 各設問の趣旨

設問(1) 作図の手順によって決まる点を順に結んでできる図形を紙にかいて，折って

重ねたとき，重なる点を指摘する問題である。ここでは，作図の手順を理解し，

図形の特徴を的確に捉えることが求められる。△ＱＡＢを紙にかいて直線ＰＱ

を折り目として折ったとき，点Ａが点Ｂに重なることを指摘できるかどうかを

みるものである。

設問(2) 作図された直線が与えられた直線に垂直であることを，三角形の合同を利用

して証明する問題である。ここでは，筋道を立てて考え，証明することが求め

られる。与えられた条件を基に，三角形の合同を示すために必要な事柄を見い

だして，証明を書くことができるかどうかをみるものである。

設問(3) 点Ｐが直線 ℓ 上にある場合と直線 ℓ 上にない場合において，作図の手順によ

って決まる点を順に結んでできる図形に共通している性質を見いだす問題であ

る。ここでは，複数の事象を統合的に捉えることが求められる。作図の手順に

よって決まる点を順に結んでできる図形が，点Ｐと直線 ℓの位置関係によらず

に，直線ＰＱを対称の軸とする線対称な図形であるという統合の視点を見いだ

せるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

ア 線対称，点対称の意味を理解するとともに，対称性に着目して平面

図形についての直観的な見方や考え方を深めること。

設問(2) 第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に

考察する能力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の

性質を論理的に確かめることができること。

設問(3) 第１学年 Ｂ 図形

(1) 基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面

図形についての理解を深める。

イ 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方

法を理解し，それを利用することができること。

■評価の観点

設問(1) 数量，図形などについての知識・理解

設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方
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３ 正答と解説

設問(1) ■正答 （点）Ｂ

■解説 △ＱＡＢは直線ＰＱを対称の軸とする線対称な図形であり，点Ａと

対応するのは点Ｂである。したがって，△ＱＡＢを直線ＰＱを折り目

として折ったとき，点Ａが重なるのは，点Ｂである。

設問(2) ■正答

(例) 手順 より，

ＡＰ＝ＢＰ ……①

手順 より，

ＱＡ＝ＱＢ ……②

共通な辺は等しいので，

ＰＱ＝ＰＱ ……③

①，②，③より，３組の辺がそれぞれ等しいから，

△ＱＡＰ≡△ＱＢＰ

■解説

①次の(a)，(b)，(c)，(d)とそれぞれの根拠を記述し，証明しているものを

正答（◎）とする。

（a）ＡＰ＝ＢＰ

（b）ＱＡ＝ＱＢ

（c）ＰＱ＝ＰＱ

（d）△ＱＡＰ≡△ＱＢＰ

②上記①以外でも正しく証明していれば，正答（◎）とする。

③ＰＱ⊥ ℓ を証明しているもののうち，記号を書き忘れたり，根拠が抜けて

いたりしているが，証明の筋道が正しいと分かるものは，正答（○）とす

る。

設問(3) ■正答 ア

■解説 点Ｐが直線 ℓ 上にある場合も直線 ℓ 上にない場合も作図の手順によ

って決まる点Ｑ，Ａ，Ｐ，Ｂを順に結んでできる図形は，直線ＰＱを

対称の軸とする線対称な図形である。この図形の性質により，直線

ＰＱは直線 ℓ の垂線になる。したがって，アになる。

４ 学習指導に当たって

中学校数学科の学習では，考察の対象となる事象の特徴を的確に捉え，事柄が成り立つ

理由を筋道を立てて説明することが大切である。また，複数の事象に共通する数量の関係

や図形の性質などを見いだし，それらの事象を統合的に捉えることは，数学をいろいろな

場面で活用する上で大切である。

１

２
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① 図形の特徴を的確に捉え，事柄が成り立つ理由を筋道を立てて説明できるようにする

作図の手順を振り返り，作図によってできる図形の特徴を的確に捉え，その特徴につ

いて筋道を立てて説明することが大切である。

指導に当たっては，例えば，設問(1)のように，直線上の１点を通る垂線の作図をす

るだけでなく，その手順から，ＡＰ＝ＢＰ，ＱＡ＝ＱＢ が成り立つことを理解し，作図

によってできる△ＱＡＢが二等辺三角形であり線対称な図形であるという特徴を的確に

捉え，この特徴を根拠として垂線が作図できる理由を説明する場面を設定することが大

切である。また，設問(2)のように，直線ＰＱが直線 ℓの垂線であることについて筋道

を立てて説明する際に，結論ＰＱ⊥ ℓを導くために示せばよい事柄と，前提から導くこ

とができる事柄を整理するなどして証明の方針を立てる活動を取り入れることが大切で

ある。

② 複数の事象に共通する数量の関係や図形の性質を見いだして，統合的に捉えられるよ

うにする

本問題のように，条件の異なる２つの問題場面を振り返り，場面に共通する数量の関係

や図形の性質などを明確にすることで，複数の事象を統合的に捉えることが大切である。

統合的に捉えることは，類似の場面を見いだしたり，それらの場面に共通する考えを問題

解決に用いたりするために必要である。

指導に当たっては，例えば，作図の方法を考えるために，設問(3)のように，条件の異

なる２つの垂線の作図を振り返り，統合的に捉える視点を見いだす活動を取り入れること

が大切である。作図の手順が同じであることだけでなく，作図に共通する考えとして，「点

Ｐと直線ℓの位置関係によらずに，直線ＰＱを対称の軸とする線対称な図形ができている」

ことを明らかにするなど，作図を統合的に捉える活動を取り入れることが考えられる。こ

のような活動は，他のいろいろな作図の学習においても対称性に着目し，共通する考えに

基づいて類似の作図の方法を見いだすために必要である。

複数の事象を統合的に捉えることは，数学的な事象の考察とともに，日常的な事象の考

察にも必要である。例えば，平成２０年度調査Ｂ３では，調べる数量の異なる２つの場面

（ベニヤ板の枚数と釘の本数）を振り返り，それらの場面に比例の見方や考え方が共通し

て利用されていることを見いだし，それらを統合的に捉える問題を出題した。

平成２０年度調査 Ｂ３
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５ 事象の図形的な考察と問題解決の方法（「塵劫記」）

１ 出題の趣旨

与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。

・必要な情報を適切に選択すること

・数学的な結果を事象に即して解釈すること

・問題解決の方法を数学的に説明すること

地面から直接測ることができない木の高さを求めるという事象について，図形に着目し

てまとめた「木の高さの求め方」という数学的な結果を解釈し，そこで利用されている図

形の性質を見いだす問題である。この問題では，「木の高さの求め方」から情報を適切に

読み取ったり，木の高さを求める際に用いられている図形の性質を読み取ったりすること

が必要である。また，木の高さを求めることができることについて，図形の性質を用いて

数学的に説明することが必要である。

２ 各設問の趣旨

設問(1) ＣＤが１．２ｍ，ＤＢが８．３ｍであるときの木の高さＡＢを求める問題である。

ここでは，必要な情報を適切に選択し，処理することが求められる。木の高さ

ＡＢはＣＤとＤＢの和であることを読み取り，木の高さを求めることができる

かどうかをみるものである。
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設問(2) 木の高さを求める際に用いられている図形の性質を読み取る問題である。こ

こでは，図形に着目して導かれた数学的な結果を事象に即して解釈することが

求められる。長さを置き換えてよいことの根拠となる長方形ＣＤＢＥの性質を

指摘できるかどうかをみるものである。

設問(3) ＡＥの長さを直接測る代わりに，△ＡＣＥに着目してＡＥの長さを求められる

ようにする方法について説明する問題である。ここでは，問題解決の方法を数

学的に説明することが求められる。△ＡＣＥが直角二等辺三角形になることを

見いだし，その性質を用いてＡＥの長さを求められるようにする方法を，「用

いるもの」（二等辺三角形の性質）とその「用い方」（ＡＥの長さをＣＥの長さ

に置き換える）を明示して，説明できるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1)・設問(2)・設問(3)

第２学年 Ｂ 図形

(2) 平面図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に

考察する能力を養う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

イ 三角形の合同条件を理解し，それに基づいて三角形や平行四辺形の

性質を論理的に確かめることができること。

■評価の観点

設問(1)・設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ９．５（ｍ）

■解説 ＡＢはＣＤとＤＢの和であるので，１．２＋８．３＝９．５ と求められる。

設問(2) ■正答 ウ

■解説 四角形ＣＤＢＥは長方形であり，長方形の２組の対辺の長さはそれ

ぞれ等しい。ＥＢとＣＤ，ＣＥとＤＢは長方形の対辺なので，それぞれ

の長さが等しい。ＥＢをＣＤに，ＣＥをＤＢに置き換えて求めるのは，

以上の事柄を根拠にしている。したがって，ウになる。

設問(3) ■正答 （例）二等辺三角形の性質を用いて，ＡＥの長さをＣＥの長さに置

き換える。
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■解説

①次の(a)，(b)について記述しているものを正答（◎）とする。

(a) 二等辺三角形の性質を用いること。

(b) ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換えること。

②(b)について，置き換えられる長さの対応についての記述が十分でなく，

(a)について記述しているものを正答（○）とする。

③(a)について，二等辺三角形についての記述，または△ＡＣＥは２辺が等

しいということについての記述が十分でなく，(b)について記述している

ものを正答（○）とする。

④(a)について，二等辺三角形についての記述，または△ＡＣＥは２辺が等

しいということについての記述が十分でなく，(b)について，置き換えら

れる長さの対応についての記述が十分でないが，(a)，(b)のいずれにつ

いても記述しているものを正答（○）とする。

４ 学習指導に当たって

実生活の場面では，数学的な結果を事象に即して解釈し，問題解決に数学を活用するこ

とが求められることがある。このような場面では，問題解決の方法や手順を考え，それを

数学的な表現を用いて的確に説明することが大切である。

① 数学的な結果を事象に即して解釈し，問題解決に数学を活用できるようにする

日常的な事象についての問題解決では，事象を数学の問題として捉えることによって，

数学の知識・技能，見方や考え方を活用できることが大切である。また，そこから得ら

れた数学的な結果を事象に即して解釈することも大切である。

指導に当たっては，例えば，本問題を使って授業を行う際には，手順 で木の先端

が ４５°の方向に見える位置に移動したり，ＣＤとＤＢの長さを測ったりしている理由を

考え，ＡＥとＥＢの長さをどのように置き換えているのかを話し合う活動を取り入れる

ことが考えられる。その際，そのように置き換えてよいことの根拠を図形の性質を基に

説明する活動を通して，数学的な結果を事象と関連付けて解釈できるようにすることが

大切である。

なお，本問題では解決に必要な線分は図示されているが，本問題を使って授業を行う

際には，「木の先端が４５°の方向に見える位置に移動する」ことを生徒が実際に行い，

図形の性質と関連付けながら事象の関係を表す図をかく活動を取り入れることも考えら

れる。このような活動を通して，問題解決に図形とその性質を活用できるようにするこ

とも大切である。

１
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② 問題解決の方法や手順を，数学的な表現を用いて的確に説明できるようにする

様々な問題を解決するために数学を活用する方法を見いだしたり，その方法について

説明したりすることは，問題解決のための構想を立て実践し評価・改善することができ

るようになる上で大切である。

指導に当たっては，問題解決の方法や手順について，図形の性質などの「用いるもの」

とその「用い方」について説明する場面を設定することが大切である。例えば，設問(2)

では，四角形ＣＤＢＥが長方形になることに着目し，長方形の性質を用いると，ＥＢを

ＣＤに，ＣＥをＤＢにそれぞれの長さを置き換えることができることについて説明し，

話し合うことが考えられる。また，設問(3)では，△ＡＣＥに着目し，直角二等辺三角形

の性質を用いると，ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換えることができることについて説

明し，話し合うことが考えられる。

なお，直接測りにくい長さを求めるような問題場面については，中学校第３学年で「用

いるもの」として「三平方の定理」や「相似な図形の性質」などが加わるので，これら

の学習指導を終えた後で，より一般的な問題解決の方法や手順を的確に説明する活動を

取り入れることが考えられる。

５ 出典

問題中の図は，寛永４年（１６２７年）の初版「塵劫記」を再編集して刊行された，

寛永８年版「塵劫記」から引用したものである。
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６ 関数の視点からの図形の考察（正多角形の外角）

１ 出題の趣旨

図形の性質を数量の関係に着目して捉え直す場面で，問題解決を振り返り，次のこ

とができるかどうかをみる。

・数量の関係の特徴を的確に捉え，数学的に表現すること

・事象を数学的に解釈し，事柄が成り立つ理由を説明すること

いくつかの正多角形について，１つの外角の大きさを調べたことに関する説明を読み，

頂点の数と１つの外角の大きさの関係について考える問題である。この問題では，考察の

対象を明確に捉え，正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係を「…は

…の関数である」という形で表現することが必要である。また，この２つの数量の関係が

どのような関数であるかを判断し，判断の理由を説明することが必要である。
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２ 各設問の趣旨

設問(1) 多角形の外角の和が３６０°であることを基にして，正多角形の１つの外角の

大きさについて調べる場面について，考察の対象を明確に捉えているかどうか

をみる問題である。

設問(2) 「正多角形の頂点の数を決めると，それにともなって正多角形の１つの外角

の大きさがただ１つ決まる」ことを「…は…の関数である」という形で表現す

る問題である。ここでは，図形の性質を数量の関係に着目して捉え直し，その

特徴を的確に捉え，数学的に表現することが求められる。「正多角形の頂点の

数」を独立変数，「正多角形の１つの外角の大きさ」を従属変数として，正多

角形の外角の性質を数量の関係として的確に捉え，捉えた関係を「正多角形の

１つの外角の大きさは，正多角形の頂点の数の関数である。」と表現できるか

どうかをみるものである。

設問(3) 正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係がどのような関

数であるかを判断し，その理由を説明する問題である。ここでは，正多角形の

１つの外角の大きさに関する問題解決を振り返って，正多角形の頂点の数と正

多角形の１つの外角の大きさの関係を数学的に解釈し，その関係が成り立つ理

由を説明することが求められる。正多角形の１つの外角の大きさは，正多角形

の外角の和３６０°を頂点の数でわることによって求められることから，正多角

形の１つの外角の大きさは正多角形の頂点の数に反比例することを指摘

し，その理由を説明できるかどうかをみるものである。

■学習指導要領における内容・領域

設問(1) 第２学年 Ｂ 図形

(1) 観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角

についての性質を見いだせることを知ること。

設問(2) 第１学年 Ｃ 関数 〔学習指導要領（平成20年告示）〕

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を

調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとと

もに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

ア 関数関係の意味を理解すること。
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設問(3) 第１学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

エ 比例，反比例の見方や考え方を活用できること。

第２学年 Ｃ 数量関係

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を

調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を

見いだし表現し考察する能力を養う。

イ 一次関数のとる値の変化の割合とグラフの特徴を理解するととも

に，一次関数を利用できること。

■評価の観点

設問(1) 数学的な表現・処理

設問(2)・設問(3)

数学的な見方や考え方

３ 正答と解説

設問(1) ■正答 ３０（度）

■解説 外角の和３６０°を頂点の数１２でわることで求めることができるの

で，３６０÷１２＝３０と計算し，正十二角形の１つの外角の大きさは，

３０（度）になる。

設問(2) ■正答 ① 正多角形の１つの外角の大きさ

② 正多角形の頂点の数

■解説 正多角形の頂点の数を決めるとそれに伴って正多角形の１つの外角

の大きさがただ１つ決まるので，正多角形の１つの外角の大きさを正

多角形の頂点の数の関数とみることができる。したがって，①は「正多

角形の１つの外角の大きさ」になり，②は「正多角形の頂点の数」にな

る。

設問(3) ■正答 イを選択し，次のような説明を記述しているもの。

(例) 正多角形の外角の和は３６０°で一定であり，１つの外角の大きさは

３６０
全て等しいので，との関係を式で表すと，＝ となる。



a
この式は，＝ の形をしているので，はに反比例する。
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■解説

①イを選択し，次の(a)，(b)について記述しているものを正答(◎)とする。

(a）正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係につ

いて，次のいずれかを記述していること。

３６０
・との関係を，＝ （または ＝３６０ ）と式で表してい



ること。

・との関係を，「との積が３６０である」のように言葉で表し

ていること。

・との関係を表で表し，その表について変化，または対応の規則

性を明示していること。

(b）「正多角形の１つの外角の大きさは正多角形の頂点の数に反比例する。」

の根拠となることについて，次のいずれかを記述していること。

a
・＝ の形で表されるとき，はに反比例すること。



・伴って変わる２つの数量，の積が一定であるとき，はに反

比例すること。

・の値が２倍，３倍，…になると，それに対応するの値が 倍，
１
｜
２

倍，…となるとき，はに反比例すること。
１
｜
３

②(b)についての記述が十分でない，または記述がなく，(a)について記述し

ているものを正答（○）とする。

③(a)についての記述が十分でない，または記述がなく，(b)について記述し

ているものを正答（○）とする。

４ 学習指導に当たって

既習の数学の内容を関数の視点から考察することにより，変わるものの中で変わらない

性質を見抜き，それを他者に説明することにより事柄の理解が一層深まることがある。こ

のような場面では，事象における数量の関係を関数の視点から考察できるようにすること

が大切である。また，事柄が成り立つ理由を事象に即して説明できるようにすることも大

切である。
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① 事象における数量の関係を関数の視点から考察できるようにする

事象の中に数量の関係を見いだし，それを関数として捉え直すことが大切である。特

に，既習の数や図形の性質などを関数の視点から考察し，その内容についての理解を深

めることが大切である。

指導に当たっては，正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさについての

表を観察することなどを通して，設問(2)のように，正多角形の外角の性質を「正多角

形の頂点の数を決めると，それにともなって正多角形の１つの外角の大きさがただ１つ

決まる」という関数として捉え直すことができるようにすることが大切である。その際，

独立変数（頂点の数）と従属変数（１つの外角の大きさ）を区別し，「…は…の関数で

ある」という形で表現する場面を設定することが考えられる。その上で，設問(3)のよ

うに，正多角形の１つの外角の大きさについて分かったことをまとめる活動を通して，

「正多角形の１つの外角の大きさは正多角形の頂点の数の関数である。」を「正多角形

の１つの外角の大きさは正多角形の頂点の数に反比例する。」と判断できるようにする

ことも大切である。

図形の性質「多角形の外角の和は３６０°である。」について，関数の視点から考察す

ることによって，正多角形であれば，頂点の数から１つの外角の大きさを求めたり，逆

に１つの外角の大きさから頂点の数を求めたりすることで，多角形の外角についての理

解を深めるようにすることが大切である。本問題のように，図形の性質を関数の視点か

ら考察することができる例としては，扇形の中心角の大きさと弧の長さや面積，多角形

の頂点の数とその内角の和などが考えられる。

② 数学的な結果の理由を事象に即して説明できるようにする

事象の中にある２つの数量の関係がどのような関係であるかを判断し，その理由を説

明することが大切である。

３６０
指導に当たっては，例えば，設問(3)のように，＝ という式を基に，と



の関係が反比例であることを判断し，説明する場面を設定することが大切である。その

際，分かったことを「正多角形の外角の和は３６０°で一定であり，１つの外角の大きさ

３６０
は全て等しい」などとまとめた上で，「＝ だから反比例」のような説明を取り



上げ，次のように根拠を補い，説明を改善する活動を取り入れることが考えられる。

正多角形の外角の和は３６０°で一定であり，

正多角形の１つの外角の大きさはすべて等しいから，

３６０
＝



a
この式は，＝ の形であるので

はに反比例する。
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Ⅲ 調 査 問 題 一 覧 表
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調査問題一覧表　【中学校数学】　

Ａ　主として「知識」に関する問題

数
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・
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・
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識

・
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解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

(1) ８と12の最小公倍数を求める
２つの自然数の最小公倍数を求め
ることができる

○ ○

(4)
天気予報の情報から，ある市の最高気温と最
低気温の差を求める

正の数と負の数を用いて日常的な
事象を処理することができる

○ ○

(1) (７x ＋５y )－(５x ＋２y ) を計算する 整式の加法と減法の計算ができる ○ ○

(4)

「１個 a 円の品物を２個買った代金は1000

円より安い。」という数量の関係を表した式
として正しいものを選ぶ

数量の大小関係を不等式に表すこ
とができる

○ ○

(1) 比例式 ６：８＝ x ：12 を解く 簡単な比例式を解くことができる ○ ○

(4)

方程式の解が問題の答えとして適切なもので
あるかどうかを調べることについて，正しい
記述を選ぶ

方程式を活用して問題を解決する
手順を理解している

○ ○ ○

(1)
与えられた方法で作図された直線がもつ性質
として，正しい記述を選ぶ

角の二等分線の作図の方法につい
て理解している

○ ○ ○

４

(3)
中心角120°の扇形の面積について正しい
ものを選ぶ

扇形の面積がその中心角の大きさ
に比例することを理解している

○ ○ ○

(1)
直方体の辺と面上の線分との位置関係につい
て，正しい記述を選ぶ

直方体における辺と面に含まれる
直線との位置関係を理解している

○ ○ ○

(4)
正四角錐の体積を求める式として正しいもの
を選ぶ

正四角錐の体積の求め方を理解し
ている

○ ○ ○

問題形式

○

○

○

○

○ ○

回転体がどのように構成されるか
を理解している

○

○

○

問
題
番
号

問
題
の
概
要

学習指導要領の領域

出
題
の
趣
旨

評価の観点

５

(3) 三角柱の展開図として正しいものを選ぶ
三角柱の展開図について理解して
いる

(2)
１回転させると円柱ができる平面図形として
正しいものを選ぶ

○

(2) ６－(－７）を計算する
正の数と負の数の減法の計算がで
きる

○ ○

○

１

(3) 数直線上の点が表す負の整数の値を読み取る
数直線上に示された負の整数を読
み取ることができる

○ ○

○ ○

(2) x ＝３ のときの式　－x 　の値を求める
指数を含む文字式で文字に数を代
入して式の値を求めることができ
る

○ ○ ○

○

３

(3)
一次方程式を解く際に用いられている等式の
性質を選ぶ

方程式を解く際に用いられている
等式の性質を理解している

○

２

(3)
整数a を用いて，式 ２a  で表すことのできる

数を選ぶ
文字の値が整数のときに，式の値
について考察することができる

○

○

(2)
三角形を，直線を軸として対称移動した図形
をかく

対称移動した図形をかくことがで
きる

○ ○

○ ○

○

○

(2) 連立方程式　　　　             を解く
簡単な連立二元一次方程式を解く
ことができる

○

○

a ＋ b ＝８

２a ＋ b ＝11

２ 
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(1)
三角定規による平行線の作図について，正し
い記述を選ぶ

同位角が等しければ２直線は平行
であることを理解している

○ ○ ○

６

(3) 与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ 三角形の合同条件を理解している ○ ○ ○

７

８

12

13

※　中学校学習指導要領（平成20年告示）においては，「資料の活用」の領域の内容となる。

○

○

○

○

○

○

○

○

(1) 度数分布表について，正しい記述を選ぶ
相対度数の必要性と意味を理解し
ている

○ ○ ○

15

(2)

フリースローでボールの入った回数と人数の
関係をまとめた図から，ボールの入った回数
の最頻値を求める

資料を整理した図から最頻値を読
み取ることができる

○ ○

(1)
１枚の硬貨を投げたときの確率について，正
しい記述を選ぶ

前の試行が次の試行に影響しない
場面において，「同様に確からし
い」ことの意味を理解している

○ ○ ○

14

(2)

数字の書かれた３枚のカードから２枚のカー
ドをひくとき，両方とも奇数のカードである
確率を求める

簡単な場合について確率を求める
ことができる

○

(1) （－１，－４）の位置を座標平面上に示す
座標平面上に点の位置を示すこと
ができる

○ ○

11

(2) 一次関数のグラフから式を選ぶ
与えられたグラフから，傾きと切
片の値を読み取り，一次関数
y＝ax＋b  の式を指摘できる

○ ○ ○

(1) 反比例の表を完成する
反比例の関係を表す表から，表中
の値を求めることができる

○ ○

10

(2) 反比例のグラフを選ぶ
反比例の関係を表すグラフの特徴
を理解している

○ ○ ○

９

(2) y＝２x  上の点を選ぶ
比例のグラフ上にある点の x座標

と y座標の値の組が，その式を満

たしていることを理解している
○ ○ ○

(1)
yが xに比例し，比例定数が３のとき，x，y
の値について，正しい記述を選ぶ

比例定数の意味を理解している ○ ○

(2)
n角形の内角の和を求める式で，( n－２)が

表すものを選ぶ

n角形の内角の和を求める公式の

意味を理解している
○

○

一次関数を表した事象を選ぶ
２つの数量の関係が一次関数にな
ることを理解している

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

証明で用いられている図が考察対象の図形の
代表であることについての正しい記述を選ぶ

証明の意義について理解している ○

○ ○

二元一次方程式の解を座標とする点につい
て，正しい記述を選ぶ

二元一次方程式の解とグラフの関
係を理解している

○ ○ ○

○

○

○

学習指導要領の領域

○

図形に成り立つ性質の逆の事柄を完成する
具体的な命題について，仮定と結
論を区別して，もとの命題の逆を
つくることができる

○

問題形式評価の観点

※

※
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調査問題一覧表　【中学校数学】　

Ｂ　主として「活用」に関する問題

数

と

式

図

形

数

量

関

係

関
心
・
意
欲
・

態

度

数
学
へ
の

見

方

や

考

え

方

数
学
的
な

表

現

・

処

理

数
学
的
な

数

量

、

図

形

な

ど

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選

択

式

短

答

式

記

述

式

(1)
線対称な図形を対称の軸で折り返したとき，
対応する点を答える

作図の手順を理解し，作図によっ
てできる図形の特徴を的確に捉え
ることができる

○ ○ ○

４

(3)
異なる場合での垂線の作図で，共通して利用
されている図形の性質を選ぶ

複数の作図を統合的に捉え，作図
された図形に共通する性質を見い
だすことができる

○ ○

(1)
CDが１.２m，DBが８.３mのときの，木の
高さABを求める

「木の高さの求め方」から必要な
情報を適切に選択し，処理するこ
とができる

○ ○

５

(3)
AEの長さを求められるようにするための方
法を説明する

問題解決の方法を数学的に説明す
ることができる

○ ○

(1) 正十二角形の１つの外角の大きさを求める
問題場面における考察の対象を明
確に捉えることができる

○ ○

６

(3)

正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角
の大きさの関係がどのような関数であるかを
選び，その理由を説明する

問題解決を振り返って，数量の関
係を数学的に解釈し，関係が成り
立つ理由を説明することができる

○ ○

※１　中学校学習指導要領（平成20年告示）においては，「資料の活用」の領域の内容となる。
※２　中学校学習指導要領（平成20年告示）においては，「関数」の領域の内容となる。

○

○

○

○

(2)

正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角
の大きさの関係を，「…は…の関数である」
という形で表現する

図形の性質を数量の関係に着目し
て捉え直し,その特徴を捉え,数学
的に表現することができる

○ ○ ○

(2)
２つの直線が垂直に交わることを，三角形の
合同を利用して証明する

筋道を立てて考え，証明すること
ができる

○

○

○

○

○

○

○

(2)
長さを置き換えてよい根拠となる，長方形の
性質を選ぶ

「木の高さの求め方」を事象に即
して解釈することができる

○

○

○

○

○ ○

(1)
連続する３つの自然数の和が３の倍数になる
ことを説明する

事柄が成り立つ理由を示された方
針に基づいて説明することができ
る

○

(2)
連続する３つの偶数の和について成り立つ事
柄を表現する

○○

○

○

(1)
ISSの高度を１cmとしたときの，ひまわり
７号の高度を選ぶ

表から必要な情報を適切に選択
し，処理することができる

３

(2)
次の１回でより遠くへ飛びそうな選手を選
び，その理由を説明する

資料の傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明
することができる

２

○

(1) 原田選手と船木選手の飛んだ回数を求める
総度数の意味に基づいてヒストグ
ラムから必要な情報を適切に選択
することができる

発展的に考え，予想した事柄を説
明することができる

○

○

問
題
の
概
要

問
題
番
号

問題形式

出
題
の
趣
旨

評価の観点学習指導要領の領域

○

１

(2)

２つの人工衛星の軌道の長さの差を求める計
算から分かることを選び，その理由を説明す
る

軌道の長さの差を求める計算を解
釈し，数学的な表現を用いて説明
することができる

○

○

○

※１

※１

※２
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Ⅳ 調 査 問 題 等
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注　意
１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。
２　調査問題は，１ページから 34 ページまであります。
３　解答は，すべて解答用紙（解答冊子の「数学Ａ」）に
記入してください。

４　解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル
も可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄
を黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入し
てください。解答欄からはみ出さないように書いてく
ださい。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。
８　解答用紙の解答欄は，裏面にもあります。
９　調査時間は，45 分間です。
10　 「数学Ａ」の解答用紙に，組，出席番号，性別を記
入し，マーク欄を黒く塗りつぶしてください。

数学 Ａ
中 学 校 第 ３ 学 年
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問題は，次のページから始まります。
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中数Ａ−1

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	８と１２の最小公倍数を求めなさい。

（２）	６-（-７）を計算しなさい。

（３）	下の図は数直線の一部です。点Ａが表す数を答えなさい。

-１０００-１１００

Ａ

1
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中数Ａ−2

（４）	天気予報によると，３月７日のＡ市の最高気温と最低気温は下の
とおりです。

今日の天気（Ａ市）３月７日（水）

晴れ

最高気温 １５℃

最低気温 １℃

	 	 最高気温から最低気温をひいて気温の差を求めると，Ａ市の最高
気温と最低気温の差は１５-１＝１４（℃）となります。

	 	 天気予報によると，３月７日のＢ市の最高気温と最低気温は下の
とおりです。Ｂ市の最高気温と最低気温の差を求めなさい。

今日の天気（Ｂ市）３月７日（水）

晴れ時々曇り

最高気温 ９℃

最低気温 −２℃
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中数Ａ−3

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	（７x+５y）-（５x+２y）を計算しなさい。

（２）	 x ＝３のとき，式 -x2 の値を求めなさい。

2
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中数Ａ−4

（３）	 a を整数とするとき，式 ２a で表すことのできる数を，次の中か
らすべて選びなさい。

	 	 ０　　１　　３５　　７８　　１００

（４）	「１個 a 円の品物を２個買ったときの代金は１０００円より安い。」
という数量の関係を表した式が，下のアからオまでの中にあります。
正しいものを１つ選びなさい。

ア　２a ≦１０００

イ　２a ＜１０００

ウ　２a ＝１０００

エ　２a ＞１０００

オ　２a ≧１０００
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中数Ａ−5

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	比例式 ６：８＝ x：１２ が成り立つとき，x の値を求めなさい。	

（２）	 連立方程式
a + b＝８
２a + b＝１１

を解きなさい。

3
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中数Ａ−6

（３）	一次方程式 ７x ＝４x+６ を次のように解きました。

	 ７x ＝４x+６
	 ７x-４x ＝６
	 ３x ＝６	 ……
	 x ＝２	 ……

	 	 上の の式から の式へ変形してよい理由として正しいものを，
下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　 の式の両辺に３をたしても等式は成り立つから，変形してよい。

イ　 の式の両辺から３をひいても等式は成り立つから，変形してよい。

ウ　 の式の両辺に３をかけても等式は成り立つから，変形してよい。

エ　 の式の両辺を３でわっても等式は成り立つから，変形してよい。
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中数Ａ−7

（４）	 次の問題について考えます。

問題

家から１８００ｍ離れた駅に向かって，妹が家を出発しました。
兄が妹の忘れ物に気づいて，妹が出発してから１５分後に，同
じ道を自転車で追いかけました。
妹は分速７０ｍ，兄は分速２２０ｍで進むとすると，兄が妹に	

追いつくのは兄が出発してから何分後ですか。

	 	 この問題は，方程式を使って次のように解くことができます。

解答

兄が出発してから x 分後に妹に追いつくとすると，

妹に追いつくまでに兄が自転車で進む道のりは２２０x ｍ，
兄に追いつかれるまでに妹が進む道のりは７０（１５+ x ）ｍ
と表すことができる。

これらの道のりは等しいので，
２２０x ＝７０（１５+ x ）

この方程式を解くと，
２２０x ＝１０５０+７０x
１５０x ＝１０５０

x ＝７
x ＝７のとき，つくった方程式の左辺と右辺の値は１５４０と
なり等しいので，x ＝７は方程式の解である。

兄が出発してから７分後までに兄と妹が進む道のり１５４０ｍ	
は，家から駅までの道のり１８００ｍより短いから，兄は妹
が駅に着く前に追いつくことができる。

よって，兄が妹に追いつくのは兄が出発してから７分後である。
答		７分後
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中数Ａ−8

	 	 前ページの解答で， の の部分では，問題の中の数
量を，文字を用いた式で表しています。

	 	 解答の の の部分では，あることがらを調べていま
す。そのことがらについて正しく述べたものを，下のアからエまで
の中から１つ選びなさい。

ア　方程式が，等しい関係にある数量を用いてつくられているか
どうかを調べている。

イ　方程式から得られた値がその方程式の解であるかどうかを，
その方程式の両辺にその値を代入して調べている。

ウ　方程式の解を問題の答えとしてよいかどうかを調べている。

エ　つくった方程式を，等式の性質などを用いて正しく解いてい
るかどうかを調べている。
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中数Ａ−9

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	次の図の ＡＢＣにおいて，下の①，②，③の手順で直線ＡＰを
作図します。

①　頂点Ａを中心として，辺ＡＢ，辺ＡＣの両方に交わる円をかき，	
その円と辺ＡＢ，辺ＡＣとの交点をそれぞれ点Ｄ，点Ｅとする。

②　点Ｄ，点Ｅを中心として，互いに交わるように等しい半径の
円をかき，その交点の１つを点Ｐとする。

③　頂点Ａと点Ｐを通る直線をひく。

	 	 上の①，②，③の手順によって作図した直線ＡＰについて，
	 ＡＢＣがどんな三角形でも成り立つことがらが，下のアからエま
での中にあります。正しいものを１つ選びなさい。

ア　直線ＡＰは，頂点Ａを通り直線ＢＣに垂直な直線である。

イ　直線ＡＰは，頂点Ａと辺ＢＣの中点を通る直線である。

ウ　直線ＡＰは，直線ＢＣに平行な直線である。

エ　直線ＡＰは，∠ＣＡＢの二等分線である。

4

Ｐ

Ａ

Ｄ
Ｅ

Ｂ Ｃ
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中数Ａ−10

（２）	 下の図の ＡＢＣを，直線ℓを軸として対称移動した図形を，解
答用紙の方眼を利用してかきなさい。

ℓ

Ａ

Ｂ Ｃ
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中数Ａ−11

（３）	 次の図のような中心角１２０°のおうぎ形があります。このおうぎ
形の面積は，同じ半径の円の面積の何倍ですか。下のアからオまで
の中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　
６

１
倍　　イ　

３

１
倍　　ウ　

２

１
倍　　エ　

３

２
倍　　オ　

６

５
倍

１２０°
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中数Ａ−12

問題は，次のページに続きます。
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中数Ａ−13

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（１）	右の図のような直方体があります。
ＥＧは長方形ＥＦＧＨの対角線です。	
このとき，∠ＡＥＧの大きさについて
どのようなことがいえますか。下のア
からエまでの中から正しいものを１つ
選びなさい。

ア　∠ＡＥＧの大きさは，９０°より大きい。

イ　∠ＡＥＧの大きさは，９０°より小さい。

ウ　∠ＡＥＧの大きさは，９０°である。

エ　∠ＡＥＧの大きさが９０°より大きいか小さいかは，問題の条
件だけでは決まらない。

5

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ Ｆ

ＧＨ
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中数Ａ−14

（２）	 右の図の円柱は，ある平面図形を直線のまわ
りに１回転させてできる立体とみることができ
ます。直線ℓを軸として１回転させると，この
円柱ができる図形が，下のアからエまでの中に
あります。正しいものを１つ選びなさい。

ア イ ウ エ
ℓ ℓ ℓ ℓ

125



中数Ａ−15

（３）	 右の図のような立体があります。折り曲げて
組み立てると，この立体になるものが，下のア
からエまでの中にあります。正しいものを１つ
選びなさい。

ア

イ

ウ

エ
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中数Ａ−16

（４）	次の図のような正四角錐
すい

があります。この正四角錐の底面は，１辺	
の長さが１０cm の正方形です。この正四角錐の高さは１２cm，側面
の三角形の高さは１３cm です。

	 	 このとき，この正四角錐の体積を求める式として正しいものを，
下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　１０#１０#１２#
２

１

イ　１０#１０#１３#
２

１

ウ　１０#１０#１２#
３

１

エ　１０#１０#１３#
３

１

１２cm １３cm

１０cm

１０cm
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中数Ａ−17

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	下の①，②，③の手順で，直線ℓに平行な直線 m をひきます。

ℓ

定規（あ）

①　直線ℓに合わせて，
定規（あ）を置く。

ℓ

定規（あ）

定規（い）

②　定規（あ）に合わせて，
定規（い）を置く。

ℓ

m

定規（あ）
定規（い）

③　定規（い）を動かさずに，
定規（あ）を定規（い）に
沿って動かし，直線 m

をひく。

	 	 上の①，②，③の手順では，直線ℓに対する平行な直線 m を，
どのようなことがらを根拠にしてひいていますか。下のアからエま
での中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　２直線に１つの直線が交わるとき，同位角が等しければ，
２直線は平行である。

イ　２直線に１つの直線が交わるとき，錯角が等しければ，
２直線は平行である。

ウ　１つの直線に垂直な２直線は平行である。

エ　１つの直線に平行な２直線は平行である。

6
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中数Ａ−18

（２）	 下の図のように，n 角形は１つの頂点からひいた対角線によって，
いくつかの三角形に分けられます。

	 	 このことから，n 角形の内角の和は１８０°#（ n -２）で表すこと
ができます。

	 	 この式の（ n -２）は，n 角形において何を表していますか。下
のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　頂点の数

イ　辺の数

ウ　内角の数

エ　１つの頂点からひいた対角線の数

オ　１つの頂点からひいた対角線によって分けられた三角形の数
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中数Ａ−19

（３）	 右の三角形と合同な三角形を，下の
アからエまでの中から１つ選びなさい。

ア イ

　

４０°

１０８°

４cm

３２°
１０８°

４cm

ウ エ

　

３８°

１０８°

４cm
４０°

１０８°
４cm

３２°
１０８°

４cm

130



中数Ａ−20

右の図では， ＡＢＣと ＤＢＣの面積について，下のことがらが
成り立ちます。

四角形ＡＢＣＤで，
ＡＤ //ＢＣならば ＡＢＣ＝ ＤＢＣ

このことがらの逆を考えます。
ことがらの逆とは，そのことがらの仮定と結論を入れかえたもので

す。

下の ， に当てはまるものを記号で表し，
上のことがらの逆を完成しなさい。

四角形ＡＢＣＤで，
ならば

7

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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中数Ａ−21

平行四辺形ＡＢＣＤで，辺ＡＢ上に点Ｐをとり，Ｐと対角線の交点Ｏ 

を通る直線をひき，その直線と辺ＣＤとの交点をＱとします。このと
き，ＯＰ＝ＯＱとなることを，ある学級では，下の図１をかいて証明
しました。

図１
Ａ

Ｐ

Ｂ

Ｏ
Ｑ

Ｃ

Ｄ

証明

ＯＰＡと ＯＱＣにおいて，
平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わるので，
	 ＡＯ＝ＣＯ	 …①
平行線の錯角は等しいので，
	 ∠ＰＡＯ＝∠ＱＣＯ	 …②
対頂角は等しいので，
	 ∠ＡＯＰ＝∠ＣＯＱ	 …③
①，②，③より，１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，
	 ＯＰＡ≡ ＯＱＣ

合同な図形の対応する辺の長さは等しいので，
	 ＯＰ＝ＯＱ

8
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中数Ａ−22

この証明をしたあと，点Ｐの位置を図２のように変えました。
このときも図１と同じようにＯＰ＝ＯＱとなるかどうかを考えてみた
ところ，下のアからエまでのような意見が出ました。正しいものを１
つ選びなさい。

図２
Ａ

Ｐ

Ｂ

Ｏ

Ｑ

Ｃ

Ｄ

ア　図２の場合も，ＯＰ＝ＯＱであることは，すでに前ページの証
明で示されている。

イ　図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱであることを，改めて証明する必要
がある。

ウ　図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱであることを，それぞれの長さを
測って確認しなければならない。

エ　図２の場合は，ＯＰ＝ＯＱではない。
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中数Ａ−23

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	 y が x に比例し，比例定数が３のとき，x の値とそれに対応する
y の値について，下のアからエまでの中から正しいものを１つ選び
なさい。

ア　 x の値と y の値の和は，いつも３である。

イ　 y の値から x の値をひいた差は，いつも３である。

ウ　 x の値と y の値の積は，いつも３である。

エ　 x の値が０でないとき，y の値を x の値でわった商は，いつも	
３である。

9
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中数Ａ−24

（２）	 比例 y ＝２x のグラフ上にある点の座標を，下のアからオまで
の中から１つ選びなさい。

ア　（２，０）

イ　（２，１）

ウ　（-１，２）

エ　（０，２）

オ　（１，２）
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中数Ａ−25

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	下の表は，y が x に反比例する関係を表したものです。 に
当てはまる数を求めなさい。

x … -２ -１ ０ １ ２ ３ …

y … -６ -１２ １２ ６ …

10
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中数Ａ−26

（２）	 下のアからオまでの中に，反比例 y ＝
x

６
のグラフがあります。

正しいものを１つ選びなさい。

ア イ

Ｏ

-５
５

-５

５

y

x
Ｏ-５

５

-５

５

y

x

ウ エ

Ｏ

-５
５

-５

５

y

x
Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

オ

Ｏ

-５
５

-５

５

y

x
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中数Ａ−27

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	点（-１，-４）を，解答用紙の図の中に 印で示しなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

11
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中数Ａ−28

（２）	 次の図の直線は，一次関数のグラフを表しています。このグラフ
について，x と y の関係を表す式を，下のアからオまでの中から１
つ選びなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

ア　 y ＝２x+１

イ　 y ＝３x+１

ウ　 y ＝ x+２

エ　 y ＝２x

オ　 y ＝３x
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中数Ａ−29

下のアからオまでの中に，y が x の一次関数であるものがあります。
正しいものを１つ選びなさい。

ア　面積が６０cm2 の長方形で，縦の長さが x cm のときの横の長さ
y cm

イ　１５００ｍの道のりを x m 歩いたときの残りの道のり y m

ウ　身長 x cm の人の体重 y kg

エ　６ｍのリボンを x 人で同じ長さに分けるときの１人分の長さ y m

オ　ある地点での午後 x 時の気温 y ℃

12
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中数Ａ−30

次の図の直線は，二元一次方程式 ２x+ y ＝６ のグラフを表してい	
ます。このとき，この方程式の解である x，y の値の組を座標とする
点について，下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

Ｏ-５ ５

-５

５

y

x

ア　解である x，y の値の組を座標とする点はない。

イ　解である x，y の値の組を座標とする点は１つだけある。

ウ　解である x，y の値の組を座標とする点は２つだけある。

エ　解である x，y の値の組を座標とする点は無数にあり，
	 その x，y の値は整数である。

オ　解である x，y の値の組を座標とする点は無数にあり，
	 その x，y の値は整数であるとは限らない。

13
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中数Ａ−31

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	表と裏の出方が同様に確からしい硬貨があります。この硬貨を続
けて投げたところ，はじめから３回続けて表が出ました。さらにも
う１回投げて，４回目の表と裏の出方を調べます。４回目の表と裏
の出る確率について，下のアからエまでの中から正しいものを１つ
選びなさい。

ア　表の出る確率の方が裏の出る確率よりも大きい。

イ　表の出る確率の方が裏の出る確率よりも小さい。

ウ　表の出る確率と裏の出る確率は等しい。

エ　表の出る確率と裏の出る確率の大小は決まらない。

14
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中数Ａ−32

（２）	 下の図のように，１から３までの数字を１つずつ書いた３枚の
カードがあります。この３枚のカードをよくきって，同時に２枚ひ
くとき，２枚とも奇数のカードである確率を求めなさい。

１ ２ ３
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中数Ａ−33

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	Ａ中学校とＢ中学校の３年生に対して，通学時間を調査しました。
下の度数分布表は，その結果を学校ごとにまとめたものです。

階級（分）
Ａ中学校 Ｂ中学校
度数（人） 度数（人）

以上	未満
　０～１０ ４ １
１０～２０ ９ ２
２０～３０ １６ ８
３０～４０ ２３ １４
４０～５０ ２２ １７
５０～６０ １６ １２
６０～７０ １０ ６
合計 １００ ６０

	 	 この度数分布表をもとに，全体の人数に対する通学時間が３０分
未満の人の割合は，Ａ中学校とＢ中学校でどちらが大きいかを調べ
ます。その方法について，下のアからオまでの中から正しいものを
１つ選びなさい。

ア　通学時間が３０分未満の階級について，Ａ中学校，Ｂ中学校
の度数の合計を求め，その大小を比較する。

イ　通学時間が３０分未満の階級それぞれについて，Ａ中学校，
Ｂ中学校の相対度数を求め，その合計の大小を比較する。

ウ　通学時間が２０分以上３０分未満の階級について，Ａ中学校，
Ｂ中学校の度数の大小を比較する。

エ　通学時間が２０分以上３０分未満の階級について，Ａ中学校，
Ｂ中学校の相対度数を求め，その大小を比較する。

オ　Ａ中学校とＢ中学校では人数が違うので，比較することはで
きない。

15
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中数Ａ−34

（２）	 ある中学校のバスケットボール部の生徒が，フリースローを１０
回ずつ行いました。下の図は，ボールの入った回数と人数の関係を
表したものです。ボールの入った回数の最

さい

頻
ひん

値
ち

を求めなさい。

（人）

（回）

人
数

ボールの入った回数

１５

１０

５

０
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ９８ １０
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これで，数学Ａの問題は終わりです。
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平成 24年度　全国学力・学習状況調査

平成24年 4月　	文部科学省
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注　意
１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。
２　調査問題は，１ページから 12 ページまであります。
３　解答は，すべて解答用紙（解答冊子の「数学Ｂ」）に
記入してください。

４　解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル
も可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄
を黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入し
てください。解答欄からはみ出さないように書いてく
ださい。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。
８　解答用紙の解答欄は，裏面にもあります。
９　調査時間は，45 分間です。
10　 「数学Ｂ」の解答用紙に，組，出席番号，性別を記
入し，マーク欄を黒く塗りつぶしてください。

中 学 校 第 ３ 学 年

数学 Ｂ
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中数Ｂ−1

下の表は，国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）と気象衛星ひまわり７号
についての情報です。

国際宇宙ステーション（ＩＳＳ） 気象衛星ひまわり７号

ＩＳＳ ひまわり７号

全長  約１０８．５ｍ×約７２．８ｍ
（サッカーのフィールド
 と同じくらい）

約３０ｍ

地表からの高さ（高度） 約４００km 約３５８００km

地球の周りを１周
するときにかかる時間

約１．５時間 約２４時間

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１） 地球儀
ぎ

を地球に見立て，地球とＩＳＳやひまわり７号の位置関係
について考えます。ＩＳＳが地球儀の表面から１cm の高さを回っ
ているとすると，ひまわり７号は地球儀の表面からおよそ何 cm の
高さを回っていることになりますか。下のアからオまでの中から正
しいものを１つ選びなさい。

ア　約９cm イ　約１６cm ウ　約３６cm

エ　約９０cm オ　約４００cm

1

気象衛星ひまわり７号の写真
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中数Ｂ−2

（２） 人工衛星が地球の周りを通る道すじのことを軌
き

道
どう

といいます。
ＩＳＳとひまわり７号が地球を１周するときの軌道の長さの差は，
次のように求めることができます。

　右の図のように，地球を半径 r km の球，
人工衛星の軌道を円とすると，ＩＳＳの軌
道の半径は（ r +４００）km，軌道の長さ
は２π（ r +４００）km となります。
　ひまわり７号の軌道の長さも同じよう
に考えると，２つの人工衛星の軌道の長
さの差は，次のように計算できます。

　２π（ r +３５８００）-２π（ r +４００）
＝２πr +２π#３５８００-２πr -２π#４００
＝２π#３５８００-２π#４００
＝２π#（３５８００-４００）
＝２π#３５４００
＝７０８００π

r

高度

地球の半径

ＩＳＳの軌道

４００

  このように，２つの人工衛星の軌道の長さの差は約７０８００πkm
であることが分かります。

  上の からは，この軌道の長さの差について，さらに分
かることがあります。下のア，イの中から正しいものを１つ選びな
さい。また，それが正しいことの理由を説明しなさい。

ア　軌道の長さの差は，地球の半径の値によって決まる。

イ　軌道の長さの差は，地球の半径の値に関係なく決まる。
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中数Ｂ−3

智也さんは，連続する３つの自然数の和がどんな数になるかを調べ
ています。

１，２，３  のとき  １+２+３＝  ６
２，３，４  のとき  ２+３+４＝  ９
３，４，５  のとき  ３+４+５＝１２

上で調べたことから，智也さんは，次のことを予想しました。

智也さんの予想

連続する３つの自然数の和は，３の倍数になる。

７，８，９のときは，
７＋８＋９＝ 24
24 ＝３×８
予想どおり，このときも
３の倍数になっている。

2

  6 ＝ 3 × 2
  9 ＝ 3 × 3
12 ＝ 3 × 4
３つとも３の倍数
になっているね。
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中数Ｂ−4

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１） 智也さんの予想がいつでも成り立つことを説明します。下の説明
を完成しなさい。

説明

連続する３つの自然数のうち，最も小さい数を n とすると，
連続する３つの自然数は，n，n +１，n +２ と表される。
したがって，連続する３つの自然数の和は，

n +（ n +１）+（ n +２）＝

（２） 智也さんは，連続する３つの自然数を，連続する３つの偶数に変
えたとき，その和がどんな数になるかを考えてみたいと思い，いく
つかの場合を調べました。

 ２， ４， ６   のとき　   ２+ ４+ ６＝１２
 ８，１０，１２   のとき　   ８+ １０+ １２＝３０
２０，２２，２４   のとき　  ２０+ ２２+ ２４＝６６
　　　 ⋮　　　　　　　　　　　　  ⋮

  連続する３つの偶数の和は，どんな数になると予想できますか。
前ページの智也さんの予想の書き方のように「 　　 は，……になる。」 
という形で書きなさい。

３の倍数であることを説明するには，
３と自然数の積になることをいえば
いいんだ。

153



中数Ｂ−5

１９９８年生まれの美咲さんは，この年に行われた長野オリンピック
で日本チームが金メダルをとったスキージャンプ競技に興味をもちま
した。この競技では，飛んだ距離の大きさと姿勢の美しさを競います。

美 咲 さ ん は， こ の と き の 日 本 チ ー ム の 
原
はら

田
だ

雅
まさ

彦
ひこ

選手と船
ふな

木
き

和
かず

喜
よし

選手の飛んだ距
離の記録について調べました。下の２つの
ヒストグラムは，１９９８年シーズンの長野
オリンピックまでのいくつかの国際大会
で，二人が飛んだ距離の記録をまとめたも
のです。たとえば，このヒストグラムから，
二人とも１０５ｍ以上１１０ｍ未満の距離を
３回飛んだことが分かります。

原田選手の記録

１０

５

０
７０ ７５６５ ８０ ８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５ １４０ （m）

（回）

船木選手の記録

１０

５

０
７０ ７５６５ ８０ ８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５ １４０ （m）

（回）

3

原田雅彦選手と
船木和喜選手の写真
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中数Ｂ−6

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１） 前ページの二人のヒストグラムから，原田選手と船木選手の飛ん
だ回数が同じであることが分かります。その回数を求めなさい。

（２） 美咲さんは，もしこの二人がもう１回ずつ飛んだとしたら，どち
らの選手がより遠くへ飛びそうかを，二人のヒストグラムをもとに
考えてみたいと思いました。

  二人のヒストグラムを比較して，そこから分かる特徴をもとに，
次の１回でより遠くへ飛びそうな選手を一人選ぶとすると，あなた
ならどちらの選手を選びますか。下のア，イの中からどちらか一方
の選手を選びなさい。また，その選手を選んだ理由を，二人のヒス
トグラムの特徴を比較して説明しなさい。どちらの選手を選んで説
明してもかまいません。

ア　原田選手

イ　船木選手
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中数Ｂ−7

直線ℓ上の点Ｐを通るℓの垂線は，下の手順 １ ， ２ ， ３ で，図１
のように作図することができます。

手順　　点Ｐを中心として適当な半径の
円をかき，直線ℓとの交点を点Ａ， 
点Ｂとする。

手順　　点Ａ，点Ｂを中心として，等し
い半径の円を交わるようにかき，
その交点の１つを点Ｑとする。

手順　　点Ｐと点Ｑを通る直線をひく。

１

２

３
ℓ ＰＡ Ｂ

Ｑ
図１

１

２

３

２

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） 図１の点Ｑ，Ａ，Ｐ，Ｂを順に結ぶと， ＱＡＢができます。こ
の ＱＡＢを紙にかいて直線ＰＱを折り目として折ったとき，点Ａ
が重なるのはどの点ですか。その点の記号を書きなさい。

（２） 図１の直線ＰＱが直線ℓの垂線であることを示すために，ＰＱ⊥ℓ 
を証明します。手順 １ からＡＰ＝ＢＰ，手順 ２ からＱＡ＝ＱＢとな
ることが分かります。これらをもとに， ＱＡＰ≡ ＱＢＰを示し，
下の証明を完成しなさい。

証明

ＱＡＰと ＱＢＰにおいて，

合同な三角形の対応する角は等しいから，
∠ＡＰＱ＝∠ＢＰＱ
∠ＡＰＱ+∠ＢＰＱ＝∠ＡＰＢ＝１８０°なので，
∠ＡＰＱ＝∠ＢＰＱ＝９０°
したがって，ＰＱ⊥ℓ

ℓ ＰＡ Ｂ

Ｑ

4
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中数Ｂ−8

（３） 点Ｐが直線ℓ上にない場合も， ℓの垂線を前ページの手順 １ ，
２ ， ３ で，図２のように作図することができます。

図２　点 P が直線ℓ上にない

ℓ

Ｑ

Ａ Ｂ

Ｐ

３

２２

１

  図１（前ページ）と図２のように，点Ｐが直線ℓ上にある場合も 
ℓ上にない場合も，同じ手順 １ ， ２ ， ３ で垂線が作図できます。
このように作図できるのは，この手順による点Ｑ，Ａ，Ｐ，Ｂを順
に結んでできる図形が，どちらの場合も，ある性質をもつ図形だか
らです。その図形が下のアからエまでの中にあります。正しいもの
を１つ選びなさい。

ア　直線ＰＱを対称の軸とする線対称な図形

イ　直線ℓを対称の軸とする線対称な図形

ウ　点Ｑを対称の中心とする点対称な図形

エ　直線ℓと直線ＰＱの交点を対称の中心とする点対称な図形
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中数Ｂ−9

江戸時代の数学書「塵
じん

劫
こう

記
き

」には，日常生活で役立つ様々な計算が
紹介されています。下の図は，木の高さの求め方を紹介した部分です。

翔
しょう

太
た

さんは，この内容に興味をもち，木の高さの求め方を，次の
ようにまとめました。

木の高さの求め方

手順
　 木の一番高い位置をＡ，根元をＢとする。

地面と平行な直線に対してＡが４５°の
方向に見える位置に移動する。

２  そのときの目の位置をＣ，足元をＤ
とし，ＣＤ，ＤＢの長さを測る。

３  ＣＤの長さとＤＢの
長さをたすと，高さ
ＡＢが求まる。

ポイント
◎点Ｃを通りＤＢと平行な直線とＡＢの交点をＥとする。
ＡＢの長さは直接測れないので，ＡＢをＡＥとＥＢに分け，
それぞれの長さを他の長さに置き換えて測っている。

◎木と人は地面に対して垂直に立っていると考えると，
ＡＢ⊥ＤＢ，ＣＤ⊥ＤＢ，∠ＡＥＣ＝９０°となる。

１
Ａ

ＢＤ

ＥＣ
４５°

5

寛永４年（１６２７年）刊行の塵劫記より
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中数Ｂ−10

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） 目の高さＣＤが１．２ｍ，ＤＢの長さが８．３ｍであるとき，前ページ 
の木の高さの求め方にしたがって，木の高さＡＢを求めなさい。

（２） 木の高さの求め方の手順 ２ でＣＤ，ＤＢの長さを測っているのは，
ＥＢをＣＤに，ＣＥをＤＢに，それぞれの長さを置き換えているか
らです。そのようにしてよいのは，四角形ＣＤＢＥが長方形だから
です。ここで用いられている長方形の性質について，下のアからエ
までの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　長方形の４つの角はすべて等しい。

イ　長方形の２組の向かい合う辺はそれぞれ平行である。

ウ　長方形の２組の向かい合う辺の長さはそれぞれ等しい。

エ　長方形の対角線の長さは等しい。

（３） 木の高さの求め方では，ＣＥの長さを直接測る代わりに，次のよ
うな方法を用いて，ＣＥの長さを求められるようにしています。

長方形の性質を用いて，ＣＥの長さをＤＢの長さに置き換える。

  ＡＥについてもその長さを直接測る代わりに，手順 １ で ＡＣＥ

の∠ＡＣＥを４５°にすることによって，ＡＥの長さを求められるよ
うにしています。その方法を，上の のように説明しなさい。
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中数Ｂ−11

涼
りょう

太
た

さんと七
なな

海
み

さんは，多角形の外角の和が３６０°であることをも
とに，正多角形の１つの外角の大きさについて調べています。

涼太さんは，まず正五角形の１つの外角の大きさを次のように求め
ました。

正多角形の外角の大きさはどれも
等しいから，正五角形の１つの外角
の大きさは，外角の和３６０°を頂点
の数５でわって求められます。

３６０°'５＝７２°
だから，正五角形の１つの外角の

大きさは７２°です。

７２°
７２°

７２°

７２°

７２°

七海さんは，正五角形以外の正多角形でも，同じように１つの外角
の大きさを求められることに気づきました。

　たとえば正三角形のときは，頂点の数が３だ
から，外角の和３６０°を３でわって，１つの外
角の大きさを１２０°と求められるね。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） 正十二角形の１つの外角の大きさを求めなさい。

6

160



中数Ｂ−12

（２） 正多角形の１つの外角の大きさについて，「正多角形の頂点の数
を決めると，それにともなって正多角形の１つの外角の大きさがた
だ１つ決まる」という関係があることが分かります。

  下線部を，次のように表すとき， と に
当てはまる言葉を書きなさい。

は の関数である。

（３） 涼太さんと七海さんは，正多角形の頂点の数と１つの外角の大き
さの間にある関係がどのような関数であるかを調べるために，分
かったことを次のようにまとめました。

まとめ

◎頂点の数がいくつでも，外角の和は３６０°で一定である。
◎１つの外角の大きさはすべて等しい。

だから，正多角形の１つの外角の大きさは，正多角形の外角
の和を頂点の数でわることによって求められる。

  正多角形の頂点の数が x のときの１つの外角の大きさを y°とし
ます。このとき，上のまとめから，x と y の間にある関係はどのよ
うな関数であるといえますか。下のアからウまでの中から正しいも
のを１つ選びなさい。また，それが正しいことの理由を説明しなさ
い。

ア　比例

イ　反比例

ウ　比例ではない一次関数
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これで，数学Ｂの問題は終わりです。
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解 答 用 紙
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正 答 (例）
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172



→
解

答
類

型
P.
18
4
～

18
5
参

照
→

解
答

類
型

P.
18
6
～

18
7
参

照

２
４

９

１
３

３
５

－
９
７
０

１
１

→
解

答
類

型
P.
18
5
～

18
6
参

照
→

解
答

類
型

P.
18
8
～

18
9
参

照

２

＋

３


－
９

０
，

７
８

，
１
０
０

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」 や

「 Ⅴ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち

ら も 参 照 さ れ た い 。
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→
解

答
類

型
P.
18
9
～

19
0
参

照
→

解
答

類
型

P.
19
1
参

照

→
解

答
類

型
P.
19
1
参

照
→

解
答

類
型

P.
19
4
参

照

→
解

答
類

型
P.
19
4
参

照

→
解

答
類

型
P.
19
2
参

照
→

解
答

類
型

P.
19
4
参

照

４

→
解

答
類

型
P.
19
0
参

照

１ ｜ ３

→
解

答
類

型
P.
19
3
参

照
→

解
答

類
型

P.
19
5
参

照

４

→
解

答
類

型
P.
19
1
参

照

△
Ａ
Ｂ
Ｃ

＝
△

Ｄ
Ｂ
Ｃ

Ａ
Ｄ

∥
Ｂ
Ｃ

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」 や

「 Ⅴ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち

ら も 参 照 さ れ た い 。
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→
解

答
類

型
P.
19
8
～

19
9
参

照

(
例

)
連

続
す

る
３

つ
の

偶
数

の
和

は
，

６
の

倍
数

に
な

る
。

(
例

)
軌

道
の

長
さ

の
差

を
計

算
す

る
過

程
で

，
r

の
項

が
な

く
な

る
の

→
解

答
類

型
P.
20
2
～

20
3
参

照
で

，
軌

道
の

長
さ

の
差

は
，

地
球

の
半

径
の

値
に

関
係

な
く

決
ま

る
。

２
０

(
例

)
原

田
選

手
の

記
録

の
方

が
船

木
選

→
解

答
類

型
P.
20
0
～

20
2
参

照
手

の
記

録
よ

り
１
３
０

ｍ
以

上
の

階
級

の
累

積
度

数
が

大
き

い
の

で
，

原
田

選
手

の
方

が
次

の
１

回
で

よ
り

遠
く

へ
飛

び
そ

う
な

選
手

で
あ

る
。

だ
か

(
例

)
３
（

＋

１
）

ら
，

原
田

選
手

を
選

ぶ
。


＋

１
は

自
然

数
だ

か
ら

，
３
（

＋

１
）

は
３

の
倍

数
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

，
連

続
す

る
３

つ
の

自
然

数
の

和
は

，
３

の
倍

数
で

あ
る

。

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」 や

「 Ⅴ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち

ら も 参 照 さ れ た い 。
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→
解

答
類

型
P.
20
4
～

20
5
参

照

Ｂ
(
例

)
二

等
辺

三
角

形
の

性
質

を
用

い
て

，
Ａ
Ｅ

の
長

さ
を

Ｃ
Ｅ

の
長

さ
に

置
き

換
え

る
。

(
例

)
→

解
答

類
型

P.
20
7
～

20
9
参

照

手
順

１
よ

り
，

３
０

Ａ
Ｐ

＝
Ｂ
Ｐ

…
…

①
手

順
２

よ
り

，
Ｑ
Ａ

＝
Ｑ
Ｂ

…
…

②
共

通
な

辺
は

等
し

い
の

で
，

正
多

角
形

の
１

つ
の

外
角

の
大

き
さ

Ｐ
Ｑ

＝
Ｐ
Ｑ

…
…

③
①

，
②

，
③

よ
り

，
３

組
の

辺
が

そ
れ

ぞ
れ

等
し

い
か

ら
，

正
多

角
形

の
頂

点
の

数
△

Ｑ
Ａ
Ｐ

≡
△

Ｑ
Ｂ
Ｐ

(
例

)
正

多
角

形
の

外
角

の
和

は
３
６
０
°
で

一
定

で
あ

り
，

１
つ

の
外

角
の

大
き

さ
は

全
て

等
し

い
の

で
，

と


の
関

係
を

式
で

表
す

と
，

３
６
０

a

＝

と
な

る
。

こ
の

式
は

，

＝




の
形

を
し

て
い

る
の

で
，


は

に

反
比

例
す

る
。

→
解

答
類

型
P.
20
5
～

20
7
参

照

９
．５

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」 や

「 Ⅴ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち

ら も 参 照 さ れ た い 。
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点 字 問 題（抜 粋）

177



中数Ａ（点字）− 10

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（２）	下の図の ＰＱＲを，直線ℓを軸として対称移動した図形の頂点
を，図のＡからＨまでの中からすべて選びなさい。

ℓ

Ｐ Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｆ

Ｃ

Ｇ

Ｄ

ＨＱ Ｒ

4

178



中数Ａ（点字）− 15

次の（１）から（４）までの各問いに答えなさい。

（３）	右の図のような三角柱があります。折り曲げ
て組み立てると，この立体になるものが，下の
アからウまでの中にあります。正しいものを１
つ選びなさい。

ア

イ

ウ

5

底面の図

側面の図
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中数Ａ（点字）− 26

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（２）	下のアからエまでの中に，反比例 y ＝
x

６
のグラフがあります。

正しいものを１つ選びなさい。

ア イ

Ｏ

y

x
Ｏ

y

x

ウ エ

Ｏ

y

x
Ｏ

y

x

10
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中数Ａ（点字）− 27

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	点（-１，-４）を，下の図の中のＡからＤまでの中から１つ選び
なさい。

Ｏ-５ ５

-５

５
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

y

x

11
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Ⅴ 解 答 類 型

Ａ 主として「知識」に関する問題
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解答類型【中学校数学】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (1) ２４ と解答しているもの。 １◎

９６ と解答しているもの。 ２

上記１，２以外で，公倍数を解答しているもの。 ３

４ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) １３ と解答しているもの。 １◎

（＋１３と解答しているものを含む。）

－１ と解答しているもの。 ２

－１３ と解答しているもの。 ３

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) －９７０ と解答しているもの。 １◎

－７００ と解答しているもの。 ２

－９９７ と解答しているもの。 ３

－１０３０ と解答しているもの。 ４

－１３００ と解答しているもの。 ５

－１００３ と解答しているもの。 ６

９７０ と解答しているもの。 ７

１０３０ と解答しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

※複数の類型に該当する類型については，上位の類型に分類する。（以下同様。）
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (4) １１ と解答しているもの。 １◎

（＋１１と解答しているものを含む。以下同様。）

７ と解答しているもの。 ２

－１１ と解答しているもの。 ３

１４ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

２ (1) ２＋３ と解答しているもの。 １◎

（項の順は不問。同値な式を含む。以下同様。）

２＋７ と解答しているもの。 ２

５ と解答しているもの。 ３

６ と解答しているもの。 ４

上記３，４以外で，９ など，の単項式を解答しているもの。 ５

２ など，の単項式を解答しているもの。 ６

３ など，の単項式を解答しているもの。 ７

７＋２ または ７－２と解答しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) －９ と解答しているもの。 １◎

９ と解答しているもの。 ２

－６ と解答しているもの。 ３

６ と解答しているもの。 ４

－９ など，の単項式を解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ (3) ０，７８，１００ と解答しているもの。 １◎

（順番は不問。以下同様。）

７８，１００ と解答しているもの。 ２

７８ と解答しているもの。 ３

上記１～３以外で，偶数のみを解答しているもの。 ４

１，７８，１００ と解答しているもの。 ５

０，１，７８，１００ と解答しているもの。 ６

上記５，６以外で，１を含み０，７８，１００のうち１つ以上を解答しているもの。 ７

１，３５ の両方，もしくは一方を解答しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(4) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

３ (1) （＝）９ と解答しているもの。 １◎

（＝）１６ と解答しているもの。 ２

（＝）４ と解答しているもの。 ３

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

３ (2) （a＝）３，（b＝）５ と解答しているもの。 １◎

aの値のみを正しく解答しているもの。 ２

bの値のみを正しく解答しているもの。 ３

（a＝）５，（b＝）３ と解答しているもの。 ４

aの値を－３と解答しているもの。（bの値は不問。） ５

aの値を１と解答しているもの。（bの値は不問。） ６

または
５bの値を － と解答しているもの。（aの値は不問。）
３

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(4) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) 下の図の位置に，△ＡＢＣを対称移動した図形をかいているもの。（多少の線のゆがみ １◎

などは問わない。軸と垂直な直線など作図のための補助線は残っていてもよい。以下

同様。）

下の図の位置に，△ＡＢＣを平行移動した図形をかいているもの。 ２

下の図の位置に，△ＡＢＣを点対称移動した図形をかいているもの。 ３

上記以外で，△ＡＢＣと合同な三角形をかいているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

ℓ

ℓ

ℓ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ (3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

５ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

５ (4) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

６ (1) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

７ ①に △ＡＢＣ＝△ＤＢＣ と解答し，②に ＡＤ∥ＢＣ と解答しているもの。 １◎

①に △ＡＢＣ≡△ＤＢＣ と解答し，②に ＡＤ∥ＢＣ と解答しているもの。 ２

①に ＡＤ∥ＢＣ と解答し，②に △ＡＢＣ＝△ＤＢＣ と解答しているもの。 ３

①に ＡＤとＢＣが平行でない と解答し，②に △ＡＢＣ≠△ＤＢＣ と解答しているもの。 ４

①に △ＡＢＣ＝△ＤＢＣ と解答しているもの。 ５

②に ＡＤ∥ＢＣ と解答しているもの。 ６

上記以外の解答 ９

無解答 ０

８ ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

９ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

10 (1) ４ と解答しているもの。 １◎

－４ と解答しているもの。 ２

１２ と解答しているもの。 ３

０ と解答しているもの。 ４

３ と解答しているもの。 ５

２ と解答しているもの。 ６

１ と解答しているもの。 ７

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

11 (1) 下の図のように，（－１，－４）の位置に印をつけているもの。 １◎

（－４，－１） の位置に印をつけているもの。 ２

（１，－４） の位置に印をつけているもの。 ３

（－１，４） の位置に印をつけているもの。 ４

（１，４） の位置に印をつけているもの。 ５

直線をかいているもの。 ６

下の図のように，軸，軸にそれぞれ１つずつ印をつけているもの。 ７

例１ 例２

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

O－５ ５

－５

５





O－５ ５

－５

５





O－５ ５

－５

５
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

12 ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

13 ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

14 (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) と解答しているもの。（ と解答しているものを含む。） １◎
１
｜
３

２
｜
６

と解答しているもの。（ と解答しているものを含む。） ２
２
｜
３

４
｜
６

と解答しているもの。（ と解答しているものを含む。） ３
１
｜
２

３
｜
６

と解答しているもの。 ４
１
｜
６

分母が９である分数を解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

15 (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２◎

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ４ と解答しているもの。 １◎

１２ と解答しているもの。 ２

５ と解答しているもの。 ３

８ と解答しているもの。 ４

１ と解答しているもの。 ５

平均値を計算した値を解答しているもの。 ６

例１ ４．７

１８３
例２ ３９

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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解 答 類 型

Ｂ 主として「活用」に関する問題
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解答類型【中学校数学】

Ｂ 主として「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (1) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４◎

オ と解答しているもの。 ５

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) (正答の条件)

イを選択し，次の(a)，(b)のいずれかについて記述しているもの。

(a) 軌道の長さの差を求める計算過程で，r（地球の半径）の項が消去されること。

(b) 軌道の長さの差を表す式７０８００πに，r（地球の半径）が含まれていないこと。

（正答例）

例１ 軌道の長さの差を計算する過程で，r の項がなくなるので，軌道の長さの差は，

地球の半径の値に関係なく決まる。（解答類型１）

例２ 軌道の長さの差を表す式の７０８００πには r が含まれていないので，軌道の長

さの差は，地球の半径の値に関係なく決まる。（解答類型３）

イ (a)について記述しているもの。（結論がなくてもよい。以下同様。） １◎

を

選 例１ ＩＳＳとひまわり７号の軌道の長さを表すそれぞれの式で，地球の半径 r
択 の係数は等しいので，差を計算すると r の項が打ち消されるから，地球の

半径の値は関係ない。

例２ 軌道の長さの差を計算する途中の式で r がなくなるから。

(a)について，計算過程に着目していることについての記述が十分でなく， r の ２○

項が消去されることについて記述しているもの。

例 地球の半径の値を表す文字 r が消えるから。
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

１ (2) イ (b)について記述しているもの。 ３◎

を

選 例１ 軌道の長さの差を表す式の７０８００πに r がないから。

択

例２ 答えに地球の半径の値を表す文字がないから。

(b)について，計算結果に着目していることについての記述が十分でなく， r が ４○

含まれていないことについて記述しているもの。

例 r が含まれていないから。

(a)，(b)についての記述はないが，軌道の長さの差や地球の半径に着目して記 ５

述しているもの。

例１ ＩＳＳとひまわり７号の軌道の長さを表すそれぞれの式で，地球の半径 r
の係数は等しいから。

例２ 軌道の長さの差を表す式は７０８００πだから。

選択肢イに当たる事柄のみを記述しているもの。 ６

例１ 軌道の長さの差は，地球の半径の値に関係なく決まるから。

例２ r に関係なく決まるから。

上記以外の解答，または無解答 ７

アを選択しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ (1) （正答の条件）

＜３(＋１）と計算している場合＞

次の(a)，(b) を記述している。

(a) ＋１は自然数だから，

(b) ３(＋１）は３の倍数である。

＜３＋３と計算している場合＞

次の(c)，(d) を記述している。

(c) ３，３が３の倍数で，３の倍数の和は３の倍数だから，

(d) ３＋３は３の倍数である。

（正答例）

例１ ３(＋１)

＋１は自然数だから，３(＋１）は３の倍数である。

したがって，連続する３つの自然数の和は，３の倍数である。(解答類型１)

例２ ３＋３

３，３が３の倍数で，３の倍数の和は３の倍数だから，

３＋３は３の倍数である。

したがって，連続する３つの自然数の和は，３の倍数である。(解答類型５)

３(＋１) (a)，(b)の両方を記述しているもの。 １◎

例 ３(＋１)

＋１は自然数だから，３(＋１）は３の倍数である。

(a)，(b)のどちらか一方を記述しているもの。 ２○

＜(a)のみを記述しているもの＞

例 ３(＋１)

(＋１）は自然数だから。

＜(b)のみを記述しているもの＞

例 ３(＋１)

よって，３(＋１）は３の倍数である。

(a)，(b)の両方を記述していないもの。 ３○

例 ３(＋１)

(a)，(b)の記述に誤りがあるもの。 ４

３＋３ (c)，(d)の両方を記述しているもの。 ５◎

例 ３＋３

３，３が３の倍数で，３の倍数の和は３の倍数だから，

３＋３は３の倍数である。
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ (1) ３＋３ (c)，(d)のどちらか一方を記述しているもの。 ６○

＜(c)のみを記述しているもの＞

例 ３＋３

３，３が３の倍数だから。

＜(d)のみを記述しているもの＞

例 ３＋３

よって，３＋３は３の倍数である。

(c)，(d)の両方を記述していないもの。 ７

例 ３＋３

(c)，(d)の記述に誤りがあるもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) （正答の条件）

「○○は，◇◇になる。」という形で，次の(a)，(b)または(a)，(c)の条件を満たし，

成り立つ事柄を記述している。

(a) ○○が，「連続する３つの偶数の和」である。

(b) ◇◇が，「６の倍数」である。

(c) ◇◇が，次のいずれかである。

・３の倍数

・２の倍数（偶数でも可。）

・中央の偶数の３倍

（正答例）

例 連続する３つの偶数の和は，６の倍数になる。（解答類型１）

(a)，(b)の条件を満たして記述しているもの。 １◎

(a)の「連続する３つの偶数の和」に関する記述が十分でなく，(b)の条件を満たして ２○

記述しているもの。

例 和は，６の倍数になる。

(a)の「連続する３つの偶数の和」に関する記述がなく，(b)の条件を満たして記述し ３

ているもの。

例 ６の倍数になる。

(a)，(c)の条件を満たして記述しているもの。 ４◎

例 連続する３つの偶数の和は，中央の偶数の３倍になる。

(a)の「連続する３つの偶数の和」に関する記述が十分でなく，(c)の条件を満たして ５○

記述しているもの。

例 和は，３の倍数になる。
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

２ (2) (a)の「連続する３つの偶数の和」に関する記述がなく，(c)の条件を満たして記述し ６

ているもの。

例 ３の倍数になる。

(a)の条件を満たし，(b)，(c)以外に成り立つ事柄を記述しているもの。（(a)の「連 ７○

続する３つの偶数の和」に関する記述が十分でないものを含む。）

例 連続する３つの偶数の和は，整数になる。

「○○は，◇◇になる。」という形で，(a)の条件を満たし，成り立たない事柄を記述 ８

しているもの。（(a)の「連続する３つの偶数の和」に関する記述が十分でないものを

含む。）

例 連続する３つの偶数の和は，奇数になる。

上記以外の解答 ９

無解答 ０

３ (1) ２０ と解答しているもの。 １◎

１９ または ２１ と解答しているもの。 ２

４０ と解答しているもの。 ３

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) （正答の条件）

二人のヒストグラムを比較して，次のことについて記述しているもの。

<アを選択した場合>

次の(a)，(b)のいずれかについて記述している。

(a) 原田選手の１３０ｍ以上（または１３５ｍ以上）の階級の累積度数が大きいこと。

(b) 原田選手の最大値を含む階級の中央の値が大きいことなど，原田選手が選ばれ

る根拠となるヒストグラムの特徴。

<イを選択した場合>

次の(c)，(d)のいずれかについて記述している。

(c) 船木選手の１０５ｍ以上（または１１０ｍ以上，または１１５ｍ以上）の階級の累積

度数が大きいこと。または，船木選手の１１５ｍ未満（または１１０ｍ未満）の階級

の累積度数が小さいこと。

(d) 船木選手の最小値を含む階級の中央の値が大きいことなど，船木選手が選ばれ

る根拠となるヒストグラムの特徴。

（正答例）

例１ 原田選手の記録の方が船木選手の記録より１３０ｍ以上の階級の累積度数が大き

いので，原田選手の方が次の１回でより遠くへ飛びそうな選手である。だから，

原田選手を選ぶ。（解答類型１）

例２ 船木選手の記録の方が原田選手の記録より範囲が小さく，階級の中央の値の大

きいところに記録が集まっているので，船木選手の方が次の１回でより遠くへ飛

びそうな選手である。だから，船木選手を選ぶ。（解答類型５）
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

３ (2) ア (a)，(b)のいずれかについて記述しているもの。（結論はなくてもよい。以下同 １◎

を 様。）

選

択 例１ 原田選手の記録の方が船木選手の記録より１３０ｍ以上の累積度数が大き

い。

例２ 原田選手の方が船木選手より最大値を含む階級の中央の値が大きい。

二人のヒストグラムを比較する記述が十分でなく，(a)，(b)のいずれかについ ２○

て記述しているもの。

例１ 原田選手の１３０ｍ以上の累積度数は大きい。

例２ 船木選手の最大値を含む階級の中央の値は小さい。

ヒストグラムに着目して記述しているが，原田選手が選ばれる根拠として誤り ３

があるものや，ヒストグラムの読み取りに誤りがあるもの。

例１ 原田選手の１２５ｍ以上１３０ｍ未満の階級の度数は１である。

例２ 原田選手の方が船木選手より範囲が小さい。

上記以外の解答，または無解答 ４

イ (c)，(d)のいずれかについて記述しているもの。 ５◎

を

選 例１ 船木選手の方が１１５ｍ未満を飛んだ合計の回数が少ない。

択

例２ 船木選手の方が最小値が大きく，範囲が小さい。

二人のヒストグラムを比較する記述が十分でなく，(c)，(d)のいずれかについ ６○

て記述しているもの。

例１ 船木選手の１０５ｍ以上の累積度数は大きい。

例２ 原田選手の最小値は小さい。

ヒストグラムに着目して記述しているが，船木選手が選ばれる根拠として誤り ７

があるものや，ヒストグラムの読み取りに誤りがあるもの。

例１ 船木選手の方が１１５ｍ以上１２０ｍ未満の階級の度数が大きい。

例２ 船木選手の方が原田選手より範囲が小さい。

例３ 船木選手の方が１３５ｍ以上飛んだ回数が多い。

上記以外の解答，または無解答 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ (1) Ｂ と解答しているもの。 １◎

Ｐ と解答しているもの。 ２

Ｑ と解答しているもの。 ３

Ａ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) （正答の条件）

次の(a)，(b)，(c)，(d)とその根拠を記述し，証明しているもの。

根拠

(a) ＡＰ＝ＢＰ 手順

(b) ＱＡ＝ＱＢ 手順

(c) ＰＱ＝ＰＱ 共通な辺は等しい。

(d) △ＱＡＰ≡△ＱＢＰ ３組の辺がそれぞれ等しい。

（正答例）

手順 より，

ＡＰ＝ＢＰ ……①

手順 より，

ＱＡ＝ＱＢ ……②

共通な辺は等しいので，

ＰＱ＝ＰＱ ……③

①，②，③より，３組の辺がそれぞれ等しいから，

△ＱＡＰ≡△ＱＢＰ （解答類型１）

(a），(b)，(c)，(d)とそれぞれの根拠を記述しているもの。 １◎

(a），(b)，(c)，(d)の表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたりするが， ２○

(a），(b)，(c)，(d)の根拠を記述し，証明の筋道が正しいと分かるもの。

例 正答例で，三角形の記号(△)を書き忘れていたり，角の記号(∠)としている。

(a)，(b)，(c)，(d)の根拠が抜けていたり，根拠の表現が十分でなかったりするが， ３○

(a)，(b)，(c)，(d)を記述し，証明の筋道が正しいと分かるもの。（(a),(b),(c),(d)
の表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたりするものを含む。）

例 正答例で，｢３組の辺がそれぞれ等しいから｣を書き忘れている。

上記１～３以外で，正しく証明をしているもの。 ４◎

上記４について，表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたりするが，証明の ５○

筋道が正しいと分かるもの。

上記４について，根拠が抜けていたり，根拠の表現が十分でなかったりするが，証明 ６○

の筋道が正しいと分かるもの。（表現が十分でなかったり，記号を書き忘れていたり

するものを含む。）

１

２

２

１
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

４ (2) 仮定として，「ＰＱ⊥ℓ」や「∠ＡＰＱ＝∠ＢＰＱ」など結論を用いているもの。 ７

例 直角三角形の合同条件を用いているもの。

(a），(b)，または(a），(b)，(d)について記述しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

５ (1) ９．５ と解答しているもの。 １◎

１．２ または ８．３ と解答しているもの。 ２

７．１ と解答しているもの。 ３

９５ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

５ (3) （正答の条件）

次の(a)，(b)について記述しているもの。

(a) 二等辺三角形の性質を用いること。

(b) ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換えること。

（正答例）

例 二等辺三角形の性質を用いて，ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換える。

（解答類型１）

(a)，(b)について記述しているもの。（(a)について，△ＡＣＥの「２辺が等しい」と １◎

いう性質について述べているものを含む。）

例１ ２辺が等しい三角形の性質を用いて，ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換える。

例２ 直角二等辺三角形の性質を用いて，ＡＥの代わりにＣＥにする。

例３ 二等辺三角形の性質を用いてＡＥの長さをＣＥの長さに置き換え，長方形の性

質を用いてＣＥの長さをＤＢの長さに置き換える。

(b)について，置き換えられる長さの対応についての記述が十分でなく，(a)について ２○

記述しているもの。

例１ 二等辺三角形の性質を用いて，ＣＥの長さに置き換える。

例２ ２角が等しい△ＡＣＥの２辺が等しいという性質を用いて，ＣＥに置き換える。

例３ 二等辺三角形の性質と長方形の性質を用いて，ＡＥをＤＢに置き換える。

例４ 二等辺三角形の性質と長方形の性質を用いて，ＤＢを測る。

(a)について，二等辺三角形についての記述，または△ＡＣＥは２辺が等しいというこ ３○

とについての記述が十分でなく，(b)について記述しているもの。

例１ ２辺が等しいという性質を用いて，ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換える。

例２ ２角が等しい△ＡＣＥの性質を用いて，ＡＥをＣＥに置き換える。

(a)について，二等辺三角形についての記述，または△ＡＣＥは２辺が等しいというこ ４○

とについての記述が十分でなく，(b)について，置き換えられる長さの対応について

の記述が十分でないが，(a)，(b)のいずれについても記述しているもの。

例 ２辺が等しいという性質を用いて，ＣＥの長さに置き換える。

(b)について，上記１～４以外のことを記述しており，(a)について記述しているもの。 ５

（(a)についての記述が十分でないものを含む。）

例１ ２辺が等しい三角形の性質を用いて，ＡＥを置き換える。

例２ ２辺が等しいという性質を用いて，ＤＢに置き換える。
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問題番号 解 答 類 型 類型番号

５ (3) (a)について，上記１～４以外のことを記述しており，(b)について記述しているもの。 ６

（(b)についての記述が十分でないものを含む。）

例１ △ＡＣＥの性質を用いて，ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換える。

例２ ∠ＡＣＥを４５°にすることを用いて，ＡＥをＣＥに置き換える。

(a)のみを記述しているもの。（(a)についての記述が十分でないものを含む。） ７

(b)のみを記述しているもの。（(b)についての記述が十分でないものを含む。） ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

６ (1) ３０ と解答しているもの １◎

４０ と解答しているもの ２

６０ と解答しているもの ３

１２０ と解答しているもの ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(2) ①に 正多角形の１つの外角の大きさ と解答し，②に 正多角形の頂点の数 と解 １◎

答しているもの。（「正多角形の｣の記述が①か②のどちらか一方のみのものを含む。）

①に 外角の大きさ と解答し，②に 頂点の数 と解答しているもの。 ２○

例１ ①１つの外角の大きさ ②頂点の数

例２ ①正多角形の外角の大きさ ②頂点の数

①に 外角 と解答し，②に 頂点の数 と解答しているもの。①に 外角の大きさ ３

と解答し，②に 頂点 と解答しているもの。①に 外角 と解答し，②に 頂点

と解答しているもの。

例１ ①正多角形の１つの外角 ②頂点の数

例２ ①１つの外角の大きさ ②頂点

①に｢外角｣を用いて解答し，②に「頂点」以外の一般の多角形に関する用語を用いて解 ４

答しているもの。または②に｢頂点｣を用いて解答し，①に「外角」以外の一般の多角形

に関する用語を用いて解答しているもの。（関数関係が成り立っていないものを含む。）

例１ ①正多角形の辺の数 ②頂点の数

例２ ①外角 ②内角

①に 正多角形の頂点の数 と解答し，②に 正多角形の１つの外角の大きさ と解 ５

答しているもの。（「正多角形の｣の記述が①か②のどちらか一方のみのものを含む。）
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６ (2) ①に 頂点の数 と解答し，②に 外角の大きさ と解答しているもの。 ６

①に 頂点 と解答し，②に 外角の大きさ と解答しているもの。①に 頂点の数 ７

と解答し，②に 外角 と解答しているもの。①に 頂点 と解答し，②に 外角

と解答しているもの。

①に｢頂点｣を用いて解答し，②に「外角」以外の一般の多角形に関する用語を用いて解 ８

答しているもの。または②に｢外角｣を用いて解答し，①に「頂点」以外の一般の多角形

に関する用語を用いて解答しているもの。（関数関係が成り立っていないものを含む。）

上記以外の解答 ９

無解答 ０

(3) （正答の条件）

イを選択し，次の(a)，(b)について記述しているもの。

(a) 正多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係について，次

のいずれかを記述していること。
３６０

・との関係を，＝ （または ＝３６０ ）と式で表していること。


・との関係を，「との積が３６０である」のように言葉で表していること。

・との関係を表で表し，その表について変化，または対応の規則性を明示し

ていること。

(b) 「正多角形の１つの外角の大きさは正多角形の頂点の数に反比例する。」の根

拠となることについて，次のいずれかを記述していること。

a
・＝ の形で表されるとき，はに反比例すること。



・伴って変わる２つの数量,の積が一定であるとき,はに反比例すること。

・の値が２倍,３倍，…になると，それに対応するの値が 倍， 倍，…
１
｜
２

１
｜
３

となるとき，はに反比例すること。

（正答例）

例１ 正多角形の外角の和は３６０°で一定であり，１つの外角の大きさは全て等しいの
３６０ a

で，との関係を式で表すと，＝ となる。この式は，＝ の形
 

をしているので，はに反比例する。（解答類型１）

例２ 正多角形の外角の和は３６０°で一定であり，１つの外角の大きさは全て等しいの

で，との積は３６０で一定である。伴って変わる２つの数量の積が一定である

とき，一方の量は他方の量に反比例するので，はに反比例する。（解答類型１）

例３ 正多角形の外角の和は３６０°で一定であり，１つの外角の大きさは全て等しいの

で，との関係を表にまとめると，次のようになる。

 ３ ４ ５ ６ ８ ９ …

 １２０ ９０ ７２ ６０ ４５ ４０ …

の値が３から６に２倍になると，の値が１２０から６０に半分になり，の

値が３から９に３倍になると，の値が１２０から４０に になる。
１
｜
３

このように，の値が２倍，３倍，…になると，それに対応するの値が 倍，
１
｜
２

倍，…となるから，はに反比例する。（解答類型１）
１
｜
３
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６ (3) (a)，(b)について記述しているもの。（結論がなくてもよい。以下同様。） １◎イ
を
選
択

３６０ a
例 との関係を式で表すと，＝ となる。この式は＝ の形になっ

 

ているから，はに反比例する。

(b)についての記述が十分でない，または記述がなく，(a)について記述している ２○

もの。

３６０
例１ との関係を式で表すと，＝ となるから。



例２ との関係を表にまとめると，次のようになる。

 ３ ６ ９ …

 １２０ ６０ ４０ …

(a)についての記述が十分でない，または記述がなく，(b)について記述している ３○

もの。

a
例１ との関係を式で表すと，＝ の形になる。よってはに反比例



する。

例２ との積が一定なので，反比例する。

反比例以外の関数の特徴を記述しているもの。 ４

例１ の値が２倍,３倍,…になると,それに対応するの値も２倍,３倍,…

となるから。

例２ の値が増えると，の値が減っているから。

上記以外の解答 ５

無解答 ６

アを選択しているもの。 ７

ウを選択しているもの。 ８

上記以外の解答 ９

無解答 ０

２倍 ３倍

１
｜
３

１
｜
２
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解 答 類 型

点字問題部分
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解答類型［点字問題］【中学校数学】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

問 号 解 答 類 型 類型番号

４ (2) Ｂ,Ｅ,Ｈと解答しているもの。（順番は不問。以下同様。） １◎

Ｃ,Ｅ,Ｈと解答しているもの。 ２

Ａ,Ｄ,Ｆと解答しているもの。 ３

上記以外の解答 ９

無解答 ０

５ (3) ア と解答しているもの。 １

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３◎

上記以外の解答 ９

無解答 ０

10 (2) ア と解答しているもの。 １◎

イ と解答しているもの。 ２

ウ と解答しているもの。 ３

エ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

11 (1) Ａ と解答しているもの。 １

Ｂ と解答しているもの。 ２

Ｃ と解答しているもの。 ３◎

Ｄ と解答しているもの。 ４

上記以外の解答 ９

無解答 ０

※複数の類型に該当する類型については，上位の類型に分類する。（以下同様。）
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